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ＪＴ－Ｘ４１１

ＭＨＳ網間接続プロファイル

＜参考＞

１．国際勧告等との関連

　 (1) 　本標準第１部は、１９８４年版ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ.4００、Ｘ.4０１、Ｘ.4０９、Ｘ.4１０、Ｘ.4１１、Ｘ.4

２０に準拠したもので、主としてＸ.4１１、Ｘ.4２０について規定し、さらに日本語特有の機能を使

用するために規定の明確化及び拡張を行っている。

　 (2) 　本標準第２部は、１９８８年版ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ.4００、Ｘ.4０２、Ｘ.4０７、Ｘ.4１１、Ｘ.4１３、Ｘ.4

１９、Ｘ.4２０、Ｘ.2０８、Ｘ.2０９、Ｘ.2１４、Ｘ.2１５、Ｘ.2１６、Ｘ.2１７、Ｘ.2１８、Ｘ.2２４、Ｘ.2２５、

Ｘ.2２６、Ｘ.2２７、Ｘ.2２８に準拠したもので、主としてＸ.4１１、Ｘ.4１９、Ｘ.4２０について規定

し、さらに日本語特有の機能を使用するために規定の明確化及び拡張を行っている。

　　　　ただし、本標準は上記勧告を部分的に記述したものであり、本標準に記述していない部分につい

ては、上記勧告を参照する必要がある。

　　　　本文と参照すべきＣＣＩＴＴ勧告との対応は以下のとおりである。

　　

第１部

（1984 年勧告）

第２部

（1988 年勧告）

本標準の適用範囲  ……………………………… Ｘ．４００ Ｘ．４００

Ｘ．４０２

対象とするサービス  ……………………………

Ｘ．４０１

Ｘ．４１１

Ｘ．４２０

Ｘ．４００

Ｘ．４０２

Ｘ．４１１

Ｘ．４２０

プロトコル  ……………………………………… Ｘ．４０９

Ｘ．４１１

Ｘ．２０８

Ｘ．２０９

Ｘ．４１１

Ｘ．４２０

Ｘ．４１９

Ｘ．４２０

高信頼転送サーバ（ＲＴＳ）の利用方法  …… Ｘ．４１０ Ｘ．２１８

セッションサービスの利用  …………………… Ｘ．４１０ Ｘ．２２８

　　　　また、下位層のサービス及びプロトコルとしてＣＣＩＴＴ勧告Ｘ.2１４、Ｘ.2１５、Ｘ.2２４、Ｘ.2

２５を使用することを前提としており、７章、８章に関連する記述がある。

　 (3) 　本標準第１部には、ＣＣＩＴＴ　ＳＧⅦ　Ｘ．４００シリーズ　Implementor’s  Guide Version４で

指摘された事項を取り入れている。

　　　　また、本標準第２部には、ＣＣＩＴＴ　ＳＧⅦ　Ｘ．４００シリーズ　Implementor’s  Guide Version

８で指摘された事項を取り入れている。

　　　　なお、ＭＨＳプロファイルの標準化に関する国際的動向があることから、本標準について、国際

的な整合性をより図っていくことは今後とも必要である。
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　 (4)   本標準 第１部の９章及び第２部の８章は、1984 年版－Ｘ.4００、Ｘ.4１１、1988 年版－Ｘ.4００、

Ｘ.4０２、Ｘ.4１１、Ｆ.4００、Ｆ.4０１、Ｘ.1２１及びＩＡＯＧガイドライン(注１)に準拠し、ＭＨ

Ｓ網間でＧ３ファクシミリ／テレックス端末へのメッセージ配送要求時のオリジナル符号化情報タ

イプ、Ｇ３ファクシミリ／テレックス端末番号指定のためのＯＲ名形式、サービス識別、アンサバ

ックについての規定を行っている。

　　　　(注１ ) IAOG GUIDELINES for ACCOUNTING,SERVICE　AND OPERATIONAL ASPECTS of

INTERNATIONAL MESSAGE HANDLING SERVICES provided by ADMINISTRATION

MANAGEMENT DOMAINS,MAY 1989

２．上記国際勧告等に対する追加項目等

　上記国際勧告等に対する追加項目等は、下記のとおりである。

　 (1) 　3.3 項サービスレベル（ＭＤ間の機能分担）の追加

　　　　本項目を追加した理由は、各種サービス要素のうち発側ＭＤ、中継ＭＤ或いは着側ＭＤのいずれ

においても実現可能と解釈される４つのサービスを、発側ＭＤ、中継ＭＤもしくは着側ＭＤのいず

れかにおいてのみ実現すべきことを規定することにより、同サービス実現時の機能分担の明確化を

図るためである。

　 (2) 　4.2 項プロトコル要素のクラス分け方法の規定の詳細化

　　　　本項目により規定を詳細化した理由は、２種類に分類されている各種プロトコル要素の処理上の

規定を５種類のクラスに細分化し、各クラスのプロトコル要素が発側ＭＤ、中継ＭＤもしくは着側

ＭＤのいずれにおいて生成されるのかを規定することにより、発信、中継及び着信時における同プ

ロトコル要素の処理分担の明確化を図るものである。

　 (3) 　4.3 項プロトコル要素のクラス分け・最大長の追加

　　　　本項目を追加した理由は、ＭＰＤＵの最低保証値、パラメータの最大長、パラメータの個数等を

定めることにより実装上の指針とするためである。

　 (4) 　4.3 項プロトコル要素のクラス分け・最大長及び５章ＯＲ名における項目の追加

　　　　以下の項目を追加した理由は、国内通信固有の要求を可能とするためであり、使用にあたっては

相互の合意を必要とする旨の注釈或いは国際通信においては保証されない旨の注釈を付記してある。

　　 (a) 　明示変換のパラメータ値の追加（表４－２、３／１０）（注２）

　　 (b) 　ＯＲ名へのテレテックス組織名、テレテックス個人名、テレテックス部門の各パラメータの追

加（表４－２、７／１０）

　　 (c) 　主題への日本語記述の追加（表４－３、１／４）（注２）

　　 (d) 　時刻の指定方法（4.4 節）

　　 (e) 　ＯＲ名の日本語記述（5.節）

　 (5) 　4.3 項プロトコル要素のクラス分け・最大長（表４－２、３／１０）の受信者毎フラグに関する注

釈の追加

　　　　本注釈を追加した理由は、すべての追跡情報をすべての中継ＭＤで管理することに係る負荷の軽

減を考慮したためである。
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　 (6) 　６章高信頼転送サーバ（ＲＴＳ）の利用方法の標準化

　　　　以下の項目を標準化した理由は、両方向相互による会話モードの実装に係る負荷の軽減を考慮し

たためである。

　　 (a) 　アソシエーションは片方向（モノローグ）とする。

　　 (b) 　初期送信権は起動側（アソシエーション設定側）とする。

　　 (c) 　利用者データの最大長を規定する。

　 (7) 　第１部の７章、及び第２部の 6.1.1 セッションサービスの利用方法の標準化

　　　　以下の項目を標準化した理由は、1984 年版Ｘ．４１０モードを利用する際にはセッションサービ

スをある程度に限定し、実装時の負荷の軽減を図るためである。

　　 (a) 　送信権は反転しない。

　　 (b) 　セッションコネクションが切断された場合のリカバーは、発信側が行う。

　　 (c) 　アボートにより切断されたセッションコネクションの再設定に要する時間の参考値を示した。

　 (8) 　第１部９章及び第２部８章にＯＲ名の記述方法の拡張を追加

　　　　下記の状況から、ＭＨＳ網間でＧ３ファクシミリ／テレックス端末宛アドレス形式等を国内でも

標準化し、ＭＨＳ網間に渡るサービス提供のための環境整備を図るためのものである。

　　　・1984 年版－Ｘ.4００､Ｘ.4１１、1988 年版－Ｘ.4００、Ｘ.4０２、Ｘ.4１１、Ｆ.4００、Ｆ.4０１にお

いて、ＯＲ名を規定している。

　　　・＜参考＞1.に示す勧告に準拠し、ＩＡＯＧ（国際ＡＤＭＤ運用者グループ、38 社）がＧ３ファク

シミリ／テレックス端末への配送時のオリジナル符号化情報タイプ、アドレス形式、配送のため

のサービス識別に関しての合意事項を示したガイドライン（ＩＡＯＧガイドライン）を作成して

いる。

　　　　　さらに、ＪＴ－Ｘ４１１の国内固有の規定を考慮し、ＩＡＯＧガイドラインに対して下記の項

目を追加している。

　　 (a)   Ｇ３ファクシミリ／テレックス端末配送要求時に許容されるメッセージ・エンベロープのオリ

ジナル符号化情報タイプの値として国内固有の規定であるＰＣ情報種別のＪＩＳ　Ｘ０２０１、

ＪＩＳ　Ｘ０２０８、シフトＪＩＳ、ＥＢＣＤＩＣを追加した。

　　 (b)   ＩＡＯＧガイドラインでは、サービス識別に領域定義属性リスト要素を利用する場合は、次の

ようにタイプ要素と値要素の値が規定されている。

　　　　　　タイプ要素＝「ＴＥＲＭ－ＴＹＰＥ」（ＩＡ５）

　　　　　　値要素＝「ＩＡ５Ｔｅｘｔ」「Ｇ３Ｆａｘ」「ＴＬＸ」（ＩＡ５）

　　　　　しかし、タイプ要素は、1984 年版では、値は最大８オクテットと規定されているが、ＩＡＯＧ

ガイドラインでは、「ＴＥＲＭ－ＴＹＰＥ」（ＩＡ５）で９オクテットであり、勧告に違反して

しまっている。明らかにＩＡＯＧガイドラインの記述誤りであるため、タイプ要素と値要素の値

については、ＩＡＯＧガイドラインが修正されるまでＴＴＣ標準で規定しないこととした。

　　 (c)   サービス識別のためのプロトコル要素に規定された値以外の値が規定されていた場合、あるい

は該当プロトコル要素が存在しない場合のデフォルト解釈を明確に定義した。

　　 (d)   アンサバックを指定するために使用するプロトコル要素の記述を追加した。



ＪＴ－Ｘ４１１ － iv －

　 (9) 　1984 年版ＭＨＳを電子データ交換（ＥＤＩ: Electronic Data Interchange) に適用する際の規定を追加

した。

　　 (a) 　１つのボディには１つのインターチェンジ（注）のみを設定でき、複式ボディを使用する場合

について規定した。

　　 (b) 　ＥＤＩ規格及び文字コードの表示の規則を定めた。

　　 (c) 　ＣＣＩＴＴ　Ｘ.4００シリーズ　Implementor’s Guide で規定された非識別をボディ部に追加し

た。

　　　（注）ＥＤＩで転送する情報（伝票等の集まり）をインターチェンジという。

　 (10) 本標準第２部９章に日本語の取扱いを追加した。

　　　　日本語の取扱いについて第１部で国内独自に規定したＰＣ情報種別を削除し、これに代わるもの

として国際及び国内における相互接続性を保証するための規定を追加した。

　 (11) 本標準第２部１０章に同報の制限数の規定を追加した。

　　　　本項目を追加した理由は、同報通信に関する国際勧告との相互接続性を保証するための実装上の

指針を明らかにするためである。

　 (12) 本標準第２部６．２節にノーマルモードＲＴＳの利用方法の規定を追加した。

　　　　本項目を追加した理由は、１９８８年版ＭＨＳに関する国際勧告の標準化動向に対応し、国際及

び国内における相互接続性を保証するためである

３．改版の履歴

版　数 制　定　日 改　版　内　容

　第 １ 版 昭和６２年  ４月２８日 制 　 定

　第 1.1 版 昭和６２年  ７月１５日 4.3 項  プロトコル要素のクラス分け・最大長

・表 4-2 (3/10) (P16)

  利用者報告要求のビット列欄の誤記訂正

・表 4-2 (5/10) (P18)

  （注）欄を以下のように修正

  「・・・ＡＤＭＤの場合は存在しないことも

  ある（クラスＧ）。」

・表 4-2 (7/10) (P20)

  個人名、テレテックス個人名の最大長欄

  「64 oct」を空欄に修正

・表 4-3 (1/4) (P24)

  （注１）欄を以下のように修正

  「・・・ＡＤＭＤの場合は存在しないことも

  ある（クラスＧ）。」
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版　数 制　定　日 改　版　内　容

第２版 平成  元年  ４月２８日 ・第 1.1 版を第１部とし、1988 年版 X.400 シリーズ勧告に

対応するプロトコル規定を第２部とした。

第３版 平成  ２年  ４月２５日 ＭＨＳ網間経由で受信したテキストメッセージ、テレック

スメッセージのＧ３ファクシミリ／テレックス端末への配

送及びＭＨＳ網経由で受信したＧ３ファクシミリ符号化メ

ッセージのＧ３ファクシミリ端末への配送、並びにＥＤＩ

の適用に関する機能拡張を行った。

第４版 平成  ３年  ４月２６日 第１部に関して以下の項目を修正した。

・符号化情報タイプの基本タイプのクラスを規定した。

第２部に関して以下の項目を修正した。

・表４－２、表４－３の extension の詳細を規定した。

・ＰＣ情報種別のサポートを中止した。その使用はバイラ

　テラルな規定とし、そのガイドラインを付録３に追加した。

・ＰＣ情報種別に代わるものとして新たに externally-

　defined-body-part を付録２に規定した。

・Downgrading の詳細規定として 9.2.2　Encoded-

　information-types を追加した。

・１２．同報の制限数を追加して、最低保証値を規定した。

・付録４  参照するオブジェクト識別子を追加した。

・付録６  他標準との接続規定を追加した。

第５版 平成  ４年  ４月２８日 第１部に関して以下の項目を修正した。

・７章にセッションサービスの利用方法において、チェッ

クポイントサイズとウインドウサイズの省略値の規定を

追加した。

第２部に関して以下の項目を修正した。

・ノーマルモードＲＴＳの利用方法を６．２に規定し、６

　章以降の章構成を変更した。

　　　旧版　　　　　　　　　　改訂版

　　　　　　　　　　　　　　　 ６章 （今回改訂）

６章　高信頼性転送ｻｰﾊﾞ 　　　　->6.1 （項番移動）

      (RTS) の利用方法

７章　ｾｯｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ の 利用方法　 -> 6.1.1 （項番移動）

８章  ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄｻｰﾋﾞｽ の 利用方法-> 6.1.2 （項番移動）

             　　　　　　　      6.2 （今回新規）

                     　　　　    6.2.1 （今回新規）

                     　　　　    6.2.2 （今回新規）

                     　　　　    6.2.3 （今回新規）

                     　　　　    6.2.4 （今回新規）

                      　　　　   6.2.5 （今回新規）

９章  Downgrading    　　　　  ->７章 （章番移動・

　　　　　    　                         一部追記）

10 章  MHS 利用に関する規定　 ->８章 （章番移動）

11 章  日本語の取扱い           ->９章 （章番移動）

12 章  同報の制限数             ->10章 （章番移動）

・付録７ ﾉｰﾏﾙﾓｰﾄﾞ RTS と X410 ﾓｰﾄﾞ RTS の関係を追加

  した。

第６版 平成  ７年１１月２８日 Implementor’s Guide Version ８にならい、改版した。
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４．工業所有権 

本標準に関わる「工業所有権の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧にな

れます。 

 
５．その他 
  (1)  参照勧告、標準等 

    第１部：1984 年版ＣＣＩＴＴ勧告 Ｔ.6 １、Ｘ.4 ００、Ｘ.4 ０１、Ｘ.4 ０９、Ｘ.4 １０、Ｘ.4 １１、

Ｘ.4 ２０、Ｘ.2 １４、Ｘ.2 １５、Ｘ.2 ２４、Ｘ.2 ２５； 

ＣＣＩＴＴ Ｘ.4 ００ Series Implementor’s  Guide version. 4 

    第２部：1988 年版ＣＣＩＴＴ勧告 Ｔ.6 １、Ｘ.4 ００、Ｘ.4 ０２、Ｘ.4 ０７、Ｘ.4 １１、Ｘ.4 １３、

Ｘ.4 １９、Ｘ.4 ２０、Ｘ.2 ０８、Ｘ.2 ０９、Ｘ.2 １４、Ｘ.2 １５、Ｘ.2 １６、Ｘ.2 １７、

Ｘ.2 １８、Ｘ.2 ２４、Ｘ.2 ２５、Ｘ.2 ２６、Ｘ.2 ２７、Ｘ.2 ２８、Ｘ.5 ００シリーズ、Ｆ.4

００、Ｆ.4 ０１、Ｘ.1 ２１；1984 年版ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ.4 １０；ＩＳＯ １００２１；Ｉ

ＡＯＧガイドライン（１９８９年５月） 

        ＣＣＩＴＴ Ｘ.4 ００ Series Implementor’s Guide version. 3 ＪＴ－Ｘ５００ 

        ＣＣＩＴＴ Ｘ.4 ００ Series Implementor’s Guide version. 8 

  (2)  本標準第１部の構成、内容、用語については、郵政省で検討されてきたＭＨＳに関する推奨通信方

式の網間接続プロトコル（Ｐ１、Ｐ２）案との間で整合が図られたものである。 

  (3)  ＣＣＩＴＴにおいて検討中のＥＤＩ転送方式（Pedi)と本標準によるＥＤＩ転送方式との相互接続に

ついては、今後の検討課題である。 
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  (6) 本標準第２部は、図のＳＴＥＰ３の部分である。 

 

        ８４ＭＨＳから８８ＭＨＳへの移行 
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1.　本標準の規定範囲

　不特定多数のプライベートマネージメントドメイン（ＰＲＭＤ）相互間及びアドミニストレーションマ

ネージメントドメイン（ＡＤＭＤ）－ＰＲＭＤ間で、直接又は間接に電子メール通信を行う場合に、最低

限共通に実現されるサービス・機能のガイドラインを示すことを目的として、サービス及びプロトコルに

ついて規定する。

　なお、ＭＨＳ網間接続については本標準の規定による他、以下によるものとする。

　 (1) ＣＣＩＴＴ勧告（1984 年版）

X.400 、X.401 、X.409 、X.410 、X.411 、X.420

X.214 、X.215 、X.224 、X.225

　 (2)　CCITT  X.400 Series Implementor’s Guide Version.4

2.　本標準の適用範囲

ＭＨＳの網間接続（ＭＤ間接続）の形態として図２－１及び図２－２に示すとおり、ＰＲＭＤ相互間及

びＰＲＭＤ～ＡＤＭＤ間の接続を対象とする。

                               

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PRMD：Private Management

 　　　　　　                                                             Domain

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PSPDN：Packet Switched

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Public Data Network

図２－１／ＪＴ－Ｘ４１１

　　　　　　　網間接続の形態１　ＰＲＭＤ相互間通信（ＡＤＭＤが介在しない形態）

PRMDPRMD

PRMDPRMD

PRMDPRMD

PSPDN 等
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ADMD：Administration

　　　　　　　                                                            Management Domain

図２－２／ＪＴ－Ｘ４１１

　　　　　　　網間接続の形態２　ＰＲＭＤ間通信（ＡＤＭＤを経由する形態）

　　　　　　　　　　　　　　　　ＰＲＭＤ・ＡＤＭＤ間通信

3.　対象とするサービス

3.1　対　象

　 (1) メッセージ転送（ＭＴ）サービス (Message Transfer Service)

　 (2) 個人間メッセージ通信（ＩＰＭ）サービス (Interpersonal Messaging Service)

3.2　サービスレベルの分類方法

　サービスレベルの分類は以下による。

　 (1) Ｓ：最低限実現しなければならないサービス要素

　 (2) Ｎ：実現しなくてもよいサービス要素

　　　　（実現しても構わないが、他のＭＤで実現される保証はない。）

　 (3) ローカル：ローカルマターであり、本規定では対象外のサービス要素

　　　　発ローカル：発側のローカルマター

　　　　着ローカル：着側のローカルマター

　なお、ＩＰＭサービスのレベルは「発信側／着信側」と記述し、“－”はＩＰＭサービスでは適用しな

いことを示す。

　また、参考として、ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．４０１における規定は以下のとおりである。

　　　　Ｂ：基本サービス（Basic Service)

　　　　Ｅ：必須のオプション利用者ファシリティ(Essential optional user facility)

　　　　Ａ：付加のオプション利用者ファシリティ(Additional optional user facility)

　　　ＮＡ：対象外 (Not Applicable)

3.3　サービスレベル

　ＰＲＭＤ相互間、ＡＤＭＤ～ＰＲＭＤ間で実現されるサービスのレベルは、原則として共通とする。Ｍ

Ｔサービスを表３－２、ＩＰＭサービスを表３－３に示す。

　なお、表３－２、表３－３のサービスレベルを決定するに当たって、各ＭＤ間の機能分担は、表３－１

PRMDPRMD

ADMD
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のとおりとする。（ＣＣＩＴＴ勧告では、他の分担方法も許されている。）

表３－１／ＪＴ－Ｘ４１１  　　ＭＤ間の機能分担

サービス 発側ＭＤ 中継ＭＤ 着側ＭＤ

  遅延配信 ○ × ×

  遅延配信取消し ○ × ×

  明示変換  （注） × × ×

  暗黙変換 × × ○

　　　　　　　　　　　　　　○　：　当該サービスを担当すべきＭＤ

　　　　　　　　　　　　　　×　：　当該サービスを担当しなくてもよいＭＤ

　　　　　　　　（注）　本サービスの機能分担については、今後検討する。
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表３－２／ＪＴ－Ｘ４１１

メッセージ転送（ＭＴ）サービス要素

サービス要素 レベル CCITT

アクセス管理 ﾛｰｶﾙ Ｂ

コンテントタイプ表示 Ｓ Ｂ

変換済表示 Ｓ Ｂ

配信時刻表示 Ｓ Ｂ

基  本 メッセージ識別 Ｓ Ｂ

配信不能通知 Ｓ Ｂ

オリジナル符号化情報タイプ表示 Ｓ Ｂ

符号化情報タイプの登録 着ﾛｰｶﾙ Ｂ

発信時刻表示 Ｓ Ｂ

代行受信許可 Ｎ Ｅ

遅延配信 発ﾛｰｶﾙ Ｅ

遅延配信取消 発ﾛｰｶﾙ Ｅ

発配信 配信通知 Ｓ Ｅ

他受信者名公開 Ｓ Ｅ

配信優先度選択 Ｓ Ｅ

同報 Ｓ Ｅ

配信不能通知の抑止 Ｎ Ａ

コンテントの返送 Ｎ Ａ

変換禁止 Ｓ Ｅ

変  換 明示変換 Ｎ Ａ

暗黙変換 着ﾛｰｶﾙ Ａ

照  会 打診 Ｎ Ｅ

状況と 代行受信者登録 着ﾛｰｶﾙ Ａ

  通知 配信保留 着ﾛｰｶﾙ Ａ
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表３－３／ＪＴ－Ｘ４１１

個人間メッセージ通信（ＩＰＭ）サービス要素（１／２）

サービス要素 レベル CCITT

基本ＭＴサービス要素と同じ Ｓ／Ｓ B/B

基  本 ＩＰメッセージ識別 Ｓ／Ｓ B/B

ボディタイプ表示 Ｓ／Ｓ B/B

代行受信許可 Ｎ／Ｎ A/A

遅延配信 発ﾛｰｶﾙ E/NA

遅延配信取消 発ﾛｰｶﾙ A/NA

発配信 配信通知 Ｓ／－ E/NA

他受信者名公開 Ｎ／Ｓ A/E

配信優先度選択 Ｓ／Ｓ E/E

同報 Ｓ／－ E/NA

配信不能通知の抑止 Ｎ／－ A/NA

コンテントの返送 Ｎ／－ A/NA

変換禁止 Ｓ／Ｓ E/E

変  換 明示変換 Ｎ／－ A/NA

暗黙変換 着ﾛｰｶﾙ Ａ

共  同 秘密受信者表示 Ｎ／Ｓ A/E

ＩＰＭ 受信不能通知 Ｎ／Ｎ A/A

ＵＡ 受信通知 Ｎ／Ｎ A/A

動  作 自動回送表示 Ｎ／Ｓ A/E
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表３－３／ＪＴ－Ｘ４１１

個人間メッセージ通信（ＩＰＭ）サービス要素（２／２）

サービス要素 レベル CCITT

発信者表示 Ｓ／Ｓ E/E

承認者表示 Ｎ／Ｓ A/E

共  同 正／写し受信者表示 Ｓ／Ｓ E/E

ＩＰＭ 有効期限表示 Ｎ／Ｓ A/E

ＵＡ 相互参照表示 Ｎ／Ｓ A/E

情  報 重要度表示 Ｎ／Ｓ A/E

伝  達 差替え表示 Ｎ／Ｓ A/E

秘密度表示 Ｎ／Ｓ A/E

主題表示 Ｓ／Ｓ E/E

返信ＩＰメッセージ表示 Ｓ／Ｓ E/E

返信要求表示 Ｎ／Ｓ A/E

回送ＩＰメッセージ表示 Ｎ／Ｓ A/E

ボディ部暗号化表示 Ｎ／Ｓ A/E

複式ボディ Ｎ／Ｓ A/E

照  会 打診 Ｎ／－ A/NA

状況と 代行受信者登録 着ﾛｰｶﾙ Ａ

  通知 配信保留 着ﾛｰｶﾙ Ａ
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4.　プロトコル

4.1　対　象

　 (1) 　メッセージ転送（Ｐ１）プロトコル　（Message Transfer Protocol)

　 (2) 　個人間メッセージ通信（Ｐ２）プロトコル　(Interpersonal Messaging Protocol)

4.2　プロトコル要素のクラス分け方法

　表４－１に示す、Ｍ、Ｒ、Ｇ、Ｈ、Ｘの５通りとする。

表４－１／ＪＴ－Ｘ４１１　プロトコル要素のクラス分け方法

分類 発側ＭＤ 中継ＭＤ 着側ＭＤ

  Ｘ 生成は可能

  インプリメントは

  単に中継する

無視してもよい

（対応する処理を実施

  しなくてもよい）

  Ｈ

  要求されない

           （注１）

対応する処理を実施 対応する処理を実施

  Ｇ

条件によって、生成で

きなければならない

            （注２）

  該当プロトコル要素

  がなくてもエラーと

  はしない

  該当プロトコル要素

  がなくてもエラーと

  はしない

  Ｒ

  常に生成する

  Ｍ

対応する処理を実施

            （注２）

  該当プロトコル要素

  がないと、エラー

対応する処理を実施

  該当プロトコル要素

  がないと、エラー

　　　（注１）インプリメントしない場合の表示方法

　　　　　　　　　文字列・数字列等　：PIから省略する（LI＝0 とはしない）

　　　　　　　　　ビット列内のビット：「０」とする

　　　（注２）中継処理はＰ１レベルのみ（Ｐ２プロトコルについては処理しない）
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4.3　プロトコル要素のクラス分け・最大長

　Ｐ１プロトコル、Ｐ２プロトコルのプロトコル要素のクラス分け・最大長は、表４－２、表４－３のと

おりとする。なお、ＭＤ間で送受信を最低限保証するＭＰＤＵ長（最低保証値）は、ＩＡ５テキスト等の

メールを想定した場合３２ｋオクテットとする。

　また、表４－２、表４－３の「内容」欄の記述は以下による。

　　　“→”：さらに展開されるプロトコル要素

　　　“　”：下線はデフォルト値を示す。

　なお、ＣＣＩＴＴの以下の規定を参考として示してある。

　　　　Ｄ　： Default

　　　　Ｏ　： Optional

　　　　　　　　表４－２／ＪＴ－Ｘ４１１　　　メッセージ転送（Ｐ１）プロトコル（１／10）

プロトコル要素 クラス 内　　　容 最大長 CCITT

ＭＰＤＵ 最低 32koct

は受信可能

利用者ＭＰＤＵ   Ｇ →

サービスＭＰＤＵ   Ｇ →

サービスＭＰＤＵ

配信報告ＭＰＤＵ   Ｇ →

打診ＭＰＤＵ   Ｈ →

利用者ＭＰＤＵ

ＵＭＰＤＵエンベロープ   Ｍ →

ＵＭＰＤＵコンテント   Ｍ   オクテット列
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表４－２／ＪＴ－Ｘ４１１　　　メッセージ転送（Ｐ１）プロトコル（２／10）

ＵＭＰＤＵエンベロープ

ＭＰＤＵ識別子 Ｍ →

発信者ＯＲ名 Ｍ →（ＯＲ名）

オリジナル符号化情報

タイプ

Ｇ →   Ｏ

コンテントタイプ Ｍ   整数（２：Ｐ２）

ＵＡコンテントＩＤ Ｈ   ＩＡ５文字列   １６ oct   Ｏ

優先度 Ｇ   整数（０：普通、１：不急、

        ２：緊急）

  Ｄ

メッセージ毎フラグ Ｇ →  ビット列   １６ビット   Ｄ

遅延配信 Ｘ   時刻   Ｏ

領域毎相互情報 Ｘ → 制限しない   Ｏ

受信者情報 Ｍ → 同報数 256 注

追跡情報 Ｍ →

ＵＭＰＤＵコンテント Ｍ

  　　　　　　　　　　　（注）  同報数２５６は、国内固有の規定である。

ＭＰＤＵ識別子 Ｍ

グローバル領域識別子 Ｍ →

ＩＡ５文字列 Ｍ ＩＡ５文字列 ３２oct

メッセージ毎フラグ Ｇ ビット列 １６ビット

受信者公開 Ｈ ビット“0” （on : 通知有り、

            off : 通知無し）

変換禁止 Ｇ ビット“1” （on : 変換禁止、

            off : 変換）

代行受信許可 Ｘ ビット“2” （on : 受信許可、

            off : 受信不許可）

コンテント返送要求 Ｘ ビット“3” （on : 返送要求、

            off : 返送不要）
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表４－２／ＪＴ－Ｘ４１１　　メッセージ転送（Ｐ１）プロトコル（３／10）

領域毎相互情報 Ｘ 制限しない

国名 Ｍ ＩＡ５文字列又は数字列     ３oct

ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝﾄﾞﾒｲﾝ 名 Ｍ ＩＡ５文字列又は数字列 １６oct

相互情報 Ｍ 任意 1024 oct

最大深さ８まで

受信者情報 Ｍ 同報数 256 注１

受信者ＯＲ名 Ｍ →（ＯＲ名）

拡張識別子 Ｍ 整数   ２oct

 (値 32 k－1)

受信者毎フラグ Ｍ → １６ビット

明示変換 Ｘ 整数（ 0 : IA5  から ﾃﾚﾃｯｸｽ

       1 : ﾃﾚﾃｯｸｽ から ﾃﾚｯｸｽ）注２

Ｏ

  　（注１）  同報個数２５６は、国内固有の規定である。

　　（注２）　国内固有の規定として、以下のものを使用することも可能とする。

　　　　　    （　100:JIS X0208 から ｼﾌﾄ JIS

　　　　　　　　　101:ｼﾌﾄ JIS から JIS X0208 )

　　　　　　　ただし、これを使用する場合には相互の合意が必要である。

受信者毎フラグ ビット列   １６ビット

責任フラグ   Ｍ ビット “0 ”（on : 配送／中継要求、

            off : 配送／中継不要）

報告要求

              （注）

  Ｍ ビット“1-2”

 01:配信通知不要、配信不能通知要求

  （最終追跡情報のみ）

 10:配信通知要求、配信不能通知要求

  （最終追跡情報のみ）

 11:配信通知要求、配信不能通知要求

  （全ての追跡情報要求）

利用者報告要求   Ｍ ビット“3-4”

    （配信通知及び配信不能通知）

 00:配信通知不要、配信不能通知不要

 01:配信通知不要、配信不能通知要求

 10:配信通知要求、配信不能通知要求

（注）“11”が指定された場合、報告要求を受信したＭＤはこの値を“10”に読み替えて処理してもよい。

追跡情報   Ｍ

グローバル領域識別子   Ｍ →

領域提供情報   Ｍ →
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表４－２／ＪＴ－Ｘ４１１　　メッセージ転送（Ｐ１）プロトコル（４／10）

領域提供情報

到着時刻 Ｍ   時刻

遅延時刻 Ｘ   時刻   Ｏ

動作 Ｍ   整数（０：中継、１：迂回）

変換後符号化情報タイプ Ｈ →（符号化情報タイプ）   Ｏ

以前のグロｰバル 領域識

別子

Ｘ →（グローバル領域識別子）   Ｏ

グローバル領域識別子

国名 Ｍ   ＩＡ５文字列又は数字列     ３ oct

ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝﾄﾞﾒｲﾝ 名 Ｍ   ＩＡ５文字列又は数字列   １６ oct

ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄﾄﾞﾒｲﾝ識別子 (注)   ＩＡ５文字列又は数字列   １６ oct   Ｏ

  　（注）該当グローバル領域識別子で示される領域が、ＰＲＭＤの場合は必ず存在し（クラスＭ）、

ＡＤＭＤの場合は存在しない。

配信報告 MPDU   Ｇ

配信報告エンベロープ   Ｍ →

配信報告コンテント   Ｍ →

配信報告エンベロープ

報告ＭＰＤＵ識別子   Ｍ →（ＭＰＤＵ識別子）

発信者ＯＲ名   Ｍ →（ＯＲ名）

追跡情報   Ｍ →

配信報告コンテント

オリジナルＭＰＤＵ識別

子

  Ｍ →（ＭＰＤＵ識別子）

中間の追跡情報   Ｘ →（追跡情報）   Ｏ

ＵＡコンテントＩＤ   Ｇ   ＩＡ５文字列   １６ oct   Ｏ

報告対象受信者情報   Ｍ →   ２５６コ

返送ＵＭＰＤＵコンテン

ト

  Ｘ →（ＵＭＰＤＵコンテント）   Ｏ

課金情報   Ｘ   任意   1024 oct

最大深さ８まで

  Ｏ
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表４－２／ＪＴ－Ｘ４１１　　メッセージ転送（Ｐ１）プロトコル（５／10）

報告対象受信者情報

受信者ＯＲ名   Ｍ →（ＯＲ名）

拡張識別子   Ｍ   整数   ２ oct

 (値 32 k－1)

受信者毎フラグ   Ｍ →ビット列   １６ビット

最終追跡情報   Ｍ →

本来受信者ＯＲ名   Ｈ →（ＯＲ名）   Ｏ

補足情報   Ｘ   ＩＡ５文字列   ６４ oct   Ｏ

最終追跡情報

到着時刻   Ｍ   時刻

変換後符号化情報タイプ   Ｇ →（符号化情報タイプ）

報告   Ｍ →

報告

配信情報   Ｍ →

配信不能情報 （注） →

　　　　　　　　　　　　　　　　 （注）　どちらか一方は生成されなければならない。

配信情報

配信時刻   Ｍ   時刻

ＵＡタイプ （注） 整数（０：パブリック

      １：プライベート）

  Ｄ

    （注）該当配信情報で示される領域が、ＰＲＭＤの場合は必ず存在し（クラスＭ）、ＡＤＭＤの場合

は存在しないこともある（クラスＧ）。
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表４－２／ＪＴ－Ｘ４１１　　メッセージ転送（Ｐ１）プロトコル（６／10）

配信不能情報

理由コード   Ｍ 整数（０：転送失敗 １：転送不能

      ２：変換未実行）

Ｏ

診断コード   Ｈ 整数

（０：ＯＲ名認識不能

  １：ＯＲ名あいまい

  ２：ＭＴＡふくそう

  ３：ループ検知

  ４：ＵＡ使用不可

  ５：最大時間超過

  ６：符号化情報タイプ対応不能

  ７：コンテント長過大

  ８：変換不能

  ９：変換禁止

  10：暗黙変換未登録

  11：パラメタ不正

  12：コンテント構文不正  ）

Ｏ

打診ＭＰＤＵ   Ｈ

打診エンベロープ   Ｍ →

打診エンベロープ

打診ＭＰＤＵ識別子   Ｍ →（ＭＰＤＵ識別子）

発信者ＯＲ名   Ｍ →（ＯＲ名）

コンテントタイプ   Ｍ   整数（２：Ｐ２）

ＵＡコンテントＩＤ   Ｈ   ＩＡ５文字列   １６ oct   Ｏ

オリジナル符号化情報

タイプ

  Ｇ →

追跡情報   Ｍ →

メッセージ毎フラグ   Ｇ →   １６ビット

コンテント長   Ｈ   整数

領域毎相互情報   Ｘ → 制限しない

受信者情報   Ｍ → 同報数 256 注

  　　　　　　　　　（注）  同報数２５６は、国内固有の規定である。
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表４－２／ＪＴ－Ｘ４１１　　メッセージ転送（Ｐ１）プロトコル（７／10）

ＯＲ名

クラス（注１）

   プロトコル要素 F1 F2         内    容  最大長 CCITT

V1 V2 V3

標準属性リスト Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ

国名 Ｍ Ｍ Ｍ － ＩＡ５文字列又は数字列    ３ oct Ｏ

ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝﾄﾞﾒｲﾝ

名

Ｍ Ｍ Ｍ － ＩＡ５文字列又は数字列  １６ oct Ｏ

Ｘ．１２１アドレス － － Ｍ Ｍ ＩＡ５数字列  １５ oct Ｏ

端末ＩＤ － － (注5) Ｇ ＩＡ５文字列  ２４ oct Ｏ

ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄﾄﾞﾒｲﾝ名 (注２) － － － ＩＡ５文字列又は数字列  １６ oct Ｏ

組織名 Ｇ

(注３) － － －

ＩＡ５文字列  ６４ oct Ｏ

ユニークＵＡ識別子 － Ｍ － － ＩＡ５数字列  ３２ oct Ｏ

個人名 Ｇ

(注３) － － －

Ｏ

姓 Ｍ － － － ＩＡ５文字列  ４０ oct

名 Ｇ － － － ＩＡ５文字列  １６ oct

頭文字 Ｇ － － － ＩＡ５文字列    ５ oct

世代名 Ｘ － － － ＩＡ５文字列    ３ oct

部門 Ｇ

(注３) － － －

ＩＡ５文字列 32 oct×４コ Ｏ

テレテックス組織名 (注３)

(注４) －

－ － Ｔ．６１文字列  ６４ oct Ｏ

テレテックス個人名 (注３)

(注４)

－ － － Ｏ

姓 Ｍ － － － Ｔ．６１文字列  ４０ oct

名 Ｇ － － － Ｔ．６１文字列  １６ oct

頭文字 Ｇ － － － Ｔ．６１文字列    ５ oct

世代名 Ｘ － － － Ｔ．６１文字列    ３ oct

テレテックス部門 (注３) Ｔ．６１文字列 32 oct×４コ Ｏ

(注４)
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表４－２／ＪＴ－Ｘ４１１　　メッセージ転送（Ｐ１）プロトコル（８／10）

ＯＲ名

クラス（注１）

    プロトコル要素 F1 F2 内    容 最大長

V1 V2 V3

領域定義属性リスト Ｇ Ｇ Ｇ －    ４コ Ｏ

タイプ Ｍ Ｍ Ｍ － ＩＡ５文字列    ８oct

値 Ｍ Ｍ Ｍ － ＩＡ５文字列 １２８oct

　　　　（注１）各 Form/Variant で使用されているＯＲ名構成要素のクラスを示す。クラスとして“－”

が表示されている構成要素は、その要素が該当 Form/Variant では存在しないことを示す。

全てのＭＤのＵＡと通信を行うためには、メッセージ発信時宛先ＯＲ名として、どの構

成要素でも指定可能とする必要がある。

　　　　（注２）該ＯＲ名がＰＲＭＤのＵＡを示す場合は必須であり（クラス“Ｍ”）、またＡＤＭＤの

ＵＡを示す場合は存在しない。

　　　　（注３）本標準に準拠してＵＡを示す方法には次のものがある。

　　　　　　　Ａタイプ：テレテックス組織名／テレテックス個人名／テレテックス部門のいずれの構成

要素も使用しないが、組織名／個人名／部門のいずれか或いはそれらの組合せ

を使用するＦ１－Ｖ１のＯＲ名にてＵＡを示す方法

　　　　　　　Ｂタイプ：組織名／個人名／部門のいずれの構成要素も使用せず、その代わりテレテック

ス組織名／テレテックス個人名／テレテックス部門のいずれか或いはそれらの

組合せを使用するＦ１－Ｖ１のＯＲ名にてＵＡを示す方法（これに関する詳細

規定は今後行う）

　　　　　　　なお、ＡタイプとＢタイプの相互接続は必須条件ではない。またＢタイプにおける国際通

信は保証されない。

　　　　　　　ＡタイプのＵＡのみ、また、ＢタイプのＵＡのみのサポートも可能である。

　　　　　　　（参考：テレテックスのタグはＣＣＩＴＴ勧告において未定である。）

　　　　（注４）ＢタイプでのＵＡを示す場合は、クラスが“Ｇ”となり、ＡタイプでのＵＡを示す場合

はこの要素は存在しない。なお、Ｂタイプの詳細規定を行った時点でこれらの構成要素

のクラス分けを変更する可能性がある。

　　　　（注５）該当ＯＲ名が、Ｇ３ファクシミリ／テレックス端末に対するＯＲ名を示す場合は、クラ

ス“Ｇ”とする。９.1 項を参照のこと。
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表４－２／ＪＴ－Ｘ４１１　　メッセージ転送（Ｐ１）プロトコル（９／10）

符号化情報タイプ

プロトコル要素 クラス 内容 最大長 CCITT

基本タイプ Ｍ ビット列→   ３２ビット

Ｇ３非基本パラメタ Ｘ ビット列→ Ｏ

テレテックス非基本パラメタ Ｘ → Ｏ

交換形式０、交換形式１

（ＴＩＦ０）（ＴＩＦ１）

Ｘ Ｏ

未定義（ＰＣ情報種別）注１ Ｘ ビット列→

基本タイプ Ｍ

０：未定義（PC 情報種別）

                （注１）

１：テレックス

２：ＩＡ５テキスト

３：Ｇ３ファクシミリ

４：ＴＩＦ０    （注３） (注２)

５：テレテックス

６：ビデオテックス

７：音声

８：ＳＦＤ

  （簡易形式化可能文書）

９：ＴＩＦ１    （注４）

Ｇ３非基本パラメタ Ｘ

８：二次元符号化

９：高解像度

20：紙の最大長の制限なし (注２)

21：紙の最大長Ｂ４

22：Ａ３紙幅

23：Ｂ４紙幅

30：非圧縮モード
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表４－２／ＪＴ－Ｘ４１１　　メッセージ転送（Ｐ１）プロトコル（10／10）

  符号化情報タイプ

テレテックス非基本パラメタ   Ｘ

グラフィックキャラクタ

セット

Ｔ．６１文字列   Ｏ

制御キャラクタセット (注２) Ｔ．６１文字列   Ｏ

ページフォーマット オクテット列   Ｏ

装置特性 Ｔ．６１文字列   Ｏ

私用 オクテット列   Ｏ

未定義（ＰＣ情報種別）   Ｘ

０：保留

１：ＪＩＳ  Ｘ０２０１ (注２)

２：ＪＩＳ  Ｘ０２０８

３：シフトＪＩＳ

４：ＥＢＣＤＩＣ

５：バイナリ

　　　（注１）　符号化情報タイプの未定義にＰＣ情報種別を指定した場合、国際通信は保証されない。

ＥＤＩ用のインターチェンジ転送の場合、９.2 項を参照のこと。

　　　（注２）　転送する符号化情報タイプの内容のサポートクラスについては、将来検討する。

　　　（注３）　これは、Ｇ４　Class1 に対応する。

　　　（注４）　これは、Mixed Mode に対応する。
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表４－３／ＪＴ－Ｘ４１１　　個人間メッセージ通信（Ｐ２）プロトコル（１／４）

プロトコル要素 クラス 内容 最大長 CCITT

ＵＡＰＤＵ

ＩＭ－ＵＡＰＤＵ Ｇ →

ＳＲ－ＵＡＰＤＵ Ｘ →

ＩＭ－ＵＡＰＤＵ Ｇ

ヘディング Ｍ →

ボディ Ｍ →

ヘディング

ＩＰメッセージＩＤ Ｍ →

発信者 (注１) →（ＯＲ記述子）  Ｏ

承認者 Ｈ →（ＯＲ記述子） １６コ  Ｏ

正受信者 Ｇ →（受信者） 併せて  Ｏ

写し受信者 Ｇ →（受信者） ２５６コ  Ｏ

秘密受信者 Ｈ →（受信者） ２５６コ  Ｏ

返信対象 Ｇ →（ＩＰメッセージＩＤ）  Ｏ

差替え Ｈ →（ＩＰメッセージＩＤ） 　８コ  Ｏ

相互参照 Ｈ →（ＩＰメッセージＩＤ） 　８コ  Ｏ

主題（注３） Ｇ 文字列

（ＰＩ値      14:T.61 ）（注２）

２５６oct  Ｏ

有効期限 Ｈ 時刻  Ｏ

返信期限 Ｈ 時刻  Ｏ

返信先 Ｈ →（ＯＲ記述子） ３２コ  Ｏ

重要度 Ｈ 整数  （1:低    2:普通  3:高）  Ｄ

秘密度 Ｈ 整数  （1:個人  2:親展  3:社外秘）  Ｏ

自動回送 Ｈ 論理値（真    ：自動回送 IP ﾒｯｾｰｼﾞ

        偽(00)：自動回送 IP ﾒｯｾｰｼﾞ で

ない

 Ｄ

（注１）該当ヘディングで示される領域が、ＰＲＭＤの場合は必ず存在し（クラスＭ）、ＡＤＭＤの場合

は存在しないこともある（クラスＧ）。

（注２）国内固有の規定として以下のものを使用することも可能とする。

      　　（ＰＩ値　C0:JIS X0208　C1:ｼﾌﾄ JIS　C2:JIS X0201  C3:EBCDIC ）

　　　　ただし、これを使用する場合には相互の合意が必要である。

（注３）ＥＤＩ用のｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞを転送時、ＥＤＩ規格及び文字コードを表示する。９.2 項を参照のこと。
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表４－３／ＪＴ－Ｘ４１１　　個人間メッセージ通信（Ｐ２）プロトコル（２／４）

ＩＰメッセージＩＤ

ＯＲ名 Ｈ →（ＯＲ名） Ｏ

印字可能文字列 Ｍ ＩＡ５文字列 ６４oct

ＯＲ記述子

ＯＲ名 Ｍ →（ＯＲ名） Ｏ

自由形式名 （注） Ｔ．６１文字列 １２８oct

電話番号 Ｇ ＩＡ５文字列 ３２oct Ｏ

（注）　どちらか一方は生成されなければならない。

受信者

ＯＲ記述子   Ｍ →

報告要求   Ｘ → 制限しない   Ｏ

返信要求   Ｈ   論理値  （真    ：返信要求

            偽(00)：返信不要）

  Ｄ

報告要求   ビット列

受信通知   Ｘ   ビット“0” （on  : 通知有り、

                off : 通知無し）

受信不能通知   Ｘ   ビット“1” （on  : 通知有り、

                off : 通知無し）

返送ＩＰメッセージ   Ｘ   ビット“2” （on  : 返送要求、

                off : 返送不要）
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表４－３／ＪＴ－Ｘ４１１　　個人間メッセージ通信（Ｐ２）プロトコル（３／４）

ボディ 制限しない

ボディ部   Ｇ ＰＩ値

  A0：ＩＡ５ﾃｷｽﾄ ( A6：ﾋﾞﾃﾞｵﾃｯｸｽ)

  A1：テレックス A7：国内定義(注 1)

 (A2：音声）   A8：暗号化

  A3：G3 ﾌｧｸｼﾐﾘ A9：回送 IP ﾒｯｾｰｼﾞ

  A4：ＴＩＦ０ （ AA：ＳＦＤ)

  A5：ﾃﾚﾃｯｸｽ   AB：ＴＩＦ１

  AE：非識別

ＩＡ５テキスト   －

レパートリ   Ｘ 整数  （５：ＩＡ５  ２：ＩＴＡ２）   Ｄ

ＩＡ５文字列   Ｍ ＩＡ５文字列

Ｇ３ファクシミリ   －

ページ数   Ｘ   整数   Ｏ

Ｇ３非基本パラメタ   Ｘ   Ｏ

ビット列   Ｍ   ビット列

テレテックス   －

ページ数   Ｘ   整数   Ｏ

テレックス互換   Ｘ   相互通信有り、相互通信無し   Ｄ

テレテックス非基本

パラメタ

  Ｘ

  Ｏ

Ｔ．６１文字列   Ｍ   Ｔ．６１文字列

回送ＩＰメッセージ   －

配信時刻   Ｘ   時刻   Ｏ

配信情報   Ｘ

ＩＭ－ＵＡＰＤＵ   Ｍ →

国内定義    （注１）   －

ＰＣ情報種別   Ｍ ビット列

    ( 0 ：保留         3 ：シフト JIS

     1 ：JIS X0201    4：EBCDIC

     2 ：JIS X0208    5：バイナリ）

拡張属性   Ｇ   ＩＡ５文字列  １２８ oct

オクテット列   Ｍ   オクテット列

非識別(unidentified)   －   オクテット列  （注２）
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　（注１）　転送するボディ部で国内定義を使用した場合の国際通信は保証されない。

　　　　　　また、ＰＣ情報種別等を国内定義で規定するのは暫定的なものであり、今後見直す。

　（注２）　非識別を使用する場合は、オリジナル符号化情報タイプは未定義に設定する。

　　　　　　ＰＩ値は、基本形でコーディングされる時は８Ｅとなる。

表４－３／ＪＴ－Ｘ４１１　　個人間メッセージ通信（Ｐ２）プロトコル（４／４）

ＳＲ－ＵＡＰＤＵ

受信不能情報   Ｍ →

受信情報 （注） →

報告対象ＩＰメッセージ

ＩＤ

  Ｍ →

実受信者   Ｇ →（ＯＲ記述子）   Ｏ

本来受信者   Ｈ →（ＯＲ記述子）   Ｏ

変換後符号化情報タイプ   Ｇ →（Ｐ１の符号化情報タイプ）   Ｏ

　　　　　　　　　　　　　　　（注）どちらか一方は生成されなければならない。

受信不能情報

理由   Ｍ 整数（０：ＵＡＥ起動廃棄、

      １：自動回送）

受信不能区分   Ｈ 整数（０：期限切れ １：差替え済

      ２：加入取消）

 Ｏ

 Ｏ

コメント   Ｘ   ＩＡ５文字列   ２５６oct  Ｏ

返送   Ｘ →（ＩＭ－ＵＡＰＤＵ）

受信情報

受信時刻   Ｍ 時刻

受信タイプ   Ｇ 整数（０：明示  １：自動）  Ｏ

補足情報   Ｘ →ＩＡ５文字列（Ｐ１の補足情報）  Ｏ
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4.4　時刻の指定方法

　時刻の指定方法については原則としてＸ．４０９の勧告に従うこととするが、Ｐ２プロトコルについて

はＹＹＭＭＤＤｈｈｍｍ〔ｓｓ〕の表記法により日本時間のみの表記（時間差の表記はない）も可とする。

ただし、日本時間のみの表記をした場合、国際通信は保証されない。

5.　ＯＲ名の記述方法

5.1　ＯＲ名の構成形式

　 (1) 　各ＭＤが使用する形式

　　　　ＰＲＭＤ　：　Ｆ１－Ｖ１を推奨

　　　　ＡＤＭＤ　：　Ｆ１－Ｖ１及びＦ１－Ｖ２を推奨

　 (2) 　各ＭＤが中継する形式

　　　　全ての形式の中継を可能とする。（ＭＤ名まで識別できれば中継は可能）

　 (3) 　ＭＤ間通信において生成可能な形式

　　　　全ての形式が生成可能なことが望ましい。

　 (4) 　３ファクシミリ／テレックス端末宛配送時に各ＭＤが使用する形式

　　　　Ｆ１－Ｖ３を使用する。

　　　　詳細は、９.1 項を参照のこと。

5.2　ＯＲ名の日本語記述

Ｆ１－Ｖ１については、組織名、個人名、部門のＴ．６１文字列での記述も可能とする。ただし、Ｔ．

６１文字列で記述した場合、国際通信は保証されない。

6.　高信頼転送サーバ（ＲＴＳ）の利用方法

　本標準においては高信頼転送サーバの利用について以下のとおりとする。

　 (1) 　アソシエーションはモノローグとする。

　 (2) 　同時に設定できるアソシエーション数は制限しない。もし、システム能力を越えた場合、新しい

アソシエーションの設定及び受付は行わないこと。

　 (3) 　アソシエーションはメッセージを送信する側のＭＴＡが設定する。

　 (4) 　アソシエーションは不要となれば解放される。

　 (5) 　ＲＴＳサービスプリミティブのパラメタ指定

　　 (a) 　会話モード：片方向（モノローグ）

　　 (b) 　初期送信権：起動側（アソシエーション設定側）

　　 (c) 　アプリケーションプロトコル：Ｐ１プロトコル

　　　　　利用者データ

　　　　　ＭＴＡ名　：ＩＡ５文字列、最大３２オクテット

　　　　　パスワード：最大６２オクテット（ＰＩ、ＬＩを含めて６４オクテット）

7.　セッションサービスの利用方法

　本標準においてはセッションサービスの利用について以下のとおりとする。

　 (1) 　使用する機能単位（Functional Unit)は以下のとおりとする。

　　 (a) 　カーネル

　　 (b) 　例外報告
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　　 (c) 　アクティビティ管理

　　 (d) 　半２重

　　 (e) 　小同期

　 (2) 　Give Tokens 、Please Tokens 、Give Control  は使用しない。

　 (3) 　セッションコネクションが切断された場合のリカバーは、発信側より行う。

　　　　なお、リカバーはアボートにより切断されたセッションコネクションを再設定するための機能で、

S-CONNECT-Req 内コネクションデータをリカバーとすることで指示する。

　 (4) 　１つのＲＴＳアソシエーションは、１個又は引続くセッションコネクションに対応する。ただし、

このコネクションは同時には起動されない。

　　　　１個目のコネクションは、S-CONNECT-Req 内コネクションデータがオープンで、以後のコネク

ションはリカバーで起動される。

　 (5) 　１個のＡＰＤＵは１つのアクティビティに対応する。

　 (6) 　１個のＳＳＤＵは以下の間に転送される。

　　 (a) 　２つの隣接する小同期点間

　　 (b) 　小同期点と隣接するアクティビィティ開始、及びアクティビィティ終了の間

　　 (c) 　チェックポイント無し（S-CONNECT-Resp でチェックポイントサイズ＝０を指定) の場合、ア

クティビィティ開始と終了の間

　 (7) 　１つのセッションは１つのトランスポートに対応する。（SSAP アドレスは TSAP アドレスと１対

１に対応する）

　 (8) 　S-CONNECT

　　 (a) 　チェックポイントサイズ

　　   (ⅰ) チェックポイント有り、無し（チェックポイントサイズ＝０）はともにサポートする。チェ

ックポイントサイズの省略時は、チェックポイントサイズ＝０とみなすが、チェックポイント

は可能な限り実施する。

　　   (ⅱ) チェックポイントサイズは１（1024 ｵｸﾃｯﾄ)以上とする。

　　 (b) ウインドゥサイズ

　　   (ⅰ) ウインドゥサイズの最小値は１とする。（チェックポイント有りの場合）

　　　　　　チェックポイント無しの場合、ウインドゥサイズの指定は無効とする。

　　   (ⅱ) ウインドゥサイズ１の場合、S-SYNCH-MINOR-Req 送出後、S-SYNCH-MINOR-Conf 受信まで

は、データ及び小同期点を送出できない。

　　   (ⅲ) ウインドゥサイズが省略された場合、ウインドゥサイズ値は３とみなす。

　　 (c) 　同期点シリアル番号

　　　　　使用しない。

　　　　　（本標準では、アクティビティ管理機能を使用するため同期点シリアル番号は使用しない。）

　 (9) 　アクティビティ中断時の再開方法（チェックポイント確認との関係）

　　 (a) 　最初のチェックポイント確認後に中断状態となった場合の再開

　　　　S-ACTIVITY-RESUME でアクティビティを再開する。

　　 (b) 　最初のチェックポイント確認前に中断状態となった場合の再開

　　　　送信側ＲＴＳは S-ACTIVITY-RESUME-Req（同期点シリアル番号“０”）を送信後引き続いて

S-ACTIVITY-DISCARD-Req を送信する。（アクティビティは破棄される）

　　 (c)   チェックポイント無しの場合の中断の再開

　　　　(b)と同じ。
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　 (10) アクティビティ中断時の再開方法（コネクションとの関係）

　　 (a) 　同一セッションコネクション内でのアクティビティの再開

　　　　S-ACTIVITY-RESUME を同一セッションコネクション内で、アクティビティを再開するために使

用する場合は、原則としてアクティビティ中断に続けて送信されるものとする。

　　　　中断から再開までの間に他の動作をはさんだ場合はエラーとなる場合もある。

　　 (b) 　次のセッションコネクションでのアクティビティの再開

　　　 (ⅰ) アクティビティの再開は、以前のセッションコネクションを再設定したセッションコネクシ

ョンでのみ可能である。（ S-ACTIVITY-RESUME を使用するセッションコネクションの S-

CONNECT 内のコネクションデータはリカバーであること）

　　　 (ⅱ) アクティビティの再開は、同じＲＴＳアソシエーションのセッションコネクションでのみ可

能である。（ S-ACTIVITY-RESUME は同じＲＴＳアソシエーション内でのみ使用できる）

　　 (c) 　S-ACTIVITY-RESUME の旧セッションコネクション識別子の値

　　　　　次のいずれかを設定する。

　　　 (ⅰ) 以前のセッションコネクションのセッションコネクション識別子

　　　 (ⅱ) 現在のセッションコネクションのコネクションデータ（リカバー）

　 (11) S-U-EXCEPTION-REPORT-Ind 受信時の発信側ＲＴＳの動作

　　　　発信側ＲＴＳは S-U-EXCEPTION-REPORT-Ind を受信した場合、理由パラメタの内容に応じて以

下の動作を行う。

　　 (a) 　S-ACTIVITY-INTERRUPT-Req を送信し、アクティビティを中断する。

　　 (b) 　S-ACTIVITY-DISCARD-Req を送信し、アクティビティを廃棄する。

　　 (c) 　S-U-ABORT-Req を送信し、コネクションをアボートする。

　　　　　理由パラメータに回復不能な手順(unrecoverable procedure error) が指定された場合、発信側ＲＴ

Ｓは S-ACTIVITY-DISCARD-Req を送信し、アクティビティを廃棄する。廃棄されたＡＰＤＵを

再送信する場合は、S-ACTIVITY-START で新しいアクティビティを開始した後送信する。

　 (12) S-P-ABORT

　　　S-P-ABORT の場合は、アクティビティ中断として処理する。

　 (13) S-U-ABORT

　　 (a) 　S-U-ABORT でアボート理由が一時的な中断（temporary Problem ）の時に、送信側ＲＴＳがセ

ッションコネクションを再設定しようとする場合、特に合意がされていなければ、セッションコ

ネクション再設定を一定時間（５分程度）以内に行わないことが望ましい。

　　 (b) 　アボート情報内のリフレクトパラメータは使用しない。

　 (14) その他

　　 (a) 　S-ACTIVITY-START、S-ACTIVITY-RESUME のアクティビティ識別子は X.409 形式で整数、６

オクテット以下とする。

8.　トランスポートサービスの利用方法

　本標準においてはトランスポートサービスの利用について以下のとおりとする。

　 (1) 　トランスポートのクラスは以下のとおりとする。

　　　　　クラス０　　：必須

　　　　　クラス１～４：オプション

　 (2) 　優先データ転送のサポートは要求しない。

　 (3) 　特に合意のない限り、セッションコネクション切断時にトランスポートコネクションも切断され

る。
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9.　ＭＨＳの利用に関する規定

9.1　Ｇ３ファクシミリ／テレックス端末へのメッセージ配送

9.1.1　オリジナル符号化情報タイプ

　Ｇ３ファクシミリ／テレックス端末配送要求時に許容されるメッセージ・エンベロープのオリジナル符

号化情報タイプの値は下表のとおりとする。下記の値以外が設定された場合については、本ＴＴＣ標準の

範囲外とする。

　　ＩＡ５テキスト、テレテックス、テレックス、Ｇ３ファクシミリ

　　ＪＩＳ　Ｘ０２０１、ＪＩＳ　Ｘ０２０８、シフトＪＩＳ、ＥＢＣＤＩＣ

9.1.2　Ｇ３ファクシミリ／テレックス端末番号指定のためのＯＲ名形式

　 (1) 　Ｆ１－Ｖ３形式を使用する。ＯＲ名の各プロトコル要素のクラスは、表４－２／ＪＴ－Ｘ４１１

に従う。端末番号は、Ｘ.1２１アドレス要素に指定する。

　 (2) 　Ｘ.1２１アドレス要素への端末番号の指定方法は、ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ.1２１に準拠し、次のとおり

とする。

　　　　Ｇ３ファクシミリ端末→エスケープコード「９」とＥ.1６３で指定

　　　　テレックス端末→エスケープコード「８」とＦ.6９で指定

9.1.3　サービス識別

　 (1) 　サービス識別のために領域定義属性リストを使用してもよいが、値については、双方合意した値

を使用する。解釈ができない値を受信した場合は、 (2)のデフォルト解釈を適用する。

　 (2) 　双方で合意した値以外が設定されていた場合、あるいは、領域定義属性リスト要素が存在しない

場合は、次のデフォルト解釈に従う。

　　　　Ｘ.1２１アドレス要素にエスケープコード「９」で始まる番号が指定されていれば、電話網収容

Ｇ３ファクシミリ端末宛配送要求であり、エスケープコード「８」で始まる番号が設定されていれ

ば、テレックス網収容テレックス端末宛配送要求と解釈する。

9.1.4　アンサバック

　 (1) 　端末ＩＤ要求をアンサバック指定のために使用可能とする。

　 (2) 　Ｇ３ファクシミリ／テレックス端末配送時のアンサバックのチェック方法は、本ＴＴＣ標準の範

囲外である。

9.2　ＥＤＩ転送

9.2.1　オリジナル符号化情報タイプの表示

メッセージ転送（Ｐ１）プロトコルのオリジナル符号化情報タイプにＥＤＩ用のインターチェンジの符

号化情報タイプを表示する。また、ＰＣ情報種別は使用せず、該当するタイプのない場合は未定義のみ表

示する。

9.2.2　主題の表示

　個人間メッセージ通信（Ｐ２）プロトコル要素の主題にＥＤＩ規格及び必要な場合、文字コードを表

示する。なお、本表示にはＴ.6１を使用することを推奨する。

　 (1) 　“ＥＤＩ”の後にＥＤＩ規格のオブジェクト識別子の値を  “,” を分離符号として文字列で記述

する。

　 (2) 　文字コードの表示が必要な場合は、“ＣＨＡＲ”の後に文字コードのオブジェクト識別子の値を
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同様に表示する。ＥＤＩ規格を表示することにより文字コードが一意に決まる場合は表示しなくて

もよい。

　　　（例）オブジェクト識別子の値が以下の場合

　　　　ＥＤＩ規格　｛０　２　４４０　６　３｝

　　　　文字コード　｛０　２　４４０　７　５｝

　　　主題は次のように表示される。

　　　　“ＥＤＩ,０,２,４４０,６,３”

　　　文字コードが必要な場合は、次のように表示される。

　　　　“ＥＤＩ,０,２,４４０,６,３,ＣＨＡＲ,０,２,４４０,７,５”

9.2.3　ＥＤＩ用のインターチェンジの設定

個人間メッセージ通信（Ｐ２）プロトコルのボディ部の該当するタイプにインターチェンジを設定する。

ここで国内定義（ボディ部のＰＩ値がＡ７）は使用しない。

該当するタイプがない場合は、非識別（ボディ部のＰＩ値が８ＥあるいはＡＥ）にインターチェンジを

設定し、オリジナル符号化情報タイプは未定義を表示する。

9.2.4　複式ボディ

１つのボディには１つのインターチェンジのみを設定できる。複式ボディを使用する場合は最初のボデ

ィ部に設定する。
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付録１　８４年版ＭＨＳをＥＤＩに適用するための参考

　（ＪＴ－Ｘ４１１（８４）に対する）

1.　ＭＰＤＵ長

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ４１１第１部 4.3 項では、ＩＡ５テキスト等のメールを想定した場合、ＭＤ間で送受

するＭＰＤＵ長の最低保証値を３２Ｋオクテットとしているが、ＥＤＩでは大量のデータを転送するもの

と考えられる。

米国では２ＭオクテットのＭＰＤＵを保証することが提案されていることから２ＭオクテットのＭＰＤ

Ｕを送受信できることが望ましい。
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　　ＪＴ－Ｘ４１１（８８）

　　　　ＭＨＳ網間接続プロファイル　第２部
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１．本標準の規定範囲

　不特定多数のプライベートマネージメントドメイン（ＰＲＭＤ）相互間及びアドミニストレーションマ

ネージメントドメイン（ＡＤＭＤ）－ＰＲＭＤ間で、直接又は間接に電子メール通信を行う場合に、最低

限共通に実現されるサービス・機能のガイドラインを示すことを目的として、サービス及びプロトコルに

ついて規定する。

　この適用領域には８４年版ＣＣＩＴＴ　Ｘ．４００シリーズ勧告が定められており、対応するＴＴＣ標

準（ＪＴ－Ｘ４１１（８４））も規定されている。本標準は８４年版の拡張である８８年版Ｘ．４００シ

リーズに対応するものであり、ＪＴ－Ｘ４１１（８４）との共存が考慮されている。

　なお、８８年版ＭＨＳ網間接続については本標準の規定による他、以下によるものとする。

　　ＣＣＩＴＴ勧告（１９８８年版）

　　　　Ｘ．４００、Ｘ．４０２、Ｘ．４０７、Ｘ．４１１、Ｘ．４１３、Ｘ．４１９、Ｘ．４２０、

　　　　Ｘ．２０８、Ｘ．２０９、Ｘ．２１４、Ｘ．２１５、Ｘ．２１６、Ｘ．２１７、Ｘ．２１８、

　　　　Ｘ．２２４、Ｘ．２２５、Ｘ．２２６、Ｘ．２２７、Ｘ．２２８、Ｘ．５００シリーズ

　　ＣＣＩＴＴ勧告（１９８４年版）

　　　　Ｘ．４１０

　　ＩＳＯ

　　　　１００２１
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２．本標準の適用範囲

　ＭＨＳの網間接続（ＭＤ間接続）の形態として図２－１／ＪＴ－Ｘ４１１（８８）及び図２－２／ＪＴ

－Ｘ４１１（８８）に示すとおり、ＰＲＭＤ相互間及びＰＲＭＤ～ＡＤＭＤ間の接続を対象とする。

                                                      PRMD：Private Management

                                                              Domain

                                                      PSPDN：Packet Switched

                                                              Public Data Network

　　　　　図２－１／ＪＴ－Ｘ４１１（８８）

　　　　　網間接続の形態１　ＰＲＭＤ相互間通信（ＡＤＭＤが介在しない形態）

                                                      ADMD：Administration

                                                              Management Domain

　　　　　図２－２／ＪＴ－Ｘ４１１（８８）

　　　　　網間接続の形態２　ＰＲＭＤ間通信（ＡＤＭＤを経由する形態）

　　　　　　　　　　　　　　ＰＲＭＤ～ＡＤＭＤ間通信

PRMDPRMD

PRMDPRMD

PRMDPRMD

PSPDN 等

PRMDPRMD

ADMD
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３．対象とするサービス

3.1　対　象

　 (1) 　メッセージ転送（ＭＴ）サービス（Message Transfer Service）

　 (2) 　個人間メッセージ通信（ＩＰＭ）サービス（Interpersonal Messaging Service)

　 (3) 　メッセージ通信処理（ＭＨ）サービス

　 (4) 　物理的配達（ＰＤ）サービス

　 (5) 　メッセージ格納（ＭＳ）サービス

　　　　ＭＳサービスについては、ＵＡ及びＭＴＡにおけるサービス提供条件について示す。　ＭＳ自身

のサービスレベル、プロトコル条件については、ＪＴ－Ｘ４１３を参照のこと。

3.2　サービスレベルの分類方法

　サービスレベルの分類は以下による。

　 (1) 　Ｓ：最低限実現しなければならないサービス要素

　 (2) 　Ｎ：実現しなくてもよいサービス要素

　　　　　（実現しても構わないが、他のＭＤで実現される保証はない。）

　 (3) 　ローカル：ローカルマターであり、本規定では対象外のサービス要素

　　　　発ローカル：発側のローカルマター

　　　　着ローカル：着側のローカルマター

　 (4) 　＊：ＴＴＣとしては範囲外とする。

　なお、ＩＰＭサービスのレベルは「発信側／着信側」と記述し、“－”はＩＰＭサービスでは適用しな

いことを示す。

　また、参考として、ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．４００における規定は以下のとおりである。

　　Ｂ：　基本サービス（Basic Service)

　　Ｅ：　必須のオプション利用者ファシリティ（Essential optional user facility）

　Ｅ
＊　

：　ＰＤＡＵについてのみ必須のオプション利用者ファシリティ

　Ｅ
＊＊

：　ＭＳについてのみ必須のオプション利用者ファシリティ

　Ｅ
＊＊＊　

：　ＭＳおよびＵＡに適用される必須オプション利用者ファシリティ

　　Ａ：　付加のオプション利用者ファシリティ（Additional optional user facility)

　ＮＡ：　対象外（Not Applicable）
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3.3　サービスレベル

　ＰＲＭＤ相互間、ＡＤＭＤ～ＰＲＭＤ間で実現されるサービスのレベルは、原則として共通とする。Ｍ

Ｔサービスを表３－２／ＪＴ－Ｘ４１１（８８）、表３－３／ＪＴ－Ｘ４１１（８８）に、ＭＨ／ＰＤ、

ＭＳサービスを表３－４／ＪＴ－Ｘ４１１（８８）、表３－５／ＪＴ－Ｘ４１１（８８）、表３－６／Ｊ

Ｔ－Ｘ４１１（８８）、表３－７／ＪＴ－Ｘ４１１（８８）に、ＩＰＭサービスを表３－８／ＪＴ－Ｘ４

１１（８８）、表３－９／ＪＴ－Ｘ４１１（８８）、表３－１０／ＪＴ－Ｘ４１１（８８）に示す。表中

の参照番号は、付録１の項番を示す。

　なお、表３－２／ＪＴ－Ｘ４１１（８８）～表３－１０／ＪＴ－Ｘ４１１（８８）のサービスレベルを

決定するに当たって、各ＭＤ間の機能分担は、表３－１／ＪＴ－Ｘ４１１（８８）のとおりとする。（Ｃ

ＣＩＴＴ勧告では、他の分担方法も許されている。）

表３－１／ＪＴ－Ｘ４１１（８８）　ＭＤ間の機能分担

サービス 発側ＭＤ 中継ＭＤ 着側ＭＤ

遅延配信       ○       ×       ×

遅延配信取り消し       ○       ×       ×

明示変換（注）       ×       ×       ×

暗黙変換       ×       ×       ○

　　　　　　　　　　　　　　　○：当該サービスを担当すべきＭＤ

　　　　　　　　　　　　　　　×：当該サービスを担当しなくてもよいＭＤ

　　　　　　（注）本サービスの機能分担については、任意のＭＤで担当を可能とする。
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表３－２／ＪＴ－Ｘ４１１（８８）　基本メッセージ転送（ＭＴ）サービス要素

サービス要素 JT-X411

(88)

CCITT

(88)

JT-X411

(84)

CCITT

(84)

参照

番号

Access Management ﾛｰｶﾙ Ｂ ﾛｰｶﾙ Ｂ  1.

Content Type Indication Ｓ Ｂ Ｓ Ｂ 12.

Converted Indication Ｓ Ｂ Ｓ Ｂ 15.

Delivery Time Stamp Indication Ｓ Ｂ Ｓ Ｂ 22.

Message Identification Ｓ Ｂ Ｓ Ｂ 41.

Non-delivery Notification Ｓ Ｂ Ｓ Ｂ 47.

Original Encoded Information

Types Indicaiton

Ｓ Ｂ Ｓ Ｂ 54.

Submission Time Stamp Indicaiton Ｓ Ｂ Ｓ Ｂ 89.

User/UA Capabilities Registration 着ﾛｰｶﾙ Ｂ 着ﾛｰｶﾙ Ｂ 93.
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表３－３／ＪＴ－Ｘ４１１（８８）　オプションメッセージ転送（ＭＴ）サービス要素 (1/2)

サービス要素 JT-X411

(88)

CCITT

(88)

JT-X411

(84)

CCITT

(84)

参照

番号

Alternate Recipient Allowed     Ｎ     Ｅ     Ｎ     Ｅ    3.

Alternate Recipient Assignment   着ﾛｰｶﾙ     Ａ   着ﾛｰｶﾙ     Ａ    4.

Content Confidentiality     Ｎ     Ａ   10.

Content Integrity     Ｎ     Ａ   11.

Conversion Prohibition     Ｓ     Ｅ     Ｓ     Ｅ   13.

Conversion Prohibition in Case

of Loss of Information

    Ｎ     Ａ   14.

Deferred Delivery   発ﾛｰｶﾙ     Ｅ   発ﾛｰｶﾙ     Ｅ   19.

Deferred Delivery Cancellation   発ﾛｰｶﾙ     Ｅ   発ﾛｰｶﾙ     Ｅ   20.

Delivery Notification     Ｓ     Ｅ     Ｓ     Ｅ   21.

Designation of Recipient by

Directory Name

  発ﾛｰｶﾙ     Ａ   24.

Disclosure of Other Recipients     Ｓ     Ｅ     Ｓ     Ｅ   25.

DL Expansion History Indication     Ｎ     Ｅ   26.

DL Expansion Prohibited     Ｎ     Ａ   27.

Explicit Conversion     Ｎ     Ａ     Ｎ     Ａ   30.

Grade of Delivery Selection     Ｓ     Ｅ     Ｓ     Ｅ   32.

Hold for Delivery   着ﾛｰｶﾙ     Ａ   着ﾛｰｶﾙ     Ａ   33.

Implicit Conversion   着ﾛｰｶﾙ     Ａ   着ﾛｰｶﾙ     Ａ   34.

Latest Delivery Designation     Ｎ     Ａ   39.

Message Flow Confidentiality     Ｎ     Ａ   40.

Message Origin Anthentication     Ｎ     Ａ   42.

Message Security Labelling     Ｎ     Ａ   43.

Message Sequence Integrity     Ｎ     Ａ   44.

Multi-destination Delivery     Ｓ     Ｅ     Ｓ     Ｅ   45.

Non-repudiation of Delivery     Ｎ     Ａ   49.

Non-repudiation of Origin     Ｎ     Ａ   50.

Non-repudiation of Submission     Ｎ     Ａ   51.

Originator Requested Alternate

Recipient

    Ｎ     Ａ   56.
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表３－３／ＪＴ－Ｘ４１１（８８）　オプションメッセージ転送（ＭＴ）サービス要素 (2/2)

      サービス要素  JT-X411

 (88)

 CCITT

 (88)

 JT-X411

 (84)

 CCITT

 (84)

  参照

  番号

Prevention of Non-delivery

Notification

    Ｎ     Ａ     Ｎ     Ａ   61.

Probe 発ﾛｰｶﾙ(注)     Ｅ     Ｎ     Ｅ   63.

Probe Origin Authentication     Ｎ     Ａ   64.

Proof of Delivery     Ｎ     Ａ   65.

Proof of Submission     Ｎ     Ａ   66.

Redirection Disallowed by

Originator

    Ｎ     Ａ   68.

Redirection of Incoming Messages   着ﾛｰｶﾙ     Ａ   69.

Report Origin Authentication     Ｎ     Ａ   74.

Requested Preferred Delivery

Method

    Ｎ     Ａ   76.

Restricted Delivery   着ﾛｰｶﾙ     Ａ   77.

Return of Content     Ｎ     Ａ     Ｎ     Ａ   78.

Secure Access Management    ﾛｰｶﾙ     Ａ   79.

Use of Distribution List     Ｎ     Ａ   92.

（注）打診サービスの場合、受信ＭＴＳは配信可能か否かを返送する必要がある。
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　　　　　　　表３－４／ＪＴ－Ｘ４１１（８８）

　　　　　　　基本メッセージ通信処理／物理的配達（ＭＨ／ＰＤ）サービス要素

      サービス要素 JT-X411(88) CCITT(88) JT-X411(84) CCITT(84)   参照

  番号

Basic Physical Rendition     ＊     Ｂ    7.

Ordinary Mail     ＊     Ｂ   53.

Physical Forwarding Allowed     ＊     Ｂ   59.

Undeliverable Mail with Return

of Physical Message

    ＊     Ｂ   91.

　　　　　表３－５／ＪＴ－Ｘ４１１（８８）

　　　　　オプションメッセージ通信処理／物理的配達（ＭＨ／ＰＤ）サービス要素

      サービス要素 JT-X411(88) CCITT(88) JT-X411(84) CCITT(84)   参照

  番号

Additional Physical Rendition     ＊     Ａ    2.

Counter Collection     ＊     Ｅ   16.

Counter Collection with Advice     ＊     Ａ   17.

Delivery via Bureaufax service     ＊     Ａ   23.

EMS (Express Mail Service)（注）     ＊     Ｅ   28.

Physical Delivery Notification

by MHS

    ＊     Ａ   57.

Physical Delivery Notification

by PDS

    ＊     Ａ   58.

Physical Forwarding Prohibited     ＊     Ａ   60.

Registered Mail     ＊     Ａ   70.

Registered Mail to Address in

Person

    ＊     Ａ   71.

Request for Forwarding Address     ＊     Ａ   75.

Special Delivery          （注）     ＊     Ｅ   81.

（注）ＣＣＩＴＴでは少なくとも、いずれか一方は提供しなければならないとなっている。
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表３－６／ＪＴ－Ｘ４１１（８８）　基本メッセージ格納（ＭＳ）サービス要素

      サービス要素 JT-X411(88) CCITT(88) JT-X411(84) CCITT(84)   参照

  番号

Stored Message Deletion   着ﾛｰｶﾙ     Ｂ   84.

Stored Message Fetching   着ﾛｰｶﾙ     Ｂ   85.

Stored Message Listing   着ﾛｰｶﾙ     Ｂ   86.

Stored Message Summary   着ﾛｰｶﾙ     Ｂ   87.

MS register   着ﾛｰｶﾙ     Ａ   94.

表３－７／ＪＴ－Ｘ４１１（８８）　オプションメッセージ格納（ＭＳ）サービス要素

      サービス要素  JT-X411(88) CCITT(88) JT-X411(84) CCITT(84)   参照

  番号

Stored Message Alert   着ﾛｰｶﾙ     Ｅ   82.

Stored Message Auto-forward   着ﾛｰｶﾙ     Ｅ   83.

表３－８／ＪＴ－Ｘ４１１（８８）　基本個人間メッセージ通信（ＩＰＭ）サービス要素

      サービス要素  JT-X411

 (88)

 CCITT

 (88)

 JT-X411

 (84)

 CCITT

 (84)

  参照

  番号

表 3-2/JT-X411(88) 基本メッセージ   Ｓ／Ｓ   Ｂ／Ｂ   Ｓ／Ｓ   Ｂ／Ｂ   －

転送（MT）サービス要素と同じ

IP-message Identification   Ｓ／Ｓ   Ｂ／Ｂ   Ｓ／Ｓ   Ｂ／Ｂ   37.

Typed Body   Ｓ／Ｓ   Ｂ／Ｂ   Ｓ／Ｓ   Ｂ／Ｂ   90.
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表３－９／ＪＴ－Ｘ４１１（８８）

メッセージ毎に選択可能なオプション個人間メッセージ通信（ＩＰＭ）サービス要素 (1/3)

      サービス要素 JT-X411(88) CCITT(88) JT-X411(84) CCIT (84)   参照

  番号

Additional Physical Rendition   Ｎ／＊   Ａ／Ａ    2.

Alternate Recipient Allowed   Ｎ／Ｎ   Ａ／Ａ   Ｎ／Ｎ   Ａ／Ａ    3.

Authorizing Users Indication   Ｎ／Ｓ   Ａ／Ｅ   Ｎ／Ｓ   Ａ／Ｅ    5.

Auto-forwarded Indication   Ｎ／Ｓ   Ａ／Ｅ   Ｎ／Ｓ   Ａ／Ｅ    6.

Basic Physical Rendition   Ｎ／＊   Ａ／Ｅ＊    7.

Blind Copy Recipient Indication   Ｎ／Ｓ   Ａ／Ｅ   Ｎ／Ｓ   Ａ／Ｅ    8.

Body Part Encryption Indication   Ｎ／Ｓ   Ａ／Ｅ   Ｎ／Ｓ   Ａ／Ｅ    9.

Content Confidentiality   Ｎ／Ｎ   Ａ／Ａ   10.

Content Integrity   Ｎ／Ｎ   Ａ／Ａ   11.

Conversion Prohibition   Ｎ／Ｎ   Ａ／Ａ   Ｓ／Ｓ   Ｅ／Ｅ   13.

Conversion Prohibition in Case

of Loss of Information   Ｎ／－   Ａ／NA   14.

Counter Collection   Ｎ／＊   Ａ／Ｅ＊   16.

Counter Collection with Advice   Ｎ／＊   Ａ／Ａ   17.

Cross Referencing Indication   Ｎ／Ｓ   Ａ／Ｅ   Ｎ／Ｓ   Ａ／Ｅ   18.

Deferred Delivery   発ﾛｰｶﾙ   Ｅ／NA   発ﾛｰｶﾙ   Ｅ／NA   19.

Deferred Delivery Cancellation   発ﾛｰｶﾙ   Ｅ／NA   発ﾛｰｶﾙ   Ｅ／NA   20.

Delivery Notification   Ｓ／－   Ｅ／NA   Ｓ／－   Ｅ／NA   21.

Delivery via Bureaufax Service   Ｎ／＊   Ａ／Ａ   23.

Designation of Recipient by

Directory Name

  Ｎ／－   Ａ／NA   24.

Disclosure of Other Recipients   Ｎ／Ｓ   Ａ／Ｅ   Ｎ／Ｓ   Ａ／Ｅ   25.

DL Expansion History Indication   －／Ｓ   NA／Ｅ   26.

DL Expansion Prohibited   －／－   NA／NA   27.

EMS (Express Mail Service)（注）   Ｎ／＊   Ａ／Ｅ＊   28.

Expirty Date Indication   Ｎ／Ｓ   Ａ／Ｅ   Ｎ／Ｓ   Ａ／Ｅ   29.

Explicit Conversion   Ｎ／－   Ａ／NA   Ｎ／－   Ａ／NA   30.
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表３－９／ＪＴ－Ｘ４１１（８８）

メッセージ毎に選択可能なオプション個人間メッセージ通信（ＩＰＭ）サービス要素 (2/3)

      サービス要素 JT-X411(88) CCITT(88) JT-X411(84) CCITT(84)   参照

  番号

Forwarded IP-message Indication   Ｎ／Ｓ   Ａ／Ｅ   Ｎ／Ｓ   Ａ／Ｅ   31.

Grade of Delivery Selection   Ｓ／Ｓ   Ｅ／Ｅ   Ｓ／Ｓ   Ｅ／Ｅ   32.

Importance Indication   Ｎ／Ｓ   Ａ／Ｅ   Ｎ／Ｓ   Ａ／Ｅ   35.

Incomplete Copy Indication   Ｎ／Ｎ   Ａ／Ａ   36.

Language Indication   Ｎ／Ｎ   Ａ／Ｅ   38.

Latest Delivery Designation   Ｎ／－   Ａ／NA   39.

Message Flow Confidentality   Ｎ／－   Ａ／NA   40.

Message Origin Authentication   Ｎ／Ｎ   Ａ／Ａ   42.

Message Security Labelling   Ｎ／Ｎ   Ａ／Ａ   43.

Message Sequence Integrity   Ｎ／Ｎ   Ａ／Ａ   44.

Multi-destination Delivery   Ｓ／－   Ｅ／NA   Ｓ／－   Ｅ／NA   45.

Multi-part Body   Ｎ／Ｓ   Ａ／Ｅ   Ｎ／Ｓ   Ａ／Ｅ   46.

Non-receipt Notification Request   Ｎ／Ｓ   Ａ／Ｅ   Ｎ／Ｎ   Ａ／Ａ   48.

Non-repudiation of Delivery   Ｎ／Ｎ   Ａ／Ａ   49.

Non-repudiation of Origin   Ｎ／Ｎ   Ａ／Ａ   50.

Non-repudiation of Submission   Ｎ／Ｎ   Ａ／Ａ   51.

Obsoleting Indication   Ｎ／Ｓ   Ａ／Ｅ   Ｎ／Ｓ   Ａ／Ｅ   52.

Ordinary Mail   Ｎ／＊   Ａ／Ｅ＊   53.

Originator Indication   Ｓ／Ｓ   Ｅ／Ｅ   Ｓ／Ｓ   Ｅ／Ｅ   55.

Originator Requested Alternate

Recipient

  Ｎ／－   Ａ／NA   56.

Physical Delivery Notification

by MHS

  Ｎ／＊   Ａ／Ａ   57.

Physical Delivery Notification

by PDS

  Ｎ／＊   Ａ／Ｅ＊   58.

Physical Forwarding Allowed   Ｎ／＊   Ａ／Ｅ＊   59.

Physical Forwarding Prohibited   Ｎ／＊   Ａ／Ｅ＊   60.
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表３－９／ＪＴ－Ｘ４１１（８８）

メッセージ毎に選択可能なオプション個人間メッセージ通信（ＩＰＭ）サービス要素 (3/3)

      サービス要素 JT-X411(88) CCITT(88) JT-X411(84) CCITT(84)   参照

  番号

Prevention of Non-delivery

Notification

  Ｎ／－   Ａ／NA   Ｎ／－   Ａ／NA   61.

Primary and Copy Recipiens

Indication

  Ｓ／Ｓ   Ｅ／Ｅ   Ｓ／Ｓ   Ｅ／Ｅ   62.

Probe   Ｎ／－   Ａ／NA   Ｎ／－   Ａ／NA   63.

Probe Origin Authentication   －／－   NA／NA   64.

Proof of Delivery   Ｎ／Ｎ   Ａ／Ａ   65.

Proof of Submission   －／－   NA／NA   66.

Receipt Notification Request

Indication

  Ｎ／Ｎ   Ａ／Ａ   Ｎ／Ｎ   Ａ／Ａ   67.

Redirection Disallowed by

Originator

  Ｎ／－   Ａ／NA   68.

Registered Mail   Ｎ／＊   Ａ／Ａ   70.

Registered Mail to Addressee in

Person

  Ｎ／＊   Ａ／Ａ   71.

Reply Request Indication   Ｎ／Ｓ   Ａ／Ｅ   Ｎ／Ｓ   Ａ／Ｅ   72.

Replying IP-message Indication   Ｓ／Ｓ   Ｅ／Ｅ   Ｓ／Ｓ   Ｅ／Ｅ   73.

Report Origin Authentication   Ｎ／Ｎ   Ａ／Ａ   74.

Request for Forwarding Address   Ｎ／＊   Ａ／Ａ   75.

Requested Preferred Delivery

Method

  Ｎ／＊   Ａ／Ａ   76.

Return of Content   Ｎ／－   Ａ／NA   Ｎ／－   Ａ／NA   78.

Sensitivity Indication   Ｎ／Ｓ   Ａ／Ｅ   Ｎ／Ｓ   Ａ／Ｅ   80.

Special Delivery          （注）   Ｎ／＊   Ａ／Ｅ＊   81.

Stored Message Deletion   着ﾛｰｶﾙ   Ａ/Ｅ＊＊＊   84.

Stored Message Fetching   着ﾛｰｶﾙ   Ａ/Ｅ＊＊＊   85.

Stored Message Listing   着ﾛｰｶﾙ   Ａ／Ｅ＊＊   86.

Stored Message Summary   着ﾛｰｶﾙ   Ａ／Ｅ＊＊   87.

Subject Indication   Ｓ／Ｓ   Ｅ／Ｅ Ｓ／Ｓ   Ｅ／Ｅ   88.

Undeliverable Mail with Return

of Physical Message

  Ｎ／＊   Ａ／Ｅ＊   91.

Use of Distribution List   Ｎ／－   Ａ／NA   92.

（注）ＣＣＩＴＴでは少なくとも、いずれか一方は提供しなければならないとなっている。
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表３－１０／ＪＴ－Ｘ４１１（８８）

契約期間として合意されたオプション個人間メッセージ通信（ＩＰＭ）サービス要素

サービス要素 JT-X411(88) CCITT(88) JT-X411(84) CCITT(84) 参照

番号

Alternate Recipient Assignment 着ﾛｰｶﾙ Ａ 着ﾛｰｶﾙ Ａ    4.

Hold for Delivery 着ﾛｰｶﾙ Ａ 着ﾛｰｶﾙ Ａ   33.

Implicit Conversion 着ﾛｰｶﾙ Ａ 着ﾛｰｶﾙ Ａ   34.

Redirection of Incoming Messages 着ﾛｰｶﾙ Ａ   69.

Restricted Delivery 着ﾛｰｶﾙ Ａ   77.

Secure Access Management ﾛｰｶﾙ Ａ   79.

Stored Message Alert 着ﾛｰｶﾙ Ａ   82.

Stored Message Auto-forward 着ﾛｰｶﾙ Ａ   83.

MS Register 着ﾛｰｶﾙ Ａ   94.
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４．プロトコル

4.1　対　象

　 (1) 　メッセージ転送（Ｐ１）プロトコル (Message Transfer Protocol)

　 (2) 　個人間メッセージ転送（Ｐ２）プロトコル (Interpersonal Message Protocol)

4.2　プロトコル要素のクラス分け方法

　プロトコル要素のクラス分けを表４－１／ＪＴ－Ｘ４１１（８８）に示す。Ｍ、Ｒ、Ｇ、Ｈ、Ｘの５通

りとする。

表４－１／ＪＴ－Ｘ４１１（８８）　プロトコル要素のクラス分け方法

分　類 発側ＭＤ 中継ＭＤ 着側ＭＤ

Ｘ

 生成は可能

  インプリンメントは

  単に中継する。

 無視してもよい。

  （対応する処理を実施

    しなくてもよい。）

Ｈ

  要求されない。

            （注１）

 対応する処理を実施

          （注２、３）

  該当プロトコル要素が

 対応する処理を実施

              （注４）

  該当プロトコル要素が

Ｇ

 条件によって生成でき

 なければならない。

  なくてもエラーとはし

  ない。

  なくてもエラーとはし

  ない。

Ｒ

  常に生成する。

Ｍ

 対応する処理を実施

              （注２）

  該当プロトコル要素が

  ないと、エラー

 対応する処理を実施

  該当プロトコル要素が

  ないと、エラー
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（注１）インプリメントしない場合表示方法

　　　　　　文字列・数字列など：Ｐ１から省略する（Ｌ１＝０とはしない）

　　　　　　ビット列内のビット：「０」とする。

（注２）中継処理はＰ１レベルのみ（Ｐ２プロトコルについては処理しない）

（注３）ＪＴ－Ｘ４１１（８８）に準拠するＭＴＡがＪＴ－Ｘ４１１（８４）に準拠するＭＴＡに中継す

る場合は Downgrading を行わなければならない。

（注４）プロトコル要素が extensions の形で定義されている場合、以下の処理を行う。

　　　　　○クリティカリティのフラグが立っている場合、不達などの処理を行わなければならない。

　　　　　○クリティカリティのフラグが立っていない場合、無視してもよい。

4.3　プロトコル要素のクラス分け・最大長

　Ｐ１プロトコル及びＰ２プロトコルのプロトコル要素のクラス分け・最大長をそれぞれ表４－２／ＪＴ

－Ｘ４１１（８８）及び表４－３／ＪＴ－Ｘ４１１（８８）に示す。

　表４－２／ＪＴ－Ｘ４１１（８８）及び表４－３／ＪＴ－Ｘ４１１（８８）の「内容」欄の記述は以下

による。

　 “(　)” ： ＡＳＮ．１（抽象構文記法１）のデータ型、もしくは更に展開されるプロトコル要素を示す。

さらにプロトコル要素の場合は（　）内に表番号を示す。
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of
fi

ce
-i

nc
or

re
ct

-o
r-

in
va

lid
Ｈ

33

un
de

liv
er

ab
le

-m
ai

l-
ph

ys
ic

al
-d

el
iv

er
y-

ad
dr

es
s-

in
co

m
pl

et
e

Ｈ
34

un
de

liv
er

ab
le

-m
ai

l-
re

ci
pi

en
t-

un
kn

ow
n

Ｈ
35

un
de

liv
er

ab
le

-m
ai

l-
re

ci
pi

en
t-

de
ce

as
ed

Ｈ
36

un
de

liv
er

ab
le

-m
ai

l-
or

ga
ni

za
tio

n-
ex

pi
re

d
Ｈ

37

un
de

liv
er

ab
le

-m
ai

l-
re

ci
pi

en
t-

re
fu

se
d-

to
-a

cc
ep

t
Ｈ

38

un
de

liv
er

ab
le

-m
ai

l-
re

ci
pi

en
t-

di
d-

no
t-

cl
ai

m
Ｈ

39

un
de

liv
er

ab
le

-m
ai

l-
re

ci
pi

en
t-

ch
an

ge
d-

ad
dr

es
s-

pe
rm

an
en

tly
Ｈ

40

un
de

liv
er

ab
le

-m
ai

l-
re

ci
pi

en
t-

ch
an

ge
d-

ad
dr

es
s-

te
m

po
ra

ri
ly

Ｈ
41

un
de

liv
er

ab
le

-m
ai

l-
re

ci
pi

en
t-

ch
an

ge
d-

te
m

po
ra

ry
-a

dd
re

ss
Ｈ

42

un
de

liv
er

ab
le

-m
ai

l-
ne

w
-a

dd
re

ss
-u

nk
no

w
n

Ｈ
43

un
de

liv
er

ab
le

-m
ai

l-
re

ci
pi

en
t-

di
d-

no
t-

w
an

t-
fo

rw
ar

di
ng

Ｈ
44

un
de

liv
er

ab
le

-m
ai

l-
or

ig
in

at
or

-p
ro

hi
bi

te
d-

fo
rw

ar
di

ng
Ｈ

45

se
cu

re
-m

es
sa

gi
ng

-e
rr

or
Ｈ

46

un
ab

le
-t

o-
do

w
ng

ra
de

Ｈ
47
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表
４
－
２
／
Ｊ
Ｔ
－
Ｘ
４
１
１

（
８
８
）
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
転
送

（
Ｐ
１
）
プ
ロ
ト
コ
ル

（
17
／

34
）

(3
3)

 P
ro

of
O

fD
el

iv
er

y(
SI

G
N

A
T

U
R

E
 S

E
Q

U
E

N
C

E
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
  

  
  

  
  

プ
ロ
ト
コ
ル
要
素

ク
ラ
ス

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

内
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
容

  
長

  
さ

al
go

ri
th

m
-i

de
nt

if
ie

r
Ｍ

Pr
oo

fO
fD

el
iv

er
yA

lg
or

ith
m

Id
en

tif
ie

r(
A

lg
or

ith
m

Id
en

tif
ie

r)

de
liv

er
y-

tim
e

Ｍ
M

es
sa

ge
D

el
iv

er
yT

im
e(

U
T

C
T

im
e)

th
is

-r
ec

ip
ie

nt
-n

am
e

Ｍ
T

hi
sR

ec
ip

ie
nt

N
am

e(
O

R
N

am
e)

(4
7)

or
ig

in
al

ly
-i

nt
en

de
d-

re
ci

pi
en

t-
na

m
e

Ｇ
O

ri
gi

na
lly

In
te

nd
ed

R
ec

ip
ie

nt
N

am
e(

O
R

N
am

e)
(4

7)

co
nt

en
t

Ｍ
C

on
te

nt
(O

C
T

E
T

 S
T

R
IN

G
)

co
nt

en
t-

id
en

tif
ie

r
Ｇ

C
on

te
nt

Id
en

tif
ie

r(
Pr

in
ta

bl
eS

tr
in

g)
1-

16
 o

ct

m
es

sa
ge

-s
ec

ur
ity

-l
ab

el
Ｇ

M
es

sa
ge

Se
cu

ri
ty

L
ab

el
(S

ec
ur

ity
L

ab
el

) 
(7

4)

(3
4)

 O
ri

gi
na

to
rA

nd
D

L
E

xp
an

si
on

(S
E

Q
U

E
N

C
E

)

  
  

  
  

  
  

プ
ロ
ト
コ
ル
要
素

ク
ラ
ス

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

内
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
容

  
長

  
さ

or
ig

in
at

or
-o

r-
dl

-n
am

e
Ｍ

O
R

A
dd

re
ss

A
nd

O
pt

io
na

lD
ir

ec
to

ry
N

am
e(

O
R

N
am

e)
(4

7)

O
ri

gi
na

tio
n-

or
-e

xp
an

si
on

-t
im

e
Ｍ

U
T

C
T

im
e

(3
5)

 R
ep

or
tO

ri
gi

nA
ut

he
nt

ic
at

io
nC

he
ck

(S
IG

N
A

T
U

R
E

 S
E

Q
U

E
N

C
E

)

  
  

  
  

  
  

プ
ロ
ト
コ
ル
要
素

ク
ラ
ス

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

内
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
容

  
長

  
さ

al
go

ri
th

m
-i

de
nt

if
ie

r
Ｍ

R
ep

or
tO

ri
gi

nA
ut

he
nt

ic
at

io
nA

lg
or

ith
m

Id
en

tif
ie

r 
(A

lg
or

ith
m

Id
en

tif
ie

r)

co
nt

en
t-

id
en

tif
ie

r
Ｇ

C
on

te
nt

Id
en

tif
ie

r(
Pr

in
ta

bl
eS

tr
in

g)
1-

16
 o

ct

m
es

sa
ge

-s
ec

ur
ity

-l
ab

el
Ｇ

M
es

sa
ge

Se
cu

ri
ty

L
ab

el
(S

ec
ur

ity
L

ab
el

) 
(7

4)

pe
r-

re
ci

pi
en

t
Ｍ

Pe
rR

ec
ip

ie
nt

R
ep

or
tF

ie
ld

s
の
順
序
列

 (
36

)
1-

25
6 
コ

  
 (
注
）

（
注

) 
10

. 
同

報
の
制
限
数
を
参
照
の
こ
と
。

(3
6)

 P
er

R
ec

ip
ie

nt
R

ep
or

tF
ie

ld
s(

SE
Q

U
E

N
C

E
)

  
  

  
  

  
  

プ
ロ
ト
コ
ル
要
素

ク
ラ
ス

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

内
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
容

  
長

  
さ

 a
ct

ua
l-

re
ci

pi
en

t-
na

m
e

Ｍ
 A

ct
ua

lR
ec

ip
ie

nt
N

am
e(

O
R

N
am

e)
(4

7)

 o
ri

gi
na

lly
-i

nt
en

de
d-

re
ci

pi
en

t-
na

m
e

Ｇ
 O

ri
gi

na
lly

In
te

nd
ed

R
ec

ip
ie

nt
N

am
e(

O
R

N
am

e)
(4

7)

Ｍ
 C

H
O

IC
E

de
li

ve
ry

Ｇ
 P

er
R

ec
ip

ie
nt

D
el

iv
er

yR
ep

or
tF

ie
ld

s(
37

)

no
n-

de
liv

er
y

Ｇ
 P

er
R

ec
ip

ie
nt

N
on

D
el

iv
er

yR
ep

or
tF

ie
ld

s(
38

)
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表
４
－
２
／
Ｊ
Ｔ
－
Ｘ
４
１
１

（
８
８
）
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
転
送

（
Ｐ
１
）
プ
ロ
ト
コ
ル

（
18
／

34
）

(3
7)

 P
er

R
ec

ip
ie

nt
D

el
iv

er
yR

ep
or

tF
ie

ld
s(

SE
Q

U
E

N
C

E
)

  
  

  
  

  
  

プ
ロ
ト
コ
ル
要
素

ク
ラ
ス

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

内
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
容

  
長

  
さ

m
es

sa
ge

-d
el

iv
er

y-
tim

e
Ｍ

M
es

sa
ge

D
el

iv
er

yT
im

e(
U

T
C

T
im

e)

ty
pe

-o
f-

M
T

S-
us

er
Ｍ

T
yp

eO
fM

T
SU

se
r(

30
)

re
ci

pi
en

t-
ce

rt
if

ic
at

e
Ｇ

R
ec

ip
ie

nt
C

er
ti

fi
ca

te
(C

er
ti

fi
ca

te
) 
（
注
）

pr
oo

f-
of

-d
el

iv
er

y
Ｇ

Pr
oo

fO
fD

el
iv

er
y(

33
)

　
 (
注

) 
Ｊ

Ｔ
－
Ｘ
５
０
０
を
参
照
の
こ
と
。

(3
8)

 P
er

R
ec

ip
ie

nt
N

on
D

el
iv

er
yR

ep
or

tF
ie

ld
s(

SE
Q

U
E

N
C

E
)

  
  

  
  

  
  

プ
ロ
ト
コ
ル
要
素

ク
ラ
ス

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

内
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
容

  
長

  
さ

no
n-

de
liv

er
y-

re
as

on
-c

od
e

Ｍ
N

on
D

el
iv

er
yR

ea
so

nC
od

e(
31

)

no
n-

de
liv

er
y-

di
ag

no
st

ic
-c

od
e

Ｈ
N

on
D

el
iv

er
yD

ia
gn

os
tic

C
od

e(
32

)

 (
39

) 
Pr

oo
fO

fS
ub

m
is

si
on

(S
IG

N
A

T
U

R
E

 S
E

Q
U

E
N

C
E

)

  
  

  
  

  
  

プ
ロ
ト
コ
ル
要
素

ク
ラ
ス

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

内
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
容

  
長

  
さ

al
go

ri
th

m
-i

de
nt

if
ie

r
Ｍ

Pr
oo

fO
fS

ub
m

is
si

on
A

lg
or

ith
m

Id
en

tif
ie

r(
A

lg
or

ith
m

Id
en

tif
ie

r)
  

(注
）

m
es

sa
ge

-s
ub

m
is

si
on

-e
nv

el
op

e
Ｍ

M
es

sa
ge

Su
bm

is
si

on
E

nv
el

op
e

co
nt

en
t

Ｍ
C

on
te

nt
(O

C
T

E
T

 S
T

R
IN

G
)

m
es

sa
ge

-s
ub

m
is

si
on

-i
de

nt
if

ie
r

Ｍ
M

es
sa

ge
Su

bm
is

si
on

Id
en

tif
ie

r(
M

T
SI

de
nt

if
ie

r)
(4

0)

m
es

sa
ge

-s
ub

m
is

si
on

-t
im

e
Ｍ

M
es

sa
ge

Su
bm

is
si

on
T

im
e(

U
T

C
T

im
e)

　
 (
注

) 
Ｊ

Ｔ
－
Ｘ
５
０
０
を
参
照
の
こ
と
。
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表
４
－
２
／
Ｊ
Ｔ
－
Ｘ
４
１
１

（
８
８
）
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
転
送

（
Ｐ
１
）
プ
ロ
ト
コ
ル

（
19
／

34
）

(4
0)

 M
T

SI
de

nt
if

ie
r(

SE
Q

U
E

N
C

E
)

  
  

  
  

  
  

プ
ロ
ト
コ
ル
要
素

ク
ラ
ス

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

内
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
容

  
長

  
さ

gr
ob

al
-d

om
ai

n-
id

en
tif

ie
r

Ｍ
G

lo
ba

lD
om

ai
nI

de
nt

if
ie

r(
41

)

lo
ca

l-
id

en
tif

ie
r

Ｍ
L

oc
al

Id
en

tif
ie

r(
IA

5S
tr

in
g)

1-
32

 o
ct

(4
1)

 G
lo

ba
lD

om
ai

nI
de

nt
if

ie
r(

SE
Q

U
E

N
C

E
)

  
  

  
  

  
  

プ
ロ
ト
コ
ル
要
素

ク
ラ
ス

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

内
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
容

  
長

  
さ

co
un

tr
y-

na
m

e
Ｍ

C
ou

nt
ry

N
am

e(
49

)

ad
m

in
is

tr
at

io
n-

do
m

ai
n-

na
m

e
Ｍ

A
dm

in
is

tr
at

io
nD

om
ai

nN
am

e(
50

)

pr
iv

at
e-

do
m

ai
n-

id
en

tif
ie

r
（
注
）

Pr
iv

at
eD

om
ai

nI
de

nt
if

ie
r(

42
)

　
（

注
）

該
当
グ
ロ
ー
バ
ル
領
域
識
別
子
で
示
さ

れ
る
領
域
が
、

P
R

M
D
の
場
合
は
必
ず
存
在
し

(ｸ
ﾗｽ

M
)A

D
M

D
の
場
合
は

存
在
し
な
い
。

(4
2)

 P
ri

va
te

D
om

ai
nI

de
nt

if
ie

r(
C

H
O

IC
E

)

  
  

  
  

  
  

プ
ロ
ト
コ
ル
要
素

ク
ラ
ス

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

内
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
容

  
長

  
さ

nu
m

er
ic

Ｈ
N

um
er

ic
St

ri
ng

1-
16

 o
ct

pr
in

ta
bl

e
Ｇ

P
ri

nt
ab

le
S

tr
in

g
1-

16
 o

ct
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表
４
－
２
／
Ｊ
Ｔ
－
Ｘ
４
１
１

（
８
８
）
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
転
送

（
Ｐ
１
）
プ
ロ
ト
コ
ル

（
20
／

34
）

(4
3)

 E
nc

od
ed

In
fo

rm
at

io
nT

yp
es

(S
E

T
)

  
  

  
  

  
  

プ
ロ
ト
コ
ル
要
素

ク
ラ
ス

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

内
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
容

  
長

  
さ

bu
ilt

-i
n-

en
co

de
d-

in
fo

rm
at

io
n-

ty
pe

s
Ｍ

B
ui

ltI
nE

nc
od

ed
In

fo
rm

at
io

nT
yp

es
(4

4)
0-

32
ビ
ッ
ト

no
n-

ba
si

c-
pa

ra
m

et
er

s-
(C

O
M

PO
N

E
N

T
S)

g3
-f

ac
si

m
ile

Ｇ
G

3F
ac

si
m

ile
N

on
B

as
ic

Pa
ra

m
et

er
s(

45
)

te
le

te
x

Ｇ
T

el
et

ex
N

on
B

as
ic

Pa
ra

m
et

er
s(

46
)

g4
-c

la
ss

1-
an

d-
m

ix
ed

-m
od

e
Ｘ

G
4C

la
ss

1A
nd

M
ix

ed
M

od
eN

on
B

as
ic

Pa
ra

m
et

er
s(

Pr
es

en
ta

tio
nC

ap
ab

ili
tie

s(
A

N
Y

))

ex
te

nd
ed

-e
nc

od
ed

-i
nf

or
m

at
io

n-
ty

pe
s

Ｈ
E

xt
en

de
dE

nc
od

ed
In

fo
rm

at
io

nT
yp

es

(E
xt

en
de

dE
nc

od
ed

In
fo

rm
at

io
nT

yp
e(

O
B

JE
C

T
 I

D
E

N
T

IF
IE

R
)の

集
合

)

(4
4)

 B
ui

ltI
nE

nc
od

ed
In

fo
rm

at
io

nT
yp

es
(B

IT
 S

T
R

IN
G

)

  
  

  
  

  
  

プ
ロ
ト
コ
ル
要
素

ク
ラ
ス

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

内
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
容

  
長

  
さ

un
de

fi
ne

d(
注

)
Ｈ

0

ia
5-

te
xt

Ｇ
2

g3
-f

ac
si

m
ile

Ｈ
3

g4
-c

la
ss

-1
Ｈ

4

te
le

te
x

Ｇ
5

vi
de

ot
ex

Ｈ
6

vo
ic

e
Ｈ

7

sf
d

Ｈ
8

m
ix

ed
-m

od
e

Ｈ
9

（
注

）
JI

S 
X

02
01

 B
od

y 
Pa

rt
 、

JI
S 

X
02

08
 B

od
y 

Pa
rt

 、
Sh

if
t J

IS
 B

od
y 

Pa
rt

 、
E

B
C

D
IC

 B
od

y 
Pa

rt
、

B
in

ar
y 

B
od

y 
Pa

rt
に
対
応
づ
け
ら
れ
て
受
信
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
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表
４
－
２
／
Ｊ
Ｔ
－
Ｘ
４
１
１

（
８
８
）
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
転
送

（
Ｐ
１
）
プ
ロ
ト
コ
ル

（
21
／

34
）

(4
5)

 G
3F

ac
si

m
ile

N
on

B
as

ic
Pa

ra
m

et
er

s(
B

IT
 S

T
R

IN
G

)

  
  

  
  

  
  

プ
ロ
ト
コ
ル
要
素

ク
ラ
ス

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

内
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
容

  
長

  
さ

tw
o-

di
m

en
si

on
al

ビ
ッ
ト

8

fi
ne

-r
es

ol
ut

io
n

ビ
ッ
ト

9

un
li

m
it

ed
-l

en
gt

h
ビ
ッ
ト

20

b4
-l

en
gt

h
（
注
）

ビ
ッ
ト

21

a3
-w

id
th

ビ
ッ
ト

22

b4
-w

id
th

ビ
ッ
ト

23

un
co

m
pr

es
se

d
ビ
ッ
ト

30

　
(注

）
転

送
す
る
符
号
化
情
報
タ
イ
プ
の
内
容
の

サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ス
に
つ
い
て
は
、
将
来
検
討
す
る
。

(4
6)

 T
el

et
ex

N
on

B
as

ic
Pa

ra
m

et
er

s(
SE

T
)

  
  

  
  

  
  

プ
ロ
ト
コ
ル
要
素

ク
ラ
ス

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

内
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
容

  
長

  
さ
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ap
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ar
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r-
se
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T

el
et

ex
S

tr
in

g
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nt

ro
l-
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ar
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te

r-
se

ts
T

el
et

ex
S

tr
in

g
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-f
or

m
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s
（
注
）

O
C

T
E

T
 S

T
R

IN
G

m
is
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ll

an
eo

us
-t

er
m

in
al

-c
ap

ab
il

it
ie

s
T

el
et

ex
S

tr
in

g

pr
iv

at
e-

us
e

O
C

T
E

T
 S

T
R

IN
G

　
（

注
）

転
送
す
る
符

号
化
情
報
タ
イ
プ
の
内
容
の
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ス
に
つ
い
て
は
、
将
来
検
討
す
る
。
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表
４
－
２
／
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Ｔ
－
Ｘ
４
１
１

（
８
８
）
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
転
送

（
Ｐ
１
）
プ
ロ
ト
コ
ル

（
22
／

34
）

(4
7)

 0
R

N
am

e(
SE

Q
U

E
N

C
E

)

  
  

  
  

プ
ロ
ト
コ
ル
要
素

ク
ラ
ス

（
注

1）
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
内

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

容
  
個

  
数

(a
)

(b
)

(c
)

(d
)

ad
dr

es
s(

C
O

M
PO

N
E

N
T

S)
Ｍ

Ｍ
Ｍ

Ｍ

bu
il

t-
in

-s
ta

nd
ar

d-
at

tr
ib

ut
es

Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍ

B
ui

lt
In

St
an

da
rd

A
tt

ri
bu

te
s(

48
)

bu
ilt

-i
n-

do
m

ai
n-

de
fi

ne
d-

at
tr

ib
ut

es
Ｇ

Ｇ
Ｇ

－
B

ui
ltI

nD
om

ai
nD

ef
in

ed
A

ttr
ib

ut
es

(B
ui

ltI
nD

om
ai

nD
ef

in
ed

A
ttr

ib
ut

e 
の
順
序
列

)(
53

)
1-

  
4 
コ

ex
te

ns
io

n-
at

tr
ib

ut
es

Ｈ
Ｈ

Ｈ
Ｈ

E
xt

en
si

on
A

tt
ri

bu
te

s(
E

xt
en

si
on

A
tt

ri
bu

te
の
順
序
列

)(
54

)
1-

25
5 
コ

di
re

ct
or

y-
na

m
e

Ｈ
Ｈ

Ｈ
Ｈ

N
am

e（
注
２
）

　
　
（

注
1)
各
Ｏ
／
Ｒ
ア
ド
レ
ス
形
式
で
使
用
さ
れ
る
Ｏ
／
Ｒ
名
構
成
要
素
を
示
す
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 (
a)
：

M
ne

m
on

ic
 O

/R
 A

dd
re

ss
　

(J
T

-X
41

1(
84

)の
Fo

rm
 1

 v
ar

ia
nt

 1
　
Ａ
タ
イ
プ
に
対
応
す
る
）

　
　

　
　

　
　

 (
b)
：

N
um

er
ic

 O
/R

 A
dd

re
ss

 　
(J

T
-X

41
1(

84
)の

Fo
rm

 1
 v

ar
ia

nt
 2
　
に
対
応
す
る
）

　
　

　
　

　
　

 (
c)
：

T
er

m
in

al
 O

/R
 A

dd
re

ss
①

(J
T

-X
41

1(
84

)の
Fo

rm
 1

 v
ar

ia
nt

 3
　
に
対
応
す
る
）

　
　

　
　

　
　

 (
d)
：

T
er

m
in

al
 O

/R
 A

dd
re

ss
②

(J
T

-X
41

1(
84

)の
Fo

rm
 2
　
に
対
応
す
る
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
ク
ラ
ス
と
し
て
“
－
”
が
表
示
さ
れ
て
い
る
構
成
要
素
は
、
そ
の
要
素
が
該
当
Ｏ
／
Ｒ
ア
ド
レ
ス
形
式
に
存
在
し
な
い
こ
と
を
示
す
。
全
て
の
Ｍ
Ｄ
の
Ｕ
Ａ
と
通
信
を
行
う
た
め
に

は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
時
宛
先
Ｏ
Ｒ
名
と
し
て
、
ど
の
構
成
要
素
で
も
指
定
可
能
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
な
お
、

’8
8
版
で
新
た
に
追
加
さ
れ
た
、
上
記
以
外
の
Ｏ
／
Ｒ
ア
ド
レ
ス
の
形
式
と
し
て
、

Po
st

al
 O

/R
 A

dd
re

ss
(f

or
m

at
te

d)
, P

os
ta

l O
/R

 A
dd

re
ss

(u
nf

or
m

at
te

d)
が
あ
る
が
、
ク
ラ

ス
分
け
に
関
す
る
詳
細
規
定
は
、
今
回
行
わ
な
い
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
ま
た
、

JT
-X

41
1(

84
) 
に
お
い
て
、

Fo
rm

 1
 V

ar
ia

nt
 1

 B
タ
イ
プ
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
た
Ｏ
／
Ｒ
ア
ド
レ
ス
形
式
に
つ
い
て
は
、

M
T

A
(8

8)
 か

ら
M

T
A

(8
4)

 へ
渡
さ
れ
る
時
に

必
要
な
プ
ロ
ト
コ
ル
要
素
が
、

D
ow

ng
ra

di
ng

 さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
こ
の
Ｏ
／
Ｒ
ア
ド
レ
ス
形
式
に
つ
い
て
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
削
除
し
て
い
る
。

　
　
（

注
2)
Ｊ
Ｔ
－
Ｘ
５
０
０
を
参
照
の
こ
と
。
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E

)

  
  

  
  

プ
ロ
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ル
要
素

ク
ラ
ス
（
注
）

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

内
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
容

  
個

  
数
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)
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)
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)

(d
)
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e
Ｍ

Ｍ
Ｍ

－
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e(

49
)
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Ｍ

Ｍ (注
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Ｍ
－

A
dm

in
is
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)

ne
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ad
dr

es
s

－
－

Ｍ
Ｍ

N
et

w
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dd

re
ss

(X
12

1A
dd

re
ss

(N
um

er
ic

St
ri

ng
))

1-
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ct
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rm
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al

-i
de

nt
if

ie
r

－
－

(注
4)

Ｇ
T

er
m

in
al

Id
en

ti
fi

er
(P

ri
nt

ab
le

St
ri

ng
)

1-
24

 o
ct

pr
iv

at
e-

do
m

ai
n-

na
m

e
(注

2)
(注

5)
(注

5)
－

Pr
iv

at
eD

om
ai

nN
am

e(
51

)

or
ga

ni
za

tio
n-

na
m

e
Ｇ

－
－

－
O

rg
an

iz
at

io
nN

am
e(

Pr
in

ta
bl

eS
tr

in
g)

1-
64

 o
ct

nu
m

er
ic

-u
se

r-
id

en
tif

ie
r

－
Ｍ

－
－

N
um

er
ic

U
se

rI
de

nt
if

ie
r(

N
um

er
ic

St
ri

ng
)

1-
32

 o
ct

pe
rs

on
al

-n
am

e
Ｇ

－
－

－
Pe

rs
on

al
N

am
e(

52
)

1-
64

 o
ct

or
ga

ni
za

tio
na

l-
un

it-
na

m
es

Ｇ
－

－
－

O
rg

an
iz

at
io

na
lU

ni
tN

am
es

(O
rg

an
iz

at
io

na
lU

ni
tN

am
e(

Pr
in

ta
bl

eS
tr

in
g)

 の
順
序
列

1-
4 
コ

1-
32

 o
ct

　
（

注
１

）
表
４
－
２
／
Ｊ
Ｔ
－
Ｘ
４
１
１

（
88

) 
　

(4
7)
の
注
参
照

　
（

注
２

）
該
Ｏ
／
Ｒ
名
が
Ｐ
Ｒ
Ｍ
Ｄ
の
Ｕ
Ａ
を
示
す
場
合
は
、
必
須
で
あ
り

（
ク
ラ
ス

“
Ｍ
”
）
、
ま
た
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｄ
の
Ｕ
Ａ
を
示
す
場
合
は
、
存
在
し
な
い
。

　
（
注
３
）
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｄ
に
接
続
し
な
い
Ｐ
Ｒ
Ｍ
Ｄ
で
発
信
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
Ｏ
Ｒ
名
と
、
Ｐ
Ｒ
Ｍ
Ｄ
だ
け
を
中
継
し
て
受
信
可
能
な
受
信
者
の
Ｏ
Ｒ
名
で
は
、
こ
の
属
性
の
値
と
し
て
一
つ
の

空
白
を
設
定
す
る
。

　
（

注
４

）
該
当
Ｏ
Ｒ
名
が
、
Ｇ
３
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
／
テ
レ
ッ
ク
ス
端
末
に
対
す
る
Ｏ
Ｒ
名
を
示
す
場
合
は
、
ク
ラ
ス

“
Ｇ

”
と
す
る
。

8.
1
項
を
参
照
の
こ
と
。

　
（

注
５

）
８
８
年
版
Ｍ
Ｈ
Ｓ
で
本
プ
ロ
ト
コ
ル
要
素
の
使
用
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
本
プ
ロ
ト
コ
ル
要
素
を
使
用
す
る
シ
ス
テ
ム
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

(4
9)

 C
ou

nt
ry

N
am

e(
C

H
O

IC
E

)

  
  

  
  

  
  

プ
ロ
ト
コ
ル
要
素

ク
ラ
ス

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

内
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
容

  
長

  
さ

x1
21

-d
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-c
od

e
  
Ｘ

N
um

er
ic

St
ri

ng
3 

oc
t

is
o-

31
66

-a
lp

ha
2-
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de

  
Ｇ

P
ri

nt
ab

le
S

tr
in

g
2 

oc
t
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メ
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（
Ｐ
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）
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Ｈ

N
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St
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ng
O

-1
6 
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t

pr
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e
  
Ｇ

P
ri

nt
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le
S
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6 
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t
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D
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C
H
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E
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ロ
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ラ
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内
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
容

  
長

  
さ
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m
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Ｈ

N
um

er
ic

St
ri

ng
1-

16
 o

ct

pr
in

ta
bl

e
  
Ｇ

P
ri

nt
ab

le
S

tr
in

g
1-
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 o

ct

(5
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 P
er

so
na
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e(
SE

T
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ロ
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ル
要
素
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ラ
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容

  
長

  
さ
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Ｍ

P
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le
S
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m
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Ｇ

P
ri
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le
S
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g
1-
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it
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Ｇ

P
ri
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ab

le
S

tr
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g
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5 
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t
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n-
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Ｘ

P
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nt
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le
S
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t
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nD
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A
ttr
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E
Q
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E

N
C

E
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ロ
ト
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ル
要
素
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ス

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

内
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長

  
さ
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Ｍ

P
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S
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1-
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t
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Ｍ

P
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S
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g
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長

  
さ
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N
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C
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O
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R
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E
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A
C

R
O
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プ
ロ
ト
コ
ル
要
素

ク
ラ
ス
（
注
）

内
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
容

  
長

  
さ

(a
)

(b
)

(c
)

(d
)

  
個

  
数
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m

m
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-n
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e
Ｈ

－
－

－
C

om
m
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N
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e(

Pr
in
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bl

eS
tr

in
g)

1-
64
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ct
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le
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x-
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m

m
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e
Ｈ

－
－

－
T

el
et
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C
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m
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N
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e 
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el
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ex

St
ri

ng
)

1-
64

 o
ct

te
le

te
x-
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ga
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n-
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m

e
－

－
－

－
T

el
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ex
O

rg
an

iz
at
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nN

am
e 

(T
el

et
ex

St
ri

ng
)

1-
64

 o
ct

te
le
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x-
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rs
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al

-n
am

e
－

－
－

－
T

el
et

ex
Pe

rs
on

al
N

am
e(

55
)

1-
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 o
ct

te
le

te
x-
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ga

ni
za
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l-
un

it-
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m
es

－
－

－
－

T
el

et
ex

O
rg

an
iz

at
io
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lU

ni
tN

am
es

(T
el

et
ex

O
rg

an
iz

at
io
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lU

ni
tN

am
e(

T
el

et
ex

St
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ng
) 
の
順
序
列
）

1-
4 
コ

1-
32

 o
ct

te
le
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x-

do
m

ai
n-

de
fi

ne
d-

at
tr
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ut

es
Ｈ

Ｈ
Ｈ

－
T

el
et

ex
D

om
ai

nD
ef

in
ed

A
ttr
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ut

es

(T
el

et
ex

D
om

ai
nD

ef
in

ed
A

ttr
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ut
e
の
順

序
列

)(
56

)

1-
4 
コ
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te

nd
ed

-n
et

w
or

k-
ad

dr
es

s
－

－
Ｈ

Ｈ
E

xt
en

de
dN

et
w

or
kA

dd
re

ss
(5

7)

te
rm

in
al

-t
yp

e
－

－
Ｈ

Ｈ
T

er
m

in
al

T
yp

e(
58

)
O

-2
55

 の

  
整
数

（
注

）
表

４
－
２
／
Ｊ
Ｔ
－
Ｘ
４
１
１

（
88

) 
(4

7)
の
注
参
照

(5
5)

 T
el

et
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N
am

e 
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E
T
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コ
ル
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素

ク
ラ
ス

内
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
容

  
長

  
さ

su
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e

  
Ｍ

T
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et
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S
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g

1-
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ve

n-
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m
e

  
Ｇ

T
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et
ex

S
tr
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g

1-
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 o
ct
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it

ia
ls

  
Ｇ

T
el

et
ex

S
tr

in
g

1-
5 

oc
t

ge
ne

ra
tio

n-
qu
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if

ie
r

  
Ｘ

T
el

et
ex

S
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g

1-
3 
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表４－３　ＪＴ－Ｘ４１１（８８）　個人間メッセージ転送プロトコル要素

 (1)　Information Object(CHOICE)

プロトコル要素 クラス 内　　　　　容 長さ

ipm   Ｇ IPM(2)

ipn   Ｈ IPN(27)

 (2)　IPM(SEQUENCE)

プロトコル要素 クラス 内　　　　　容 長さ

heading   Ｍ Heading (3)

body   Ｍ Body (bodyPart の順序列）(10)
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 (3) Heading(SET)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

this-IPM Ｍ ThisIPMField(IPMIdentifier)(6)

originator （注１） OriginatorField(ORDescriptor)(9)

authorizing-users Ｈ AuthorizingUsersField(ORDescriptor の順序列)(9) 16 コ

primary-recipients Ｇ PrimaryRecipientsField(Recipient

                   Specifier の順序列)(7)

あわせて

256 ｺ

copy-recipients Ｇ CopyRecipientsField(Recipient

                   Specifier の順序列)(7) (注 3)

blind-copy-recipients Ｈ BlindCopyRecipientsField

        (RecipientSpecifier の順序列)(7)

256 ｺ

(注 3)

replied-to-IPM Ｇ RepliedToIPMField(IPMIdentifier)(6)

obsoleted-IPMs Ｈ ObsoletedIPMsField(IPMIdentifier)の順序列)(6) 8 コ

related-IPMs Ｈ RelatedIPMsField(IPMIdentifier)の順序列)(6) 8 コ

subject Ｇ SubjectField(TeletexString)(注 2) 最大256

ｵｸﾃｯﾄ

expiry-time Ｈ ExpiryTimeField(UTCTime)

reply-time Ｈ ReplyTimeField(UTCTime)

reply-recipients Ｈ ReplyRecipentsField(ORDescriptor の順序列)(9) 32 コ

importance Ｈ ImportanceField(4)

sensitivity Ｈ SensitivityField(5)

auto-forwarded Ｈ AutoForwardedField(BOOLEAN)

extensions ExtensionsField(IPMSExtension(37) の集合)

incomplete-copy Ｘ IncompleteCopy(35)

languages Ｘ Language の集合(36)

　（注１）該当ヘディングで示される領域が、ＰＲＭＤの場合は必ず存在し（クラスＭ）、ＡＤＭＤの場

合は存在しないこともある（クラスＧ）。

　（注２）・ＰＩ値　１４：Ｔ．６１

　　　　　・国内固有の規定として以下のものを使用することも可能とする。

              ＰＩ値  Ｃ０：ＪＩＳ  Ｘ０２０８  Ｃ１：シフトＪＩＳ

                      Ｃ２：ＪＩＳ  Ｘ０２０１  Ｃ３：ＥＢＣＤＩＣ

　　　　　ただし、これを使用する場合には相互の合意が必要である。

　（注３）10. 同報の制限数を参照のこと。
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 (4) ImportanceFeild(ENUMERATED)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

low Ｇ ０

normal Ｇ １

high Ｇ ２

 (5) SensitivityField(ENUMERATED)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

personal Ｇ １

private Ｇ ２

company-confidential Ｇ ３

 (6) IPMIdentifier(〔APPLICATION11〕SET)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

user R(注) ORName

user-relative-identifier Ｍ LocalIPMIdentifier(PrintableString) 最大

64ｵｸﾃｯﾄ

　 (注) 88 年版におけるＵＳＥＲフィールドは省略しないことが望ましい。84 年版はＨ。

 (7) RecipientSpecifier(SET)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

recipient Ｍ ORDescriptor(9)

notification-requests Ｘ NotificationRequests(8)

reply-requested Ｈ BOOLEAN

recipient-extensions Ｘ RecipientExtensionsField (IPMSExtensions(37)の集合)

 (8) NotificationRequests(BIT STRING)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

rn Ｘ ビット０

nrn Ｘ ビット１

ipm-return Ｘ ビット２

 (9) ORDescriptor(SET)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

formal-name R(注) ORName

free-form-name Ｈ FreeFormName(TeletexString) 最大128

ｵｸﾃｯﾄ

telephone-number Ｇ TelephoneNumber(PrintableString) 最大

32ｵｸﾃｯﾄ

　（注）88 年版の場合以下の時、Formal Name は省略できない。

　　　　①　Free form Name を省略する場合

　　　　②　Reply recipient が現れる場合

　　　　③　Notification Requests 又は Reply Request を行った場合
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 (10) BodyPart(CHOICE)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

ia5-text － IA5TextBodyPart(11)

voice － VoiceBodyPart(13)

g3-facsimile － G3FacsimileBodyPart(14)

g4-class1 － G4Class1BodyPart(16)

teletex － TeletexBodyPart(18)

videotex － VideotexBodyPart(20)

encrypted － EncryptedBodyPart(23)

message － MessageBodyPart(24)

mixed-mode － MixedModeBodyPart(17)

bilaterally-defined － BilaterallyDefinedBodyPart(OCTET STRING)

nationally-defined － NationallyDefinedBodyPart(ANY)

externally-defined ExternallyDefinedBodyPart(26)

ia5-text-body-part －

voice-body-part －

g3-facsimile-body- part －

g4-class1-body-part －

teletex-body-part －

videotex-body-part －

encrypted-body-part －

message-body-part

mixed-modo-body-part －

bilaterally-defined- body-part －

nationally-defined- body-part －

general-text-body- part －

line-text-body-part －
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 (11) IA5TextBodyPart(SEQUENCE)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

parameters Ｍ IA5TextParameters(12)

data Ｍ IA5TextData(IA5String)

 (12) IA5TextPrameters(SET)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

repertoire Ｘ Repertoire(34)

 (13) VoiceBodyPart(SEQUENCE)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

parameters Ｍ VoiceParameters(SET;for further study)

data Ｍ VoiceData(BIT STRING;for further study)

 (14) G3FacsimileBodyPart(SEQUENCE)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

parameters Ｍ G3FacsimileParameters(15)

data Ｍ G3FacsimileData(BIT STRING の順序列)

 (15) G3FacsimileParameters(SET)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

number-of-pages Ｘ INTEGER

non-basic-parameters Ｘ G3FacsimileNonBasicParameters

 (16) G4Class1BodyPart(SEQUENCE OF)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

Interchange-Data -Element Ｍ cf.DTAM(注)

　（注）ＪＴ－Ｔ４３１、ＪＴ－Ｔ４３２、ＪＴ－Ｔ４３３を参照のこと。
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 (17) MixedModeBodyPart(SEQUENCE OF)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

Interchange-Data -Element Ｍ cf.DTAM(注)

　（注）ＪＴ－Ｔ４３１、ＪＴ－Ｔ４３２、ＪＴ－Ｔ４３３を参照のこと。

 (18) TeletexBodyPart(SEQUENCE)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

parameters Ｍ TeletexParameters(19)

data Ｍ TeletexData(TeletexString の順序列)

 (19) TeletexParameters(SET)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

number-of-pages Ｘ INTEGER

telex-compatible Ｘ BOOLEAN

non-basic-parameters Ｘ TeletexNonBasicParameters

 (20) VideotexBodyPart(SEQUENCE)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

parameters Ｍ VideotexParameters(21)

data Ｍ VideotexData(VideotexString)

 (21) VideotexParameters(SET)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

syntax Ｘ VideotexSyntax(22)
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 (22) VideotexSyntax(INTEGER)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

ids Ｇ ０

data-syntax1 Ｇ １

data-syntax2 Ｇ ２

data-syntax3 Ｇ ３

 (23) EncryptedBodyPart(SEQUENCE)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

parameters Ｍ EncryptedParameters(SET;for further study)

data Ｍ EncryptedData(BIT STRING;for further study)

 (24) MessageBodyPart(SEQUENCE)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

parameters Ｍ MessageParameters(25)

data Ｍ MessageData(IPM)(2)

 (25) MessageParameters(SET)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

delivery-time R(注) MessageDeliveryTime

delivery-envelope Ｒ OtherMessageDeliveryFields

　（注）８８年版では省略しないことが望ましい。

 (26) ExternallyDefinedBodyPart(SEQUENCE)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

parameters Ｍ ExternallyDefinedParameters(EXTERNAL)

data Ｍ ExternallyDefinedData(EXTERNAL)
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 (27) IPN(SET)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

commonfields COMPONENTS OF CommonFields(28)

choice   Ｍ CHOICE

non-receipt- fields   Ｇ NonRceiptFields(29)

receipt-fields   Ｇ Rceipt Fields (32)

other-notification -type-fields   Ｘ OtherNotificationTypeFields

              (IPMSExtension の集合)(37)

 (28) CommonFields(SET)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

subject-ipm Ｍ subjectIPMField(IPMIdentifier)(6)

ipn-originator Ｇ IPNOriginatorField(ORDescriptor)(9)

ipm-preferred- recipient Ｈ IPMPreferredRecipientField (ORDescriptor)(9)

conversion-eits Ｇ ConversionEITsField

   (EncodedInformationTypes) (P1 参照）

notification-extension Ｘ NotificationExtensionField

              (IPMSExtension の集合)(37)

 (29) NonReceiptFields(SET)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

non-receipt-reason Ｍ NonReceiptReasonField(30)

discard-reason Ｈ DiscardReasonField(31)

auto-forward-comment Ｘ AutoForwardCommentField(PrintableString) 最大256

ｵｸﾃｯﾄ

returned-ipm Ｘ ReturnedIPMField(IPM)(2)

nrn-extensions Ｘ NRNExtensionsField (IPMSExtension の集合)(37)

 (30) NonReceiptReasonField(ENUMERATED)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

ipm-discarded Ｇ ０

ipm-auto-forwarded Ｇ １
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 (31) DiscardReasonField(ENUMERATED)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

ipm-expired Ｇ ０

ipm-obsoleted Ｇ １

user-subscription- terminated Ｇ ２

 (32) ReceiptFields(SET)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

receipt-time Ｍ ReceiptTimeField(UTCTime)

acknowledgement-mode Ｇ AcknowledgementModeField(33)

suppl-receipt-info Ｘ SupplReceiptInfoField

(SupplementaryInformation) (P1 参照）

rn-extensions Ｘ RNExtensionsField (IPMSExtension の集合)(37)

 (33) AcknowledgementModeField(ENUMERATED)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

manual Ｇ ０

automatic Ｇ １

 (34) Repertoire(ENUMERATED)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

ita2 Ｇ ２

ia5 Ｇ ５

 (35) incomplete-copy

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

imcompleteCopy Ｍ NULL

 (36) languages(SET OF) 　　

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

Language Ｍ PrintableString 2 ｵｸﾃｯﾄ

 (37) IPMSExtension(SEQUENCE)

    プロトコル要素 クラス           内                容 長さ

type Ｇ OBJECT IDENTIFIER

value Ｇ ANY （type で決定される）
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5.　ＯＲ名の記述方法

5.1　ＯＲ名の構成形式

　 (1) 　各ＭＤが使用する形式

　　　ＰＲＭＤ：Mnemonic O/R Address を推奨

　　　ＡＤＭＤ：Mnemonic O/R Address 及び Numeric O/R Address を推奨

　 (2) 　各ＭＤが中継する形式

　　　全ての形式の中継を可能とする。（ＭＤ名まで識別できれば中継は可能）

　 (3) 　ＭＤ間通信において生成可能な形式

　　　全ての形式が生成可能なことが望ましい。

　 (4) 　Ｇ３ファクシミリ／テレックス端末宛配送時に各ＭＤが使用する形式

　　　　Terminal O/R Address①を使用する。

　　　　詳細は、８. １項を参照のこと。

６．高信頼転送サーバ（ＲＴＳ）の利用方法

　高信頼転送サーバ（ＲＴＳ）は、Ｘ．４１０（１９８４年版）モードとノーマルモード（１９８８年版）

とを提供する。

　　 (a) 　Ｘ．４１０（１９８４年版）モード：ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．４１０（１９８４年版）に基づいた

システムにおいて、サービスを提供するモード。このモードではサービスの利用に制限がある。

　　 (b) 　ノーマルモード：ＲＴＳＥサービスの全てが利用できる。

　この２つのモードの切りわけは、プレゼンテーションレイヤの

“ＭｏｄｅＳｅｌｅｃｔｏｒ（ＩＮＴＥＧＥＲ）”によって行う。この値は、

　　　　０：Ｘ．４１０（１９８４年版）モード

　　　　１：ノーマルモード

であり、本パラメータは必須である。

　上記２つのモードのサポート条件は、ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．４１９に準拠し、

　　　　ノーマルモード　　　　　　　　　　：必須

　　　　Ｘ．４１０（１９８４年版）モード　：オプション

とする。

（追記）　ＣＣＩＴＴ勧告（１９８８年版）Ｘ．４１９では上記のとおり勧告されているが、Ｘ．４１９　Ａ

ＮＮＥＸ　Ｄに示されるように、同年版に対応するＩＳＯ標準　１００２１－６では、Ｘ．４１０

　　（１９８４年版）モードがオプション、ノーマルモードが必須と規定されている。

　　　ＪＴ－Ｘ４１１（８８）では９５年度改版まで、

　　　　Ｘ．４１０（１９８４年版）モード　：必須

　　　　ノーマルモード　　　　　　　　　　：オプション

　　としてきたが、９５年度改版にあたって国際標準にならうこととなった。

　　　　　

6.1 Ｘ．４１０モードＲＴＳの利用方法

　Ｘ．４１０モードＲＴＳの利用については、ＪＴ－Ｘ４１１（８４）の６章“高信頼転送サーバ（ＲＴ

Ｓ）の利用方法”と同一とする。

6.1.1 セッションサービスの利用方法

　Ｘ．４１０モードＲＴＳにおけるセッションサービスの利用については、ＪＴ－Ｘ４１０（８４）の７

章“セッションサービスの利用方法”と同一とする。
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6.1.2 トランスポートサービスの利用方法

　Ｘ．４１０モードＲＴＳにおけるトランスポートサービスの利用については、ＪＴ－Ｘ４１１（８４）

の８章“トランスポートサービスの利用方法”と同一とする。

6.2 ノーマルモードＲＴＳの利用方法

6.2.1 ＲＴＳの利用方法

　ノーマルモードＲＴＳの利用については以下のとおりとする。

　 (1) 　アソシエーションはモノローグとする。

　 (2) 　同時に設定できるアソシエーション数は制限しない。もし、システム能力を越えた場合、新しい

アソシエーションの設定、及び受付は行わないこと。

　 (3) 　アソシエーションはメッセージを送信する側のＭＴＡが設定する。

　 (4) 　アソシエーションは不要となれば解放される。

　 (5) 　ＲＴＳＥサービスプリミティブのパラメータ指定

　　 (a) 　会話モード　　　　　　　　　　　　　　　：片方向（モノローグ）

　　 (b) 　初期送信権　　　　　　　　　　　　　　　：起動側（アソシエーション設定側）

　　 (c) 　アプリケーションプロトコル（注１）　　　：使用せず

　　 (d) 　アソシエーションレイヤ制御パラメータ（注２）

　　 (e) 　プレゼンテーションレイヤ制御パラメータ（注２）

　　 （注１）Ｘ．４１０（１９８４）モードのみ使用する。

　　 （注２）ノーマルモードのときのみ使用する。

6.2.2 ＡＣＳＥサービスの利用方法

　ＲＴＳＥサービスは、A-ASSOCIATE 、A-RELEASE 、A-ABORT 、A-P-ABORT の各サービスへのアク

セスを必要とする。アプリケーションコンテキストにＲＴＳＥを含む場合、他のどの様なＡＳＥや利用者

要素は上記のＡＣＳＥサービスを使用できない。

・使用するＡＣＳＥサービスとＲＴＳＥサービスのマッピング

　本標準においてＲＴＳＥノーマルモードを使用する際、ＲＴＳ提供者（ＲＴＰＭ）がどのようにＡＣＳ

Ｅサービスを利用するか、および、ＲＴＳＥサービスとのマッピングは以下のとおりである。

　　　　ＲＴＳＥサービス　　　　 　　ＡＰＤＵ　　　　　ＡＣＳＥサービス

　　　

　　　　RT-OPEN req RTORQ A-ASSOCIATE req/ind

　　　　RT-OPEN cnf RTOAC,RTORJ A-ASSOCIATE cnf/rsp

　　　　RT-CLOSE req 　　－ A-RELEASE 　req/ind

　　　　RT-CLOSE cnf 　　－ A-RELEASE 　cnf/rsp

　　　　ｱｿｼｴｰｼｮﾝ異常中断 RTAB A-ABORT 　　req/ind

　　　　ｱｿｼｴｰｼｮﾝ提供者異常中断 　　－ A-P-ABORT 　ind 　　

　　　　RT-P-ABORT ind RTAB A-ABORT 　　req/ind

　　　　RT-U-ABORT ind RTAB A-ABORT 　　req/ind
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6.2.3 　プレゼンテーションサービスの利用方法

　ＲＴＳＥサービスは、Ｐ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＳＴＡＲＴ、Ｐ－ＤＡＴＡ、Ｐ－ＭＩＮＯＲ－ＳＹＮＣ

ＨＲＯＮＩＺＥ、Ｐ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＥＮＤ、Ｐ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＩＮＴＥＲＲＵＰＴ、Ｐ－Ａ

ＣＴＩＶＩＴＹ－ＤＩＳＣＡＲＤ、Ｐ－Ｕ－ＥＸＣＥＰＴＩＯＮ－ＲＥＰＯＲＴ、Ｐ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ

－ＲＥＳＵＭＥ、Ｐ－Ｐ－ＥＸＣＥＰＴＩＯＮ－ＲＥＰＯＲＴ、Ｐ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ、Ｐ－Ｃ

ＯＮＴＲＯＬ－ＧＩＶＥの各サービスへのアクセスを必要とする。本標準では、ＡＣＳＥサービスがＰ－

ＣＯＮＮＥＣＴ、Ｐ－ＲＥＬＥＡＳＥ、Ｐ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ、Ｐ－Ｐ－ＡＢＯＲＴの各サービスにアクセ

スする必要があることを認識している。アプリケーションコンテキストにＲＴＳＥを含めば、他のどの様

なＡＳＥや利用者要素からも上記のサービスや他のどの様なプレゼンテーション・サービスを使用できな

い。

　 (1) 　使用するプレゼンテーションサービスとＲＴＳＥサービスのマッピング

　　　　本標準においてＲＴＳＥノーマルモードを使用する際、ＲＴＰＭがどのようにプレゼンテーショ

ンサービスを利用するかおよびＲＴＳＥサービスとのマッピングは以下のとおりである。

　　　　ＲＴＳＥサービス ＡＰＤＵ プレゼンテーションサービス

　　　

　　　　RT-TRANSFER req 　　－ P-ACTIVITY-START req/ind

　 RTTR P-DATA req/ind

　 　　－ P-MINOR-SYNCHRONIZE req/ind

　　　　RT-TRANSFER ind/cnf 　　－ P-ACTIVITY-END req/ind/res/cnf

　　　　ユーザ例外報告 　　－ P-U-EXCEPTION-REPORT req/ind

　　　　プロバイダ例外報告 　　－ P-P-EXCEPTION-REPORT ind

　　　　転送割り込み 　　－ P-ACTIVITY-INTERRUPT req/ind/res/cnf

　　　　転送廃棄 　　－ P-ACTIVITY-DISCARD req/ind/res/cnf

　　　　転送再開 　　－ P-ACTIVITY-RESUME req/ind

　　　　本標準のＲＴＳＥでは、ダイアログモードとしてモノローグのみを実装しているため、Ｐ－ＴＯ

ＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ、Ｐ－ＴＯＫＥＮ－ＧＩＶＥサービスは使用しない。

　 (2) 　Ｐ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＳＴＡＲＴｒｅｑ／ｉｎｄパラメータ

　　 (a) 　アクティビティ識別子

　　　　　アクティビティ識別子は順序番号によってアクティビティを識別するためのものである。セッ

ションコネクション上でまず最初に開始したアクティビティを番号１から始まる。それ以降の転

送のためのアクティビティには順次に番号が割り当てられる。

　　　　　本標準ではダイアログモードはモノローグであるのでセッションコネクション上の転送の方向

は一方向のみ（要求者側より応答者側へ）である。

　　　　　アクティビティ識別子のデータエレメントタイプは“INTEGER ”で ASN.1 の符号化規則に従

ってエンコードされる。受信側ＲＴＰＭはこの番号順と符号化について前提を置く必要はなく、

オクテット単位でアクティビティ識別子を比較する。

　　　　　ただし他の規約に従うＭＤと接続するときには注意が必要である。

　　 (b) 　ユーザデータ

　　　　　このパラメータは使用しない。

　 (3) 　Ｐ－ＤＡＴＡｒｅｑ／ｉｎｄのパラメータ

　　 (a) 　ユーザデータ

　　　　　ユーザデータの最大長（ＲＴＴＲ　ＡＰＤＵのオクテット数）はアソシエーションの確立時に
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折衝される。送信側ＲＴＰＭはこの折衝結果に従って送信する。

　 (4) 　Ｐ－ＭＩＮＯＲ－ＳＹＮＣＨＲＯＮＩＺＥｒｅｑ／ｉｎｄ／ｒｅｓ／ｃｎｆのパラメータ

　　 (a) 　タイプ

　　　　　ＲＴＰＭは“明示的確認”を使用する。

　　 (b) 　同期点シリアル番号

　　　　　要求／指示プリミティブではセッションコネクション確立時に割り当てられた番号から使用す

る。応答／認識プリミティブでは受信側ＲＴＰＭが確立した同値を指定する。後者は通し番号順

で、かつ飛ばす事は無い。

　　 (c) 　ユーザデータ

　　　　　このパラメータは使用しない。

　 (5) 　Ｐ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＥＮＤｒｅｑ／ｉｎｄ／ｒｅｓ／ｃｎｆのパラメータ

　　 (a) 　同期点シリアル番号

　　　　　大同期点となるべき値を設定する。

　　 (b) 　ユーザデータ

　　　　　このパラメータは使用しない。

　 (6) 　Ｐ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＩＮＴＥＲＲＵＰＴｒｅｑ／ｉｎｄ／ｒｅｓ／ｃｎｆのパラメータ

　　　理由

　　　　このパラメータとして以下のうち一つを指定する。

　　　　a)ローカルＳＳ－ユーザエラー

　　　　b)未定義エラー

　 (7) 　Ｐ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＤＩＳＣＡＲＤｒｅｑ／ｉｎｄ／ｒｅｓ／ｃｎｆのパラメータ理由

　　　　このパラメータとして以下のうち一つを指定する。

　　　　a)ローカルＳＳ－ユーザエラー

　　　　b)回復不能エラー

　　　　c)未定義エラー

　 (8) 　Ｐ－Ｕ－ＥＸＣＥＰＴＩＯＮ－ＲＥＰＯＲＴｒｅｑ／ｉｎｄのパラメータ

　　 (a) 　理由

　　　　　このパラメータとして以下のうち一つを指定する。

　　　　　a)受信能力不可

　　　　　b)ローカルＳＳ－ユーザエラー

　　　　　c)シーケンスエラー

　　　　　d)回復不能エラー

　　　　　e)未定義エラー

　　 (b) 　ユーザデータ

　　　　　このパラメータは使用しない。

　 (9) 　Ｐ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＲＥＳＵＭＥｒｅｑ／ｉｎｄのパラメータ

　　 (a) 　アクティビティ識別子

　　　　　送信側ＲＴＰＭは現在のセッションコネクション上の次のアクティビティ識別子を指定しなけ

ればならない。

　　 (b) 　旧アクティビティ識別子

　　　　　P-ACTIVITY-START 要求指定した元のアクティビティ識別子を指定する。

　　 (c) 　同期点シリアル番号

　　　　　送信側ＲＴＰＭが確認した最後の同期点順序番号を指定する。もし確認された同期点順序番号
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が無い場合には、アクティビティは継続できない。このような場合、送信側ＲＴＰＭは“０”の

同期点順序番号で P-ACTIVITY-RESUME 要求を出し、続いて P-ACTIVITY-DISCARD 要求でアク

ティビティを廃棄する。

　　 (d) 　旧セッションコネクション識別子

　　　　　送信側ＲＴＰＭは再開しようとしているアクティビティが開始かれたセッションコネクション

の識別子を指定しなければならない。コネクション識別子は発呼ＳＳ利用者参照、共通参照及び

オプションとして追加参照情報を用いて指定する。

　　 (e) 　ユーザデータ

　　　　　このパラメータは使用しない。

　 (10) Ｐ－Ｐ－ＥＸＣＥＰＴＩＯＮ－ＲＥＰＯＲＴｉｎｄのパラメータ

　　　理由

　　　　このパラメータとして以下のうち一つを指定する。

　　　　a)プロトコルエラー

　　　　b)未定義エラー

6.2.4 セッションサービスの利用方法

　使用する機能単位は以下のとおりである。

　　カーネル

　　半二重

　　例外報告

　　小同期点

　　アクティビティ管理

6.2.5 トランスポートサービスの利用方法

　ＲＴＳノーマルモードにおけるトランスポートサービスの利用については、ＪＴ－Ｘ４１１（８４）の

８章“トランスポートサービスの利用方法”と同一とする。

７．Downgrading

　本標準では、次の２点についての Downgrading を定める。

　 (1) 　１９８８年版ＭＴＡ間の Criticality Mechanism による Downgrading

　 (2) 　１９８８年版ＭＴＡから１９８４年版ＭＴＡへの転送時の Downgrading

7.1　Criticality Mechanism

　１９８８年版ＭＴＡ間で転送される各々の Message Transfer Envelope,Probe TransferEnvelope 及び Report

Transfer Envelope の中に、Critical と指定されているものがあれば、それらの Envelope を受け取ったＭＴＡ

は、指定された機能を無視 (ignore)あるいは廃棄 (discard) してはならない。

7.2　１９８８年版ＭＴＡと１９８４年版ＭＴＡ間の Downgrading

　本標準の範囲内では各ＭＴＡは、隣接するＭＴＡが１９８８年版ＭＴＡか１９８４年版ＭＴＡかの知識

をもっているものとする。この知識の持ち方は本標準では定めない。

　Ｘ．４１０（１９８４年版）モードＲＴＳをサポートしていない１９８４年版ＭＴＡは１９８４年版Ｍ

ＴＡとは直接相互接続することはできない。よって、１９８８年版ＭＴＡはＸ．４１０（１９８４年版）

モードＲＴＳを用いるか、あるいは、１９８８年版Ｐ１プロトコルと１９８４年版Ｐ１プロトコルを変換
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することができるＭＴＳを中断することによって、１９８４年版ＭＴＡの相互接続することができる。

　このとき、１９８８年版ＭＴＡが隣接する１９８４年版ＭＴＡに対して Transfer Envelope を渡す時、こ

の Transfer Envelope を、１９８４年版ＭＴＡが処理できる形にしてから１９８４年版ＭＴＡに渡すのは、

１９８８年版ＭＴＡの責任である。

7.2.1　extension field

　Transfer Envelope の中の extension field は、そのままでは１９８４年版ＭＴＡには渡せないので、次の規

則に従って処理を行う。

　 (1) 　extention field の中で、Critical for Transfer あるいは Critical for Delivery と指定されたものがあれば、

その Envelope は１９８４年版ＭＴＡには転送できない。

　 (2) 　Criticality の指定されていない extension field は、廃棄されてから１９８４年版ＭＴＡに渡される。

7.2.2　Encoded-information-types

　 (1) 　基本的な encoded-information-types は、基本タイプの対応するビットにマッピングされる。

　 (2) 　オブジェクト識別子により示された external-encoded-information-types のうち、基本タイプに対応す

るものは、そのビットにマッピングされる。そうでないものは、基本タイプの未定義ビットにマッ

ピングされる。いずれの場合も、そのオブジェクト識別子は削除される。

８. ＭＨＳの利用に関する規定

8.1 　Ｇ３ファクシミリ／テレックス端末へのメッセージ配送

8.1.1 　オリジナル符号化情報タイプ

　Ｇ３ファクシミリ／テレックス端末配送要求時に許容される Transfer Envelope のオリジナル符号化情報

タイプの値は下記のとおりとする。下記の値以外が設定された場合については、本ＴＴＣ標準の範囲外と

する。

　　　ＩＡ５テキスト、テレテックス、テレックス、Ｇ３ファクシミリ

　　　externally-defined-body-part を運ぶときは、それを示すオブジェクト識別子が external-encoded-

information-types で指定されることがある。

8.1.2 　Ｇ３ファクシミリ／テレックス端末番号指定のためのＯＲ名形式

　 (1) 　Terminal O/R Address ①を使用する。ＯＲ名の各プロトコル要素のクラスは、表４－２／ＪＴ－Ｘ

４１１（８８）に従う。端末番号は、network-address 要素に指定する。

　 (2) 　network-address 要素への端末番号の指定方法は、ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ.1２１に準拠し、次のとおりと

する。

　　　　Ｇ３ファクシミリ端末→エスケープコード「９」とＥ.1６３で指定

　　　　テレックス端末→エスケープコード「８」とＦ.6９で指定

8.1.3 　サービス識別

　 (1) 　サービス識別のために terminal-type 要素を使用する。terminal-type 要素は、表４－２／ＪＴ－Ｘ

４１１（８８） (58)TerminalType(INTEGER)に準拠する。

　 (2) 　 (1)の terminal-type 要素が存在しない場合は、次のデフォルト解釈に従う。

　　　network-address 要素にエスケープコード「９」で始まる番号が指定されていれば、電話網収容Ｇ３

ファクシミリ端末宛配送要求であり、エスケープコード「８」で始まる番号が設定されていば、テ

レックス網収容テレックス端末宛配送要求と解釈する。
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8.1.4 　アンサバック

　 (1) 　terminal-identifier 要素をアンサバック指定のために使用可能とする。

　 (2) 　Ｇ３ファクシミリ／テレックス端末配送時のアンサバックのチェック方法は、本ＴＴＣ標準の範

囲外である。

９. 日本語の取扱い

本標準における日本語のメッセージの転送について規定する。

　 (1) 　日本語の規定要素

　　　　ボディ部としては、externally-defined-body-part を使用する。

　　　　また、符号化情報タイプとしては、external-encoded-information-types で上記ボディ部を示すオブジ

ェクト識別子を指定する。

　　　　使用する文字コードは、付録４で規定された文字コードを原則とする。

　　　　従って、シフトＪＩＳ等の非標準コードを使用する場合には、相互の合意が必要である。

　 (2) 　主題における日本語

　　　　ＪＴ－Ｘ４１１（８４）と同じくＴ.6１を用いることとする。

　 (3) 　ＪＴ－Ｘ４１１（８４）とＪＴ－Ｘ４１１（８８）との相互接続性

　　　　本標準において、externally-defined-body-part を用いて日本語メッセージを転送する場合、ＪＴ－Ｘ

４１１（８４）との相互接続性は保証されない。

　　　　ただし、ＪＴ－Ｘ４１１（８４）にて encoded-information-types に指定されたＰＣ情報種別は、Ｊ

Ｔ－Ｘ４１１（８８）では基本タイプの undefined にマッピングすることとする。また、ＪＴ－Ｘ４

１１（８８）の externally-defined-body-part からＰＣ情報種別へのマッピングは行わないこととする。

　 (4) 　ＰＣ情報種別の取扱い

　　　ＰＣ情報種別については、ＪＴ－Ｘ４１１（８８）では規定しない。

　　　従って、ＰＣ情報種別を使用する場合には、相互の合意が必要である。

（注）これを使用する場合のガイドラインについては、付録３を参照のこと。

10. 同報の制限数

本標準では、同報の制限数として２５６を最低保証値とし、それ以上の実装は自由とする。国際接続を

考慮すると、受信側システムの処理できる同報数以上の同報数が指定される可能性があるので、その際は

配信不能報告（この時、診断コード= ‘too-many-recipients’ と指定してもよい）を発行する。
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付録１　サービス要素の概要（ＣＣＩＴＴ　Ｘ．４００　ＡＮＮＥＸ．Ｂ）

         （ＪＴ－Ｘ４１１に対する）

 注　－　タイトルの行で使用している略語は以下の意味を示す。

ＭＴ メッセージ転送

ＩＰＭ 個人間メッセージ

ＰＤ 物理配送

ＭＳ メッセージ格納

ＰＲ 受信単位ごとに利用可能

１．Access managcment ＭＴ

　このサービス要素により、ＵＡとＭＴＡは１つの他のＵＡ、ＭＴＡへのアクセスを確立でき、また、

アクセス確立による情報を管理できる。

　このサービス要素によりＵＡとＭＴＡが互いに相手を認識し、その正当性を確認することができる。

これはＵＡに対し、そのＯ／Ｒアドレスを通知し、アクセスセキュリティを維持する機能を提供する。

アクセスセキュリティがパスワードを通すことによって実現される場合、それらのパスワードは定期

的に変更することができる。

 注　－　より安全なアクセス管理の方法は Secure access management のサービス要素によって提供される。

２．Additional physical rendition ＰＤ ＰＲ

　このサービス要素により、発信ユーザはＰＤＡＵに Additional rendition facilities（例えば、紙の種類、

カラー印刷等）を提供するよう要求することができる。このサービス要素の利用については、双方の

合意が必要である。

３．Alternate recipient allowed ＭＴ

　このサービス要素により、発信ＵＡはメッセージを以下の代行受信者に配送してもよいことを指示

する。

　宛先ＭＤは、受信ＵＡを決定するためにユーザ属性の全てを判断する。その結果、以下の３つのケ

ースに対して処理を行う。

　1)　全ての属性が加入者ＵＡの属性に正確に一致する配信はそのＵＡに対して行う。

　2)　十分な属性が与えられていないか、１つ以上の加入者ＵＡの属性と一致する。このメッセージ

　　　は送信しない。

　3)　少なくとも宛先ＭＤに要求されている属性の最小セットが指定されている。それにもかかわら

　　　ず、その他の属性すべてを考慮に入れると、これらの属性と一致するＵＡが存在しない。

　3)のケースにおいて、Alternate recipient assignment サービス要素をサポートするＭＤは、上記メッセ

ージを受信するように割り当てられているＵＡにメッセージを配信することができる。このＵＡは発

信者によって指定されている目的受信者のＯ／Ｒアドレスを通知される。このＵＡへの配信されたこ

とは、もし発信者によって要求されていれば配信通知によって報告される。

４．Alternate recipient assignment ＭＴ

　このサービス要求により、ＵＡはユーザの名前と指定された受信者の属性とが正確に一致しないと

きに該当するメッセージを配信される機能を与えられることができる。そのようなＵＡは正確に一致
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する１つかそれ以上の属性と任意の値を取り得る１つ以上の属性によって指定される。例えば、国名・

主管庁管理領域名と組織名（例、会社名）は正確に一致するが、受信者の個人名がその組織のＭＨＳ

によって認識されている個人と一致しない全てのメッセージを受信することができるＵＡを組織は作

ることができる。このサービスはそれぞれの個人にメッセージを手作業で処理する組織で可能である。

　代行受信者にメッセージを割当て直す為には、発信者は Alternate recipient  allowed サービス要素を

要求しなければならない。

５．Authorizing users indication ＩＰＭ

　このサービス要素により発信者は、メッセージを送信することを認めた一人またはそれ以上の個人

の名前を受信者に表示することができる。例えば、個人が秘書などのように他人にかかわることを続

けて伝える特別なアクション行動を承認することができる。

　前者は受信するこを承認する人であり、後者はメッセージを受信する人（発信者）である。このサ

ービスは署名レベルの承認を意味するものではない。

６．Auto-forwarded indication ＩＰＭ

　このサービス要素により、受信者は受信ＩＰメッセージのボディに自動回送されたＩＰメッセージ

が含まれていることを知ることができる。

　これにより受信者は（31.で述べるように）、受信ＩＰメッセージのボディのどこに回送メッセージ

を含むか判別できる。自動回送ＩＰメッセージには、回送されるＩＰメッセージと共に最初の配信に

関する情報（例えば時刻、変換の表示）が付随しても良い。

　注　－　ＩＰメッセージの自動回送表示によって、受信ＩＰＭ－ＵＡはさらに自動回送することを避け、

ループの可能性を無くするよう選択することができる。また、受信ＩＰＭ－ＵＡは他の要素（た

とえば Sensitivity Classification）によっても自動回送をすべきかどうか選択することができる。

　　　ＩＰＭ－ＵＡがＩＰメッセージを自動回送する場合、ＩＰＭ－ＵＡはそのＩＰメッセージが自動回

送されている旨を表示しなければならない。もし自動回送されたＩＰメッセージに Receipt/Non-receipt

Notification が要求されている場合は、ＩＰＭ－ＵＡはＩＰメッセージの自動回送を発信者に知らせる

Non-receipt Notification を生成しなければならない。

７．Basic physical rendition ＰＤ ＰＲ

　このサービス要素により、ＰＤＡＵはＭＨＳメッセージを物理メッセージに変換するための基本表

現ファシリティを提供することができる。これはＰＤＡＵにより行なわれる既定動作である。

８．Blind copy recipient indication ＩＰＭ ＰＲ

　このサービス要素により、発信者は送信ＩＰメッセージの付加的な受信者である１つ以上のユーザ

またはＤＬ（配布先表）のＯ／Ｒ名を提供することができる。これらの名前は正、写し受信者のいず

れにも公開されない。付加的名受信者同士が互いに名前を知り合うかどうかはローカルマターである。

９．Body part encryption indication ＩＰＭ

　このサービス要素により、送信ＩＰメッセージの特定のボディが暗号化されていることを発信者が

受信者に示すことができる。暗号化はボディ部の不正な盗聴、変更を防止するために使用することが

できる。このサービス要素は、受信者がＩＰメッセージのボディ部を復合化するべきか判断するため
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に使用できる。しかし、このサービス要素それ自身が暗号化、復合化を行なうわけではない。

10．Content confidentiality ＭＴ

　このサービス要素により、メッセージの発信者は目的とする受信者以外の受信者にメッセージの内

容が漏れないよう保護することができる。Content Confidentialityはメッセージ単位のサービス要素であ

り、対称または非対称の暗号化技術を使用することができる。

11．Content integrity ＭＴ ＰＲ

　このサービス要素により、メッセージの内容が変更されていないことを受信者が確認することがで

きる手段を、メッセージの発信者が受信者に提供することができる。

　Content Integrityは受信者単位のサービス要素であり、対称または非対称の暗号化技術を使用するこ

とができる。

12．Content type indication ＭＴ

　このサービス要素により、発信ＵＡは各発信メッセージのコンテントタイプを表示することができ

る。受信ＵＡは１つ以上のコンテントタイプを受信することができる。コンテントタイプの例として、

共同ＵＡのＩＰＭクラスで生成されるコンテントがある。

13．Conversion prohibition ＭＴ

　このサービス要素により、発信ＵＡは特定の発信メッセージについて符号化情報タイプの暗黙変換

が行なわれるべきでないことをＭＴＳに指示することができる。

14．Conversion prohibition in case of loss information ＭＴ

　このサービス要素により、発信ＵＡは、符号化情報タイプの変換が情報の損失を伴う場合には、特

定の発信メッセージに対して変換を行なわないようにＭＴＳに指示できる。情報の損失についての詳

細はＣＣＩＴＴ　Ｘ．４０８で規定されている。

　このサービスと Conversion prohibition サービス要素の両方が選択された場合、後者が適用される。

　注　－ このサービス要素は、ＭＴＡが能力を関知しない入出力装置を受信者が使用する場合に発生す

る情報の損失を防止するものではない。

15．Conversion indication ＭＴ ＰＲ

　このサービス要素により、ＭＴＳが配信されたメッセージの符号化情報タイプを変換したことを受

信ＵＡに表示することができる。受信ＵＡには変換後のタイプが通知される。

16．Counter collection ＰＤ ＰＲ

　このサービス要素により、発信者が指定した郵便局、または受信者の住所の最も近い局留めサービ

スを扱っている郵便局で、物理メッセージを局留め扱いで保管しておくことを発信者がＰＤＳに指示

することができる。

17．Counter collection with advice ＰＤ ＰＲ

　発信者が指定した郵便局、または受信者の住所の最も近い局留めサービスを扱っている郵便局で、

物理メッセージを局留め扱いで保管しておくとともに、発信者が指定した番号の電話、テレックス、
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テレテックスにより受信者に通知することを発信者がＰＤＳに指示する。

18．Cross-referencing indication ＩＰＭ

　このサービス要素により、発信者が１つ以上のＩＰメッセージの識別子を送信されるＩＰメッセー

ジと関係づけることができる。これにより、例えば受信ＩＰＭ－ＵＡは参照されるＩＰメッセージの

コピーを記憶装置から取り出すことができる。

19．Deferred delivery ＭＴ

　このサービス要素により、発信ＵＡは、発信されたメッセージを指定日時まで配信しないようにＭ

ＴＳに指定できる。メッセージの配信は指定日時に達した後できる限り速やかに行なわれる。配信日

時の指定方法は発信者の属する管理領域によって決定されるものである。

　注　－　メッセージの蓄積は、発信した国で行なわれるべきである。

20．Deferred delivery cancellation ＭＴ

　発信ＵＡは、以前に発信した遅延配信メッセージを取り消すようにＭＴＳに指示できる。取消は必

ずしも成功するとは限らない。失敗する原因には、遅延配信時刻が過ぎている場合やメッセージがす

でにＭＴＳ内で転送されてしまっている場合がある。

21．Delivery notification ＭＴ ＰＲ

　発信ＵＡは、発信メッセージが正常に受信ＵＡあるいはアクセスユニットに配信されたときに、明

示的な通知を返すように要求できる。この通知は、メッセージ識別子により発信メッセージと対応付

けられ、配信日時を含んでいる。同報メッセージの場合、発信ＵＡはこのサービス要素を受信者毎に

要求できる。

　メッセージがＤＬの展開後に配信された場合、ＤＬの考えに従い、通知はＤＬの所有者、メッセー

ジの発信者、あるいは両方のいずれかに対して送信される。

　Delivery notification は、ＵＡあるいはユーザがメッセージの内容を確認したことを意味するものでは

ない。

22．Delivery time stamp indication ＭＴ ＰＲ

　このサービス要素により、ＭＴＳがメッセージを配送した日付と時刻を受信ＵＡに表示するもので

ある。物理的配達の場合は、ＰＤＡＵが物理メッセージの印刷、配達業務を引き継いだ時点の日付と

時刻になる。

23．Delivery via bureufax service ＰＤ ＰＲ

　このサービス要素により、発信者はＰＤＡＵと関連するＰＤＳが転送及び配信にビューロファック

スサービスを使用するよう指定できる。

24．Designation of recipient by directory name ＭＴ ＰＲ

　このサービス要素により発信ＵＡは個々の受信者Ｏ／Ｒアドレスの代わりにディレクトリ名を使用

できる。

25．Disclosure of other recipients ＭＴ
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　このサーピス要素により、同報メッセージを発信する場合、ＭＴＳに指示し、それぞれの受信ＵＡ

に他受信者のＯ／Ｒ名を公開することができる。公開されるＯ／Ｒ名は発信ＵＡより提供される。Ｄ

Ｌの展開が行なわれた場合には、個々のメンバの名前ではなく発信者の指定したＤＬ名のみが公開さ

れる。

26．ＤＬ　expansion history indication ＭＴ

　このサービス要素により、配信時受信者にメッセージがどのＤＬによって到着したかという情報を

提供する。受信者に提供される情報の内容についてはローカルマターである。

27．ＤＬ　expansion prohibited

　このサービス要素により、発信者は受信者が直接もしくは間接にＤＬである場合には（ＤＬを）展

開しないよう指示できる。この場合、あらかじめ配信不能通知の禁止が要求されていても配信不能通

知が返される。

28．ＥＭＳ(expansion mail service) ＰＤ ＰＲ

　このサービス要素により、発信者がＰＤＳに指定し、ＭＨＳメッセージから作成された物理メッセ

ージを迅速な郵便物集配サービス（例えば速達便もしくは同等の国内サービス）にて転送、配達させ

ることができる。

29．Expiry date indication ＩＰＭ

　このサービス要素により、発信者は受信者にＩＰメッセージが無効になる日付、時刻を表示するこ

とができる。このサービス要素の意図するところは、現在効力あるＩＰメッセージの有効期限を区切

ることにある。受信者自身もしくは代理としてのＩＰＭ－ＵＡの個々の対応は規定しない。おそらく

有効期限が切れたメッセージは整理されるか、消去されるであろう。

30．Explicit conversion ＭＴ ＰＲ

　このサービス要素により、発信ＵＡがＭＴＳに要求し、異なるテレマティークサービス間の相互通

信のときに必要となるような特別な変換を可能にする。メッセージが変換され、配達されると受信Ｕ

Ａにはオリジナル符号化情報タイプと共に新しい符号化情報タイプも通知される。

　注１ － このサービス要素はテレマティーク端末／サービスとの相互通信のために意図したものである。

　注２ － このサービス要素と共にＤＬ名が使用された場合、変換はＤＬの全てのメンバに適用される。

31．Forwarded IP-message indication ＩＰＭ

　このサービス要素により回送ＩＰメッセージまたは回送ＩＰメッセージに加えて「配信情報」をＩ

Ｐメッセージのボディ（または複数ボディ部の中の一つ）として送ることができる。ボディ部が回送

されたという表示はボディ部と共に運ばれる。複式ボディの場合、回送ＩＰメッセージは他のタイプ

のボディ部に含まれることが有り得る。「配信情報」とはＩＰメッセージが配達される際、ＭＴＳか

ら伝えられる情報（例えば時刻とか変換表示）である。しかしながら回送ＩＰメッセージに付加され

た配信情報は必ずしもＭＴＳにより保証されたものではない。

　Receipt notification request indication および Nonrecipt notification request サービス要求はＩＰメッセー

ジの回送に影響されない。
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32．Grade of delivery selection ＭＴ

　このサービス要素により、発信ＵＡはＭＴＳによる転送を、普通以外に不急、又は緊急のいずれか

で行なうことを要求できる。不急の転送時間は普通の転送時間より長く、緊急の転送時間は普通の転

送時間より短い。この表示はメッセージと共に受信者に送られる。

33．Hold for delivery ＭＴ

　このサービス要素により、受信ＵＡはＭＴＳがメッセージおよび通知の配信を保留するよう要求で

きる。ＵＡはＭＴＳから配信されるメッセージまたは通知を受けられないとき、および、再び受けら

れるようになったとき、ＭＴＳに知らせることができる。ＭＴＳはＵＡが配信保留を要求したときに

指定した条件に従って、メッセージが待たされていることをＵＡに知らせることができる。このサー

ビス要素の責任管理は受信ＭＴＡにある。

　メッセージの配信保留を要求する基準には、符号化情報タイプ、コンテントタイプ、最大コンテン

ト長、および、優先度がある。受信者が配信保留を解消しない限りメッセージは配信期限切れになる

時刻まで保留される。

　注　－ Hold for deliveryサービス要素はメッセージ格納ファシリティと異なり、配信のための一時的な

格納を行ない、受信ＵＡにメッセージが転送された後で配信通知を返す。メッセージ格納ファ

シリティはＵＡの格納域を増大させ、長期間メッセージを格納するために使用する。Hold for

deliveryサービス要素と異なり、メッセージがメッセージ格納域に格納（すなわち、配信）され

ると、直ちに配信通知を返す。

34．Implicit conversion ＭＴ

　このサービス要素により、受信ＵＡはＭＴＳに、ある期間、メッセージの配信の前に必要な変換を

行なうように要求できる。受信ＵＡおよび受信ＵＡは個々のＩＰメッセージごとに明示的にこのサー

ビス要素を要求することはない。受信ＵＡが扱える符号化情報タイプへの複数の変換方法がある場合

は、最適な変換を行なう。変換が行なわれた後、メッセージを配信するときは、受信ＵＡには変換後

の符号化情報タイプと共に変換後の符号化情報タイプが通知される。

35．Importance indication ＩＰＭ

　このサービス要素により、発信者は受信者に対し送信するＩＰメッセージの重要度を示すことがで

きる。低、中、高の３段階の重要度を定義する。

　このサービス要素はＭＴＳが提供する Grade of deliveryサービス要素とは無関係である。重要度各々

についての受信者またはそのＩＰＭ－ＵＡがとるべき動作は定めない。例えば、受信ＩＰＭ－ＵＡが

重要度順にメッセージを表示したり、高い重要度のメッセージの到着を受信者に警報したりするなど

のことを意図している。

36．Incomplete copy indication ＩＰＭ

　このサービス要素により、発信者はＩＰメッセージが、同一のＩＰメッセージ識別子を持つ元のＩ

Ｐメッセージに対しボディ部やヘッディングが欠落した写しであることを示すことができる。

37．IP Message identification ＩＰＭ

　このサービス要素により、共同ＩＰＭ－ＵＡは送信または受信するＩＰメッセージごとに広域にわ

たり一意の識別子を伝達できる。ＩＰメッセージ識別子は発信者のＯ／Ｒ名、および、その中で一意
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となる識別子で構成される。ＩＰＭ－ＵＡおよび利用者は以前に送信又は受信したＩＰメッセージを

参照するためにこの識別子を利用する。（例えば、受信通知において）

38．Language indication ＩＰＭ

　このサービス要素により、発信ＵＡは発信するＩＰメッセージの言語の種類を表示できる。

39．Latest delivery designation ＭＴ

　このサービス要素により、発信ＵＡはメッセージが配信されるべき最終期限の日時を指定できる。

ＭＴＳが配信期限までに配信できないときは、メッセージは配信されず取り消される。同報メッセー

ジの場合、全ての受信者に配信される前に配信期限が過ぎることがあるが、この場合、配信済みのメ

ッセージは無効としない。

40．Message flow confidentiality ＭＴ

　このサービス要素により、メッセージの発信者は、メッセージの流れを監視することによって得ら

れる情報を守ることができる。

41．Message identification ＭＴ

　このサービス要素により、ＭＴＳはＵＡから受け付けた、あるいはＵＡに配信した個々のメッセー

ジや打診に対してユニークな識別子を与えることができる。ＵＡやＭＴＳはこの識別子を配信通知や

配信不能通知といったサービスとそれに対応するメッセージとを関連付けるために使用する。

42．Message origin authentication ＭＴ ＰＲ

　このサービス要素により、メッセージの発信者は受信者とそのメッセージの転送を中継する全ての

ＭＴＡに対してメッセージの素性を認証するための方法（例えば署名等）を与えることができる。

Message origin authentication は受信者と転送を中継する全てのＭＴＡに対し非対称な暗号技術を使って

メッセージ単位に提供される場合と、メッセージの受信者のみに非対称、または対称の暗号技術を使

って受信者単位に提供される場合がある。

43．Message security labelling ＭＴ

　このサービス要素により、メッセージ（または打診）の発信者はメッセージ（及びメッセージまた

は打診に対する全てのレポート）に秘密度表示(Security Label)を行なうことができる。ＭＳＴや受信者

はMessage Security Labelを用いて実施中の安全保護の考え方にあったメッセージの扱い方を決定する。

44．Message sequence integrity ＭＴ ＰＲ

　このサービス要素により、メッセージ発信者は受信者に対し、発信者と受信者の間でメッセージの

順序が保存されていること（メッセージの消失、順序変更、重複がないこと）を検証する手段を提供

できる。Message sequence integrityは受信者毎に提供され、非対称または対称の暗号技術を使用するこ

とができる。

45．Multi destination delivery ＭＴ ＰＲ

　このサービス要素により、発信ＵＡはメッセージを複数の発信ＵＡに配布することを指示できる。

指定された全てのＵＡに同時に配送される事はこのサービスの規定には含まれない。
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46．Multi part body ＩＰＭ

　このサービス要素により、発信者は受信者に対しボディがいくつかのパートに分割されたＩＰメッ

セージを送信できる。各ボディ部の特性・属性、種別はそのボディ部と共に運ぶものとする。

47．Non delivery notification ＭＴ ＰＲ

　このサービス要素により、ＭＴＳは受け付けたメッセージを指定された発信ＵＡに配信できなかっ

た場合にその旨を発信ＵＡに通知できる。その際、メッセージが配信されなかった理由（例えば、発

信ＵＡがＭＴＳに登録されていない）が通知に含まれる。

　Multi destination メッセージの場合 Non delivery notification は、そのメッセージが配信できなかった受

信ＵＡの複数、あるいは全てに関わっていることがある。

　ＤＬ展開後のメッセージが配信できなかった場合、通知の送付は（ＤＬの考え方に従い）ＤＬの所

有者、またはメッセージの送信者、あるいはその双方に対して行なわれる。

48．Non receipt notification request indication ＩＰＭ ＰＲ

　このサービス要素により、発信者はＩＰメッセージが受信できなかった場合にその旨を通知するよ

う指定できる。Multi destination delivery の場合、送信者は受信者毎にこのサービスを要求できる。

　発信ＵＡは受信ＵＡに自分の要求を転送する。受信ＵＡは以下の事象のいずれかが発生した場合、

自動的に Non receipt notification を発行する。

　1)　受信ＵＡがＩＰメッセージを自動回送した

　2)　受信ＵＡが受信前にＩＰメッセージを破棄した

　3)　受信者の加入契約がＩＰメッセージ前に取り消しになっていた

　配送後受信まで長時間かかることがあるので、受信者が長時間メッセージにアクセスしなかった（例

えば、長期出張の間）としても Non receipt とはみなさないし、Notification も作成されない。

　注　－　このサービスは法的な意味に適用されない。

49．Non-repudiation of delivery ＭＴ ＰＲ

　このサービス要素により、発信者はメッセージが受信者に配信されたという取り消せない証明を受

信者から得る。これにより受信者がその後メッセージ或いはその内容を受信していないと否定する行

為を防ぐ。Non-repudiation of deliveryは非対称の暗号技術を用い、受信者単位で発信者に提供される。

50．Non-repudiation of origin ＭＴ ＰＲ

　このサービス要素により、発信者は受信者にメッセージの発信元の取り消せない証明を提供する。

これにより発信者がその後のメッセージ、或いはその内容を取り消す行為を防ぐ。Non-repudiation of

origin は非対称暗号技術を用い、メッセージ単位で受信者に提供される。

51．Non-repudiation of submission ＭＴ

　このサービス要素により、発信者は目的受信者に配信するためにＭＴＳにメッセージを発信したと

いう取り消せない証明を得る。これによりＭＴＳがその後メッセージが目的受信者に配信するために

発信されたことをＭＴＳが否定する行為を防ぐ。Non-repudiation of submission は、非対称暗号技術を用

い受信者にメッセージ単位で提供される。

52．Obsoleting indication ＩＰＭ
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　このサービス要素により、発信者は受信者に対してすでに送った１つ以上のＩＰメッセージは破棄

すべきものである事を示すことができる。この指示を運ぶＩＰメッセージは破棄されるＩＰメッセー

ジに取って代わる。受信者或いはＩＰＭ－ＵＡによって取られる行為はローカルマターである。しか

しながら、ＩＰＭ－ＵＡまたは受信者が破棄するメッセージを削除や格納することが望ましい。

53．Ordinary mail ＰＤ

　このサービス要素により、ＰＤＳはＭＨＳメッセージから生成された手紙を目的国の通常手紙郵便

サービスを経由して配達する。このサービスは、物理メッセージを配達する際の規定動作である。

54．Original encoded information types indication ＭＴ

　このサービス要素により発信ＵＡは、ＭＴＳに対して送出されたメッセージの符号化情報タイプを

指定する。メッセージが配送された時には受信ＵＡに対して発信ＵＡで特定されたメッセージの符号

化情報タイプを示す。

55．Originator indication ＩＰＭ

　このサービス要素により発信者の識別情報が受信者に配送される。このＩＰＭサービス要素の目的

は、発信者を利用者に親しみやすい方法で示す事である。対照的にＭＴＳは、受信者に対して発信者

の実際のＯ／Ｒアドレス及び存在するのであればディレクトリ名を与える。ＤＬ名は発信者表示用と

して用いてはならない。

56．Originator requested alternate recipient ＭＴ ＰＲ

　このサービス要素により発信ＵＡは、目的受信者毎への配信が不可能な場合、目的受信者毎にＭＴ

Ｓがメッセージを配送する一人の代行受信者を指定できる。その代行受信者はＤＬであっても良い。

成否を判断（すなわち、配信または配信不能通知）する上においては、発信者指定代行受信者への配

信は、目的受信者への配信と同等に扱うものとする。目的受信者が受信メッセージに対し代理受信を

要求するか、発信ＵＡが発信者によって許可されている代理受信者を要求している場合、システムは

最初に代理受信者にメッセージを転送する。この転送に失敗した場合に、システムは発信者指定代行

受信者にメッセージを配送する。

57．Physical delivery ontification by MHS ＰＤ ＰＲ

　このサービス要素により、発信ユーザは物理メッセージの配信が成功か不成功かといったＭＨＳに

よって作成、返送される情報を発信者に明示的に通知することを要求することができる。その通知は

配信情報の提供はするが、物理的な記録はＰＤＳからは提供されない。

　注１　－ 通知は、配送者、宛先人あるいは別の承認者による配送確認を基にした配送日、配送時刻を

含んでいる。これは、宛先国の国内規定又は配送要求の形式（例えば、宛先人への registerec mail

や、宛先人の確認を要する場合など）に依存する。

　注２　－ この通知は、受信側でとられる行動（例えばメッセージ内容の検査など）とは密接に関係し

て運ばれるものではない。

　注３　－ このサービス要素が要求された時、及び、物理メッセージが配送できない時に、返送するか

廃棄するかは、宛先国の国内規定に依存し、91．のサービス要素の規定動作は拒否を意味す
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る。

58．Physical delivery ontification by PDS ＰＤ ＰＲ

　このサービス要素により、発信ユーザは物理メッセージの配信が成功か不成功かといったＰＤＳに

よって作成、返送される情報を発信者に明示的に通知することを要求することができる。

　通知は参考の為に保持する発信ユーザへの記録を提供する。

　注１　－　通知は、日、時、配送成功時の配送の確認者の署名を含んでいる。確認者は、配送者か宛先

人か別の承認者が行なうことができる。これは宛先国の国内規定又は配送要求の形式（例え

ば、宛先人への registered mail や宛先人の確認を要する場合など）に依存する。

　注２　－　この通知は、受信側でとられる行動（例えばメッセージ内容の検査など）とは密接に関係し

て運ばれるものではない。

　注３　－　このサービス要素が要求された時、及び、物理メッセージが配送できない時に、返送するか

廃棄するかは、宛先国の国内規定に依存し、91．のサービス要素の規定動作は拒否を意味す

る。

59．Physical forwarding allowed ＰＤ ＰＲ

　このサービス要素により、ＰＤＳは受信者が自身のアドレスを変更した場合に物理メッセージを回

送先アドレスに回送することができ、その事をＰＤＳに通知することができる。これはＰＤＳでとら

れる規定動作である。

60．Physical forwarding prohibited ＰＤ ＰＲ

　このサービス要素により、発信者は物理メッセージを回送先アドレスに回送しないようＰＤＳに指

示することができる。

61．Prevention of non-delivery notification ＭＴ ＰＲ

　このサービス要素により、発信ＵＡは送信されたメッセージが配信不加であると判断された場合に

はＭＴＳに対し発信ＵＡに non-delivery notification を返送しないよう指示することができる。

　複数の宛先を持つメッセージの場合には、発信ＵＡはメッセージの受信者毎にこのサービス要素を

要求することができる。

62．Primary and copy recipients indication ＩＰＭ

　このサービス要素により、発信者はＩＰメッセージの正受信者の目的者、あるいは、複数ユーザ、

ＤＬの名前、あるいは、ＩＰメッセージの写しの受信者の目的者、あるいは、複数ユーザ、ＤＬの名

前を提供することができる。これにより指定の受信者（受信者自身を含む）のカテゴリを決定するこ

とができる。

　受信者の２つのカテゴリ間の正確な区別は特に明らかではない。しかしながら、正受信者は、例え

ばＩＰメッセージに基づいて行動することを期待されるような場合であり、写し受信者は情報のみと

してＩＰメッセージを送られるだけである。

　注　－ このサービス要素の代表例としては、正受信者は通常“to:”で指示され、同時に“cc:”で写し
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受信者は示される。

63．Probe ＭＴ

　このサービス要素により、ＵＡは発信に先立って自分のメッセージが配信されるかどうかを確認で

きる。ＭＴＳは発信情報を提供し、配信通知および／または配信不能通知を出して、その発信情報を

含むメッセージを指定された受信ＵＡに配信できるかどうかを示すことになる。

　Probe サービス要素は、コンテントサイズやコンテントタイプおよびまたは符号化情報タイプによっ

て配信できない可能性があるかどうかをチェックする機能を含んでいる。打診の結果は、受信ＵＡが

ＭＴＳに登録している符号化情報タイプやコンテントタイプ、および受信可能なメッセージの最大の

サイズで決まる。このサービス要素は、緊急クラスのものについてと同じ時刻に配信すべきメッセー

ジが多数あるかどうかにも左右される。ＤＬの場合は、Probe はＤＬメンバへの配信が成功する可能性

については何も示さず、発信者がＤＬに向けて発信する権利を有するかどうかだけを示すことになる。

64．Probe origin authentication ＭＴ

　このサービス要素により、打診発信者は打診を転送すべき任意のＭＴＡに対して打診発信者の信頼

性を確認する手段（署名）が提供される。打診発信者の確認は打診ごとに行なわれ、非対称の暗号化

技術を使用する。

65．Proof of delivery ＭＴ ＰＲ

　このサービス要素により、メッセージ発信者はメッセージ受信者から受信者の身元や配信されるメ

ッセージ、そのコンテントが信頼できるものであるかどうかを確認するための手段を入手できる。メ

ッセージ受信者の信頼性確認の結果は対称または非対称の暗号化技術を使って各受信者ごとにメッセ

ージ発信者に提供される。

66．Proof of submission ＭＴ

　このサービス要素により、メッセージ発信者はＭＴＳからメッセージが配信のため当初意図した受

信者宛に転送されたことを確認する手段を入手できる。メッセージが発信されたことの確認は各メッ

セージごとに提供され、メッセージ発信の確認には対称または非対称の暗号化技術を使用することが

できる。

67．Receipt notification request indication ＩＰＭ ＰＲ

　このサービス要素により、ＩＰメッセージが受信者に送られたときに発信者がその旨通知を受ける

ことを要求できる。受信者が多数のメッセージの場合は、発信者は各受信者ごとにこのサービス要求

を要求することができる。このサービス要素はまた、Non-receipt notification request indication を暗黙の

うちに要求する。

　発信者のＵＡは発信者の要求を受信者のＵＡに伝達する。受信者は自分のＵＡに対して、自動的（た

とえばＵＡがＩＰメッセージをまず受信者のターミナルに流すような場合）または自分の明示的な指

示に基づいて、発信者の要求を尊重すべきことを指示できる。受信者はまた自分のＵＡに対して、一

括してまたはケースバイケースで、それらの要求を拒否すべきことを指示することを指示することが

できる。

68．Redirection disallowed by originator ＭＴ

　このサービス要素により、発信者ＵＡはＭＴＳに対して受信者が Redirection of incomming messages
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を要求している場合に、発信する個々のメッセージに対して宛先の変更を行なってはならないことを

指示できるようにする。

69．Redirection of incomming messages ＭＴ

　このサービス要素は、ＵＡがＭＴＳに対して、自分宛に送られてくるメッセージの宛先をあらかじ

め指定された期間内またはそのメッセージが無効になるまで、他のＵＡまたはＤＬ宛に宛先を変更す

ることを指示できるようにする。

　注　－ ＭＴサービス要素は、宛先変更が行なわれる前に意図した受信者に配信することを必要とする

ものではない。従ってこのサービス要素は Auto-forwarded indication サービス要素とは別のもの

である。

70．Registered mail ＰＤ ＰＲ

　このサービス要素により、発信者ユーザはＰＤＳに対して、物理メッセージを書留として処理する

ことを指示できる。

71．Registered mail to addressee in person ＰＤ ＰＲ

　このサービス要素により、発信ユーザはＰＤＳに対して物理メッセージを書留として処理して、宛

先人にのみ発信することを指示できる。

72．Reply request indication ＩＰＭ ＰＲ

　このサービス要素により、発信者は受信者にこの要求を運ぶＩＰメッセージに対しての返答のＩＰ

メッセージを送るよう要求できる。発信者は受信者が返信すべき期日や、返信を行なう優先的受信者

を一人以上のユーザやＤＬで要求（強制ではない）することもできる。受信者は指定された期日や名

前について知らされるが、それに返信するかどうかや、返信する場合に誰に返信するかは受信者次第

である。

　注　－　秘密受信者は Blind copy receipient indication サービス要素がもつ意味をなくさないために、誰に

対して返信を送るかを慎重に考慮しなければならない。

73．Replying IP-message indication ＩＰＭ

　このサービス要素により、ＩＰメッセージの発信者が受信者へＩＰメッセージが他のＩＰメッセー

ジの返信として表示することができる。返信先は発信者の希望者の最終決定により決まり、以下の受

信者に送信される。

1)　返信メッセージの返信要求指示に指定された受信者

2)　返信メッセージの発信者

3)　発信者と他の受信者

4)　返信メッセージの発信者が受付のメンバーになっているＤＬ

5)　返信の発信者によって選ばれた他の受信者

　返信の受信者は、そのＩＰメッセージが返信であるという表示を伴うがそれを通常のＩＰメッセー

ジとして受信する。

74．Report origin authentication ＭＴ
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　このサービス要素により、メッセージ（あるいは Probe）の発信者にそのイメージ（あるいは Probe）、

（署名）の配信あるいは配信不能通知の発信を確認することができる。Report origin authentication はレ

ポートごとに行なわれ、そして非対称の暗号化技術が用いられる。

75．Request for forwarding address ＰＤ ＰＲ

　このサービス要素により、発信者はもし受信者が宛先を変更しＰＤＳにこれを指示していたならば、

発信者が転送先アドレスを通知するようＰＤＳに指示することができる。

　Request for forwarding address サービス要素は、Physical forwarding allowed と Physical forwarding

prohibited と共に用いることができる。ＰＤＳによる転送先アドレスの発信者への提供は受信国での国

内規定上の問題である。規定動作は、転送先アドレスを提供しないことである。

76．Requested Preferred Delivery Method ＭＴ ＰＲ

　このサービス要素により、ユーザが受信者ごとにメッセージ配達方法（例えばアクセスユニットの

通過点など）の選択の要求することができる。

77．Ristricted delivery ＭＴ

　このサービス要素により、受信ＵＡがある発信ＵＡあるいはＤＬからメッセージの配送を受信する

準備ができていないことを通知することができる。

　注　－　本サービス要素は、以下の２つの方法のどちらかで要求することができる。

1)　認可されていない発信者を受信ＵＡが指定する。他の全ての発信者は認可されていると考慮され

　　る。

2)　認可された発信者を受信ＵＡが指定する。他の全ての発信者は非認可として考慮される。

78．Return of content ＭＴ

　このサービス要素により、発信ＵＡが送信メッセージの内容を Non delivery notification とともに返送

するよう要求することができる。しかしながらも、もし符号化情報タイプ変換がメッセージ内容につ

いて実施されたならば、このサービスは行なわれない。

79．Secure access management ＭＴ

　このサービス要素により、ＭＴＳユーザはＭＴＳとのアソシエーション、あるいはＭＴＳユーザと

アソシエーションを確立しているＭＴＳとのアソシエーション、あるいはＭＴＡとアソシエーション

が確立しているＭＴＡとのアソシエーションを確立することができる。それはまたそれぞれの相互間

での確かな資格証明を確立し、また、セキュリティを伴う、あるいは、また伴わないアソシエーショ

ン環境を確立する。

　Secure access management は対称、非対称の暗号化技術を使用することができる。アクセス保護は確

かな資格証明を通して実現されるとき、それらは定期的に更新されることができる。
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　　この間のアソシエーションの確立を可能にする

80．Sensitivity indicaion ＩＰＭ

　このサービス要素により、ＩＰメッセージの発信者は、受信時のメッセージの相対的な秘密度に対

する指針を指定することができる。Sensitivity indicaion は以下のような項目を制御するものである。

1)　受信者がＩＰメッセージを受信する際に身分を証明すべきかどうか。

2)　ＩＰメッセージが共用プリンタに印刷されてもよいかどうか。

3)　ＩＰＭ－ＵＡが、受信したＩＰメッセージを回送することを受信者に許可すべきかどうか。

4)　ＩＰメッセージが自動回送されてもよいかどうか。

　Sensitivity indicaion は受信者に表示されるか、受信ＩＰＭ－ＵＡによって直接解釈される。

　もし秘密度が表示されない場合は、発信者が受信者によるＩＰメッセージの扱いについてなんら制

限をつけていないものとみなす。受信者は、ＩＰメッセージを自由に回送したり、印刷したり、その

他の処置を施してもよい。

　上記の省略時の解釈に加えて、３段階の秘密度を以下に規定する。

　－　Personal（私信）：このＩＰメッセージは受信者の役職ではなく、個人としての受信者に送信さ

れたものである。しかしながら、ＩＰメッセージが親展であることを意味するものはない。

　－　Private（親展）：このＩＰメッセージは受信者本人以外に見せたり聞かせたりしてはならない

情報を含んでいる。受信ＩＰＭ－ＵＡはＩＰメッセージの発信者に代わり、その意図を守らせ

るためのサービスを提供できる。

　－　Company-confidential（社外秘）：このＩＰメッセージは、企業固有のルールで取り扱われるべ

き情報を含んでいる。

81．Special delivery ＰＤ ＰＲ

　このサービス要素により、発信者がＰＤＳに指定することで、ＭＨＳメッセージより生成した手紙

を通常の郵便集配制度を介して転送し、特別配達にて配信できる。

82．Stored message alert ＭＳ

　このサービス要素により、ＭＳユーザは適当な組合せの（判別）基準をあらかじめ登録しておくこ

とにより、その基準に合致したメッセージが到着した際には警報を通知することができる。警報は以

下のように発生する。

1)　ＵＡがオンラインで接続されていればＭＳが登録済み基準に合致したメッセージを受領した時

点で警報が送られる。もしＵＡがオフラインであれば、ＭＳが登録済み基準に合致したメッセ

ージを受信しても次にＵＡがＭＳに接続したとき初めて１つあるいはそれ以上の警報があった

ＭＴＳ

ＭＴＳ

ＭＴＡ

ＭＴＳ

ＭＴＡ

 ＭＴＳ

　user

user
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ことがわかる。それらの詳細については、Stored message summaryを実行することで決定される。

2)　加えて、もしくは上記 1)の代案として、ＭＳは他メカニズムを用いてユーザに知らせることが

　　できる。

83．Stored message auto-forward ＭＴ

　　　このサービス要素により、ＭＳのユーザは配信されたメッセージのうち指定のものを自動回送する

ようＭＳに登録できる。ＭＳのユーザは登録時に、ＭＳにおいて処理可能な属性から選択基準のいく

つかの組合せを指定できる。選択基準を満たすメッセージは１つ以上の利用者またはＤＬに自動回送

される。選択基準ごとに一つのテキストが指定でき、それが自動回送メッセージに付与される。

84．Stored message deletion ＭＳ

　このサービス要素により、受信ＵＡはＭＳからメッセージを削除できる。ただし、事前にリスト操

作されていないメッセージは削除されない。

85．Stored message fetching ＭＳ

　このサービス要素により、受信ＵＡはＭＳからメッセージまたはメッセージの一部を取り出せる。

ＵＡは Stored message listing に使用されるものと同様の検索条件に基づいてメッセージ（またはその一

部）を取り出せる。

86．Stored message listing ＭＳ

　このサービス要素により、受信ＵＡはＭＳに格納されている特定のメッセージの一覧情報を得るこ

とができる。この情報はメッセージのエンベロープ、コンテントの属性及びＭＳの付加する属性のう

ち、選択したもので構成される。ＵＡは一覧中のメッセージ数の制限を与えることができる。

87．Stored message summary ＭＳ

　このサービス要素により、受信ＵＡはＭＳに格納されている１つ以上のメッセージ属性に基づく指

定された基準を満たすメッセージの数を得る。

88．Subject indication ＩＰＭ

　このサービス要素により発信者は受信者に発信されるＩＰメッセージの主題を示す。その主題情報

は受信者に利用可能でなければならない。

89．Submission time stamp indication

　このサービス要素により、ＭＴＳは発信ＵＡとそれぞれの受信者にＭＴＳメッセージを受信した日

付と時刻を表示することができる。

90．Typed body

　このサービス要素により、ボディと一緒に運ばれるＩＰメッセージのボディの特性と属性が許容さ

れる。なぜならば、ボディは変換することができ、ボディは時々刻々変化するからである。

91．Undeliverable mail with return of physical message ＰＤ ＰＲ

　このサービス要素により、物理メッセージを宛先の受信者に配信できないような場合、ＰＤＳがそ

の理由を表示して、遅滞なく発信者に返送することができる。これはＰＤＳで行なわれる規定動作で
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ある。

　注　－　「局留め」の場合は少々の時間を置いてから物理メッセージが返送される。

92．Use of distribution list ＭＴ ＰＲ

　このサービス要素により、発信ＵＡは全ての個々に指定した受信者（ユーザあるいはネストされた

ＤＬ）の代わりに発信ＵＡにＤＬを指定することができる。ＭＴＳはメッセージの受信者にメンバの

リストを付け加えそれらメンバにメッセージを送信する。ＤＬのメンバであってもよい。その場合、

受信者のリストはＭＴＳ内のいくつかの地点で展開することが可能である。

93．User/UA capabilities registration ＭＴ

　このサービス要素により、ＵＡはそのＭＴＡに、登録をすることにより、受信メッセージに関して

以下の能力の一つあるいは全てを使用することを通知することができる。

　1)　そのＵＡに配信しようとするメッセージのコンテント

　2)　そのＵＡに配信しようとするメッセージの最大コンテント

　3)　そのＵＡに配信しようとするメッセージの符号化情報タイプ

　ＭＴＡはＵＡ登録された能力に合わないまたは越えているメッセージは配信しない。

94．MS Register ＭＳ

　本サービス要素は、ユーザに以下のような種々のＭＳ操作に関する情報を登録することを可能にす

る。

1)　自動操作

2)　格納メッセージの取り出し、一覧表示の操作における取得情報のデフォルトの設定

3)　ＭＳが利用する資格証明の設定
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付録２　本標準で規定するボディタイプ

（ＪＴ－Ｘ４１１（８８）に対する）

本標準では、EXTENDED-BODY-PART-TYPE マクロを使用して以下の externally-defined- body-part を規

定する。

　　・ＪＩＳ　Ｘ０２０１(jis-x0201-body-part)

　　・ＪＩＳ　Ｘ０２０８(jis-x0208-body-part)

　　・シフトＪＩＳ(shift-jis-body-part)

　　・ＥＢＣＤＩＣ(ebcdic-body-part)

　　・バイナリ(binary-body-part)

jis-x0201-body-part の抽象構文

jis-x0201-body-part EXTENDED-BODY-PART-TYPE

DATA       JisX0201Data

::= id-ttc-et-jis-x0201-body-part

JisX0201Data ::= OCTET STRING

 OCTET STRING のコンテント部で使用される文字セットは JIS X0201 に従ったものでなくてはならな

い。

jis-x0208-body-part の抽象構文

jis-x0208-body-part EXTENDED-BODY-PART-TYPE

DATA       JisX0208Data

::= id-ttc-et-jis-x0208-body-part

JisX0208Data ::= OCTET STRING

OCTET STRING のコンテント部で使用される文字セットは JIS X0208に従ったものでなくてはならない。

shift-jis-body-part の抽象構文

shift-jis-body-part EXTENDED-BODY-PART-TYPE

DATA      ShiftJisData

::= id-ttc-et-shift-jis-body-part

ShiftJisData ::= OCTET STRING

 OCTET STRING のコンテント部で使用される文字セットはシフト JIS に従ったものでなくてはならな

い。文字セットの詳細規定は２者間の合意事項とする。
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　ebcdic-body-part の抽象構文

　ebcdic-body-part EXTENDED-BODY-PART-TYPE

　 DATA    　EbcdicData

　 ::= id-ttc-et-ebcdic-body-part

EbcdicData ::= OCTET STRING

OCTET STRING のコンテント部で使用される文字セットはＥＢＣＤＩＣに従ったものでなくてはなら

ない。文字セットの詳細規定は２者間の合意事項とする。

binary-body-part の抽象構文

binary-body-part EXTENDED-BODY-PART-TYPE

　 DATA       BinaryData

　 ::= id-ttc-et-binary-body-part

　BinaryData ::= OCTET STRING

　OCTET STRING のコンテント部で使用されるコードの詳細規定は２者間の合意事項とする。

これらの externally-defined-body-part　を示すオブジェクト識別子は符号化情報タイプの external-encoded-

information-types として運ばれる。

どちらの場合も、NonBasicParameters は指定しない。



ＪＴ－Ｘ４１１ － 114 －

付録３　ＰＣ情報種別使用に関するガイドライン

　（ＪＴ－Ｘ４１１（８８）に対する）

ＪＴ－Ｘ４１１（８８）でＰＣ情報種別はサポートしない。ただし、バイラテラルな規定としてＰＣ情

報種別を使用することは可能である。

以下に、バイラテラルな規定としてＰＣ情報種別を使用した場合のコーディング例を示す。

　 (1) 　符号化情報タイプ

　　EncodedInformationTypes ::=[APPLICATION 5] IMPLICIT SET｛

　 　　[0] IMPLICIT BITSTRING｛

　 　　　undefined(0), tLX(1), iA5Text(2), g3Fax(3), tIF0(4),

　 　　　tTX(5), videotex(6), voice(7), sFD(8), tIF1(9) ｝

　 　　[1] IMPLICIT G3NonBasicParams OPTIONAL,

　 　　[2] IMPLICIT TeletexNonBasicParams OPTIONAL,

　 　　[3] IMPLICIT PresentationCapabilities OPTIONAL,

　 　　　PCInformationTypes OPTINAL ｝

　PCInformationTypes　::= [PRIVATE 0] IMPLICIT BITSTRING｛

　　　　　　　　　　　　　　　reserved (0),

　　　　　　　　　　　　　　　jISX0201 (1),

　　　　　　　　　　　　　　　jISX0208 (2),

　　　　　　　　　　　　　　　shiftJIS  (3),

　　　　　　　　　　　　　　　eBCDIC (4),

　　　　　　　　　　　　　　　binary  (5) ｝

 (2)　ボディ部

　　BodyPart ::= CHOICE｛

　　　ia5-text [0]IA5TextBodyPart,

　　　・  ･        ・

　　　・  ･        ・

　　　・  ･        ・

　　　nationally-defined [7]NationallydefinedBodyPart

　　　・  ･        ・

　　　・  ･        ・

　　　・  ･        ・ ｝

　　NationallydefinedBodyPart ::= PCCoding

　　PCCoding ::= SEQUENCE ｛

　  PCInformationTypes  OPTIONAL,

　  extensionAttribute [PRIVATE 1] IMPLICIT IA5String OPTIONAL,

　  information OCTETSTRING　｝

　（注１）符号化情報タイプの基本タイプで undefined を指定することによりＰＣ情報種別

(PCInformationTypes)を使用する。

（注２）ＰＣ情報種別のクラスはバイラテラルな規定とする。

（注３）ボディ部の国内定義(nationally-defined)にＰＣコーディングを規定する。
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付録４　参照するオブジェクト識別子

（ＪＴ－Ｘ４１１（８８）に対する）

　本標準では以下のオブジェクト識別子を使用する。

OBJECT IDENTIFIER ::= ID

id-et ID ::=｛ccitt(0), administration(2), jp(440), mhs(6), ipms(1), et(1)｝

　 　　-- extended body part types for JT-X411

id-ttc-et-jis-x0201-body-part ID ::= ｛ id-et 1｝

id-ttc-et-jis-x0208-body-part ID ::= ｛ id-et 2｝

id-ttc-et-shift-jis-body-part ID ::= ｛ id-et 3｝

id-ttc-et-ebcdic-body-part ID ::= ｛ id-et 4｝

id-ttc-et-binary-body-part ID ::= ｛ id-et 5｝
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付録５　８４年版・８８年版用語対応表

（ JT-X411(84)及び JT-X411(88)に対する )
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付録６　他標準との接続規定

　（ＪＴ－Ｘ４１１（８８）に対する）

　ＪＴ－Ｘ４１１（８８）の Body Part 内に日本語を使用する時は、付録２で定義された externally-

defined-body-part 以外に、JIS X5003 参考 S005-03 で定義された externally- defined-body-part もある。　この

externally-defined-body-part を使用するＭＨＳと相互接続を行う時は、相互の合意が必要である。
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付録７　ノーマルモードＲＴＳとＸ．４１０モードＲＴＳの関係

　 (1) 上位層共通プロトコルとの関係

　　　Ｘ．４１０モードＲＴＳ、ノーマルモードＲＴＳと上位層共通プロトコルとの関係を以下に示す。

                      ８４ＭＴＳ       　　     ８８ＭＴＳ

                             Ｘ．４１０モード    　　   ノーマルモード

              レイヤ７                           　　     ＡＣＳＥ

              レイヤ６                                 プレゼンテーション

              レイヤ５                　　     セッション

              レイヤ４               　　    トランスポート
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　 (2) 　１９８４年版ＭＴＳと１９８８年版ＭＴＳとの相互接続関係

　　　　１９８４年版ＭＴＳと１９８８年版ＭＴＳとの相互接続が可能となるメッセージ転送例を以下に

示す。

　　 (a)  隣接するＭＴＳ間の場合

　　　　 ＪＴ－Ｘ４１１（８４）　ＪＴ－Ｘ４１１（８８）

                    ８４Ｐ１            ８８Ｐ１

       　           Ｘ．４１０          Ｘ．４１０

　　 (b)  中継ＭＴＳを介する場合

　　　　 ＪＴ－Ｘ４１１（８４）　　　ＪＴ－Ｘ４１１（８８）　　他機関 1988 年版プロファイル

                    ８４Ｐ１                    ８８Ｐ１                  ８８Ｐ１

                  Ｘ．４１０          Ｘ．４１０      ノーマル            ノーマル

　　　　　　　　　　　　　１９８４Ｐ１　　　　　　　　　　　　１９８８Ｐ１

　 (3) 　ＲＴＳＥサービス比較

Ｘ．４１０ ノーマルモード 備　考

ＯＰＥＮ ＲＴ－ＯＰＥＮ

ＣＬＯＳＥ ＲＴ－ＣＬＯＳＥ

ＴＲＡＮＳＦＥＲ ＲＴ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ X.410 は非確認型、ﾉｰﾏﾙは確認型

TURN-PLEASE RT-TURN-PLEASE X.410 ／ノーマルとも使用しない

TURN-GIVE RT-TURN-GIVE X.410 ／ノーマルとも使用しない

ASSOCIATION-

ABORT

RT-P-ABORT X.410 には明確な規定はない

        － RT-U-ABORT
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－ 1 － ＪＴ－Ｘ４１１補遺

ＪＴ－Ｘ４１１補遺「ＯＲアドレスの視覚表現」

＜参考＞

１．補遺の作成に至った経緯

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ４１１では、ＭＨＳメッセージの発信者／受信者を指定するためＯＲアドレスを使

用する。ＯＲアドレスを人間が読んで容易に理解したりユーザインタフェースから入力したりするためは、

名刺やユーザインタフェースにおけるアドレス表記法が標準化されていることが望ましい。

　上記の目的のため、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｆ．４０１の９２年版ではＯＲアドレスの視覚表現に関する付録が

参考情報として追加された。この付録の内容はＪＴ－Ｘ４１１の利用者にとって有益なので、アドレスの

表記例や表記順序など国内での使用上配慮すべき事項を追加し、ＪＴ－Ｘ４１１の補遺として発行するこ

ととした。

This supplement to JT-X411 describes representation of O/R addresses for human usage. This supplement is based on

ITU-T recommendation F.401 Annex F:“Representation of O/R addresses for human usage”. It also incorporates

additional informations on domestic use of O/R addresses. This supplement is informative and does not require its use

by MHS users.

２．規定範囲

　本補遺は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ４１１で規定されているＯＲアドレスを人間が読み書きするため視覚的

に表現する方法、およびＯＲアドレスを入力するユーザインタフェースが備える特性について、参考とす

べき事項を記述している。

３．改善の履歴等

版数 発行日 改版 対応するＴＴＣ標準

内容 番号 名　　称 発行年度 版数

第１版 1994 年 2 月 3 日 制定 JT-X411 ＭＨＳ網間接続プロファイル 1992 5

４．その他

　 （１）　参照している勧告、標準等

・ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｘ４１１

・ＩＴＵ－Ｔ勧告  Ｆ．４０１、Ｘ．４００、Ｘ４０２、Ｘ４１１、Ｅ．１２３、Ｆ．６０

・ＩＡＯＧガイドライン（１９８９年５月）

IAOG GUIDLINES for ACCOUNTING,SERVICES AND OPERATIONAL ASPECTS of

INTERNATIONAL MESSAGE HANDLING SERVICES provided by ADMINISTRATION

MANAGEMENT DOMAINS,MAY 1989
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１．目　的

　ＯＲアドレス（ＪＴ－Ｘ４１１（８４），（８８）にて規定）は表２－１のリストに示す属性値(value of

attributes)の集合から成る。人間のためにアドレスを視覚的に表現するためと、ユーザインタフェースに対

しユーザがアドレスを入力できるようにするため、各属性値は正しい属性型(attribute type)と関連づけられ

ることが必要である。表２－１に示す属性型の名前の多くは紙やスクリーン上で使用するには長すぎる。

そこで、たとえば名刺に書けるような、属性を簡潔に表現できるフォーマットが必要である。

　本補遺では、属性型の省略名としてラベル(label)を使っていかに簡潔にアドレスを表現するかを記述して

いる。

　属性にはＩＴＵ－Ｔ勧告にある３つのカテゴリ、

　 (1)　名刺に見られるような人間を対象とするＯＲアドレス、

　 (2)　物理的配達アドレス(physical delivery address)、

　 (3)　ＤＤＡ(domain defined attribute)を含むその他の特別な属性、

およびＪＴ－Ｘ４１１（８４）で規定される、

　 (4)　テレテックスアドレス属性（Ｔ．６１文字列）

がある。

　このうち物理的配達アドレスはＩＴＵ－Ｔ勧告８８年版以降で勧告されたサービスに基づくが、ＪＴ－

Ｘ４１１（８８）ではＴＴＣの規定範囲外としている。

　以下本補遺の２章では、人間にＯＲアドレスを伝えるときに使われるラベル付きフォーマットと、印刷

物やユーザインタフェースなどスペースが充分ある場合に適した自己説明形のフォーマットについて記述

している。フォーマットはラベルと属性値の対の集合からなる。

　多くのラベルはできる限り簡潔なフォーマットとするために１文字である。また、これは言語依存性を

小さくし、国際的な理解を容易にする。

　３章では、本フォーマットに従うアドレスを受け付けるためのユーザインタフェースの要求事項につい

て記述している。

　本文中の“注”はＦ．４０１　Annex F の注であり、“【注】”は本補遺作成に当たって追加した注であ

る。

２．フォーマット

2.1　一般事項

　ラベル付きフォーマットの目的は、ＯＲアドレスを簡潔に表し、また人間が正確に書き移せるようにす

ることである。これはＯＲアドレスに使われる属性と値を注意深く組み合わせて表現することで可能であ

る。

　ＯＲアドレスの属性が拡張文字セットの文字を含んでいた場合（ＪＴ－Ｘ４１１（８４）で規定される

テレテックスアドレス属性のＴ．６１文字列など）、通常同じ拡張文字セットを使用しないユーザはその

ＯＲアドレスを表現したり、メッセージ通信システムへ入力することができない。

　このような場合を考慮し、すべて印字可能文字(Printable string character)で構成されたＯＲアドレスの別

名が与えられるべきである。
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　注１．ＯＲアドレス構成の方針は注意深い考慮が必要である。二人のユーザが同じＯＲアドレスを持つ

可能性をできるだけ少なくするため、アドレス空間を適当に分割して個々のＯＲアドレスを割り

当てるべきである。名（氏名の名：given name)や頭文字の使用はユーザの識別に通常充分である。

ＯＵ（部門）を過度に細分化することは不適当であり、特に組織構成が頻繁に変更されたり、ユ

ーザがＯＵ間を移動する場合に問題となる。

　注２．組織のフルネームのような自己説明形の“長い値”を使う利点と、名刺などに簡潔に記載できる

“短い値”の利点とは相容れない。この問題の１つの解決は“長い値”の別名として、組織のイ

ニシャルのような別の短い属性値を与えることである。

　注３．特にプロポーショナルフォントなどで印刷されたとき、属性値中の空白の存在が不確かになる場

合がある。これを防ぐ目的で、空白を伴うあるいは伴わない別名が与えられるべきである。すな

わち“SNOMAIL 400”の別名として“SNOMAIL400”、“MacDonald”の別名として“Mac Donald”

など。

　注４．ＯＲアドレスの別名が与えられるとき、ユーザによって発信されるすべてのメッセージに一貫し

た（いずれか一方の）ＯＲアドレスが付与されるような実装が望ましい。

　国内の使用でアドレス中のＡＤＭＤ属性の値として“一つの空白”を許す場合、そのアドレスの表現は

ＡＤＭＤ属性を省くか、ＡＤＭＤ属性に値を与えないか、値として“一つの空白”を持つものとする。

2.2　ラベル付きフォーマット

2.2.1　構　文

　ＯＲアドレスのラベル付きフォーマットは、<label>“＝”<value>の形式のラベル(label)と値(value)の分

離された組合せから成る。各々の属性のラベルは表２－１、２－２、２－３、２－４で規定される。（表

２－２の物理的配達属性は、ＪＴ－Ｘ４１１（８８）では規定範囲外であるが、属性を漏れなく記載する

ため含めている。また、表２－４はＪＴ－Ｘ４１１（８４）で規定されるテレテックスアドレス属性（Ｔ．

６１文字列）の表現を目的として本補遺で追加したものである。）

　このラベルとその値は、文字“＝”か、表形式の２つのカラム間の空白のいずれかによって分離される。

ラベルは大文字、小文字を区別しないが、識別を容易にするため大文字の使用が推奨される。

　ラベルと値の組合せを一行で表す場合、それらは分離子(delimiter)によって分離される。分離子はその後

に１つ以上の空白を続けても良い。分離子は“；”か“／”のいずれかとし、１つのＯＲアドレス中では

一方のみが使用できる。分離子が“／”であるとき、最初のラベルは“／”で前置される。行の終端の分

離子の使用はオプションである（省略しても良い）。もしいずれかの属性値が分離子文字（“；”、“／”）

を含むならば、これは分離子文字２つ（“；；”、“／／”）で表現される。

　もしラベル付きアドレスを識別するための前置きが必要なら、“X.400”を使うことを推奨する。

　アドレスが表２－１に含まれる属性のみから成っているならば、アドレスの属性の順序として表２－１

の順がＩＴＵ－Ｔ勧告Ｆ．４０１　ＡＮＮＥＸ　Ｆでは推奨されている（例１）。

　この順序が文化的慣例にそぐわないならば、主にその文化内での使用を目的として別の順序を用いるこ
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とも可能である。

　本補遺では日本国内での慣例を考慮し、日本国内での使用に限り表２－５の順を推奨する（例２）。

【注】この順序はＩＡＯＧガイドラインでも推奨されている。

　例１　X.400: G=john; S=smith; O=a bank ltd; P=ab1; A=snomail; C=aq

　　　　このアドレスは表形式でも配置できる｡

G John

S Smith

O A Bank Ltd

P ABL

A Snomail

C AQ

　例２　X.400: C=jp; A=ttc-edh; O=ttc; OU1=tsc4; S=momo; G=taro

　　　　このアドレスは表形式でも配置できる。

C JP

A TTC－EDH

O TTC

OU1 TSC4

S Momo

G Taro
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2.2.2　端末種別

　現在端末種別は６つあるが、国際的に統一性が要求される場合、それらの種別の値を表現するのに以下

に示す特定の省略形を用いる。

tlx、ttx、g3fax、g4fax、ia5、vtx

2.2.3　領域定義属性（ＤＤＡ）

　ＤＤＡのためのラベルは“DDA :”にＤＤＡ型を続けたものとする。もしアドレスが同じ型のＤＤＡを複

数含んでいたならば、ＤＤＡはアドレス中の順序に従って処理されるものとする。

　　例　DDA : RFC-822=fred(a)widget.co.uk ; O=gateway ; P=abc ; C=gb

ＤＤＡ型の値が“＝”の文字を含んでいた場合“＼＝”によって表される。また“＼”の文字を含んで

いた場合は“＼＼”によって表す。

　【注】“＼”(Ox5c)はＪＩＳコードでは“￥”のフォントで表現される。

2.3　自己説明形フォーマット

　自己説明形フォーマットは、スペースが確保できる場合に使用しても良い。これは属性型のフルネーム

または省略形のリストから成っている。属性型や省略形はどんな言語であっても良いが、表２－１に含ま

れる属性型や省略形の後には対応するラベルをつける。日本語及び英語での省略形の場合、表２－１、２

－２、２－３、２－４のものを用いる。

　アドレスが表２－１に含まれる属性のみから成っているならば、アドレスの属性の順序として表２－１

の順がＩＴＵ－Ｔ勧告Ｆ．４０１　ＡＮＮＥＸ　Ｆでは推奨されている（例１）。

　この順序が文化的慣例にそぐわないならば、主にその文化内での使用を目的として別の順序を用いるこ

とも許容している。

　本補遺では日本国内での慣例を考慮し、日本国内での使用に限り表２－５の順を推奨する（例２）。

【注】この順序はＩＡＯＧガイドラインでも推奨されている。

　例１　英語による属性型と省略形を使った場合

Given name(G) John

Surname(S) Smith

Organization(O) A Bank Ltd

Org.Unit(OU1) IT Dept

Org.Unit(OU2) MSG Group

PRMD(P) ABL

ADMA(A) Snomail

Country(C) AQ

　例２　日本語による属性型を使った場合

国名(C) JP

ＡＤＭＤ(A) TTC-EDH

組織名(O) TTC

部門１(OU1) TSC4

姓(S) Momo
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名(G) Taro

【注】　電話番号およびテレックス番号の表記法（参考）

　レターヘッドや名刺等に用いる電話番号の表記法は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｅ．１２３で規定されて

いる。この勧告に準拠した表記例を以下に示す。

日本国内においては例中の“Telephone”、“National”および“International”をそれぞれ日本語

で“電話”、“国内”および“国際”と記述しても良い。

National (03)3432 1551
Telephone

International +81 3 3432 1551

ファクシミリ番号の表記は、電話番号の左に大文字で“ＦＡＸ”と記述することを除いて電話

番号と同じである。次に表記例を示す。

National (03)3432 1553
ＦＡＸ

International +81 3 3432 1553

テレックス番号の表記法については、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｆ．６０で規定しており、“Telex”の文

字に続きアンサバックコードを記述することになっている。次に表記例を示す。

Telex 31005 SHELL NL

３．ユーザインタフェース

　本章では、２章で規定されたフォーマットのどちらかを用いてＯＲアドレスをユーザが入力するために

必要なユーザインタフェースの要求事項を記述する。

　ユーザインタフェースは、表２－１、２－２、２－３、２－４に含まれている属性のどのような組み合

わせの入力も処理可能でなければならない。

　ユーザインタフェースが表２－１の属性を表示する場合、アドレスの属性の順序として表２－１の順が

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｆ．４０１　ＡＮＮＥＸ　Ｆでは推奨されている。

　この順序が文化的慣例にそぐわないならば、主にその文化内での使用を目的として別の順序を用いるこ

とも可能である。

　本補遺では日本国内での慣例を考慮し、日本国内での使用に限り表２－５の順を推奨する。

【注】この順序はＩＡＯＧガイドラインでも推奨されている。

　ユーザがＰＲＭＤ属性の値を与えＡＤＭＤ属性やＡＤＭＤ属性の値を省略するならば、ＡＤＭＤ値とし

て“一つの空白”を用いる。

　インタフェースがＯＲアドレスを単一文字列として受け付ける場合には（例えばコマンドラインインタ
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フェースの中など）、有効なラベル付きフォーマットのアドレスならどちらの分離子を用いたものでも受

け付ける必要がある。

　インタフェースは属性が特定の順に提示されることを要求すべきではない。インタフェースは大文字ま

たは小文字のラベルを受け付けなければならない。

　注－既存のコマンドラインインタフェースにおいては、ラベル付きフォーマットのアドレス全体を引用

符で囲む必要があるものがある。

　他のタイプのインタフェース（例えば、プロンプト形式のインタフェースや穴埋め形式のインタフェー

ス）が提供されているなら、それぞれの属性と表２－１、２－２、２－３、２－４に記述されているラベ

ルとをユーザが簡単に関連づけられる手段を提供することが必要である。

　　　注１．それぞれの属性とラベルを関連づけるひとつの方法は、属性型（または省略形）の後に括弧

で囲まれたラベルを記述することである。例えば、

Given name(G)

Initials(I)

Surname(S)

Generation Qualifier(Q)

Common Name(CN)

Organization(O)

Orgnizational Unit(OU1)

Orgnizational Unit(OU2)

Orgnizational Unit(OU3)

Orgnizational Unit(OU4)

Private Management Domain Name(P)

Administration Management Domain Name(A)

Country(C)

　　　注２．ラベル付きないし自己説明形フォーマットの表形式で与えられたアドレスを分離子を使うコ

マンドラインインタフェースへ入力することに、多くのユーザは困難を感じるかも知れない。

　　　注３．穴埋め形式のインタフェースにおいてユーザの操作性が最も良いのは、そのインタフェース

が、提供されるアドレスのフォーマットに近く、同じ属性型やラベルを使い、また属性の並

びが同じ場合である。

アプリケーションの例

　 (1) 　コマンドラインインタフェースを利用している日本国内のユーザが、次のＯＲアドレスが書かれ

た名刺を受け取る。

G=john ; S=smith ; O=a bank 1td ; P =ab1 ; A=snomail ; C =aq

　ユーザは名刺に記載された通りに、コマンドラインインタフェースへアドレスをタイプすることができ

る。
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　 (2) 　穴埋め形式のインタフェースを利用している日本国内のユーザが、同様の名刺を受け取る。スク

リーン上のフォーマットには次のフィールド名が含まれている。

国名(C)

ＡＤＭＤ(A)

ＰＲＭＤ(P)

組織名(O)

姓(S)

名(G)

　ユーザは、名刺に書かれた一文字のラベルとスクリーンに表示されている日本語の属性名の後に括弧で

囲まれた同じラベルを関連づけることにより、フィールドを埋めることができる。（穴埋め形式の入力で

は、分離子は使われない）

　 (3) 　コマンドラインインタフェースを利用している英語を話すユーザが、次のＯＲアドレスを引用し

た文書を受け取る。

国名(C) JP

ＡＤＭＤ(A) TTC-EDH

組織名(O) TTC

部門１(OU1) TSC4

姓(S) Momo

名(G) Taro

　ユーザは、自己説明形フォーマットからラベル付フォーマットにアドレスを変換する方法を知っている。

ユーザはコマンドラインインタフェースへの入力に際して、どちらの分離子を持ったアドレスをも選択で

きる。例えば、

C=jp ; A=ttc-edh ; O=ttc ; OU1=tsc4 ; S=momo ; G=taro

あるいは、

/C=jp/A=ttc-edh/O=ttc/OU1=tsc4/S=momo/G=taro

【注】ＯＲアドレスの Printable String は case ignore である。


	　　



